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＃01【俺おれの妹が美少女すぎてヤバイ】







　◆　オンライン　◆

「もうこっちを向いても、いいにゃりよ？」

　背中からそんな声がした。

　誰だれだってそう言われれば振ふり向むくもんだ。

　だから俺はそうした。

　目の前にあるのはヤシの木にも似た樹木。

　幹の太さは一ひと抱かかえほど。

　その木の陰かげから〝にゅっ〟と顔だけ出だしている銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの少女がいた。

　言わずもがな【リコッタ】だ。

　彼かの女じよはほんのり頬ほおを赤らめ、どう切り出したらいいか迷ってる感じ。

　ちなみに体は太い幹にすっぽりと隠かくれてしまっていて全く見えない。

　分かるのは表情だけだ。

　さて、これはどんな状じよう況きようなのか？

　まずそれには、ここがどこなのかという事から話さなければならない。

　周囲を見み渡わたすと、目に入ってくるのは白い砂すな浜はま。そして水平線まで見渡せる青い海。

　まるで南国の島に来てしまったのかと勘かん違ちがいしてしまうほどのこの場所は、【マルガリタ海岸】というエリア。

　この海岸は俺おれ達たちがいつも根城にしている王都、【フィルムス】から西大陸方面への船に乗り、到とう着ちやくした港町からひたすら徒歩で南下した場所にある。

　時間にしたらリアルで二時間くらいかかっちゃう、えらく遠い場所だ。

　俺が【転移トランスポート】の魔ま法ほうを使えるようになっていれば良かったんだけど、それもまだだったし、せめて直行便の船や【飛ひ翔しよう艇てい】くらいは出てて欲ほしかった！

　まー用事が無ければ好き好んで行くような場所じゃないってこと。

　なんでそんな所に彼女と二人きりでいるのかというと、ログイン早々、

「錬れん金きん術じゆつで使う素材集めを手伝って欲しいにゃん」

　とせがまれたからだった。

　彼女が言うには、この海岸で採取できる貝かい殻がらとか海草がいい感じのアイテムに生成できるのだとか。

　だから俺、鷺さぎ宮みや慧けい太たはいつものように聖職者クレリツク【リエル】を駆かり、こんな僻へき地ちにまでやって来てるってわけ。

　リエルは神聖さの象しよう徴ちようである修道服に穢けがれのない真っ白な髪かみが特とく徴ちよう。見るからに清せい楚そ且かつ可か憐れんなイメージだ。

　そんなアバターを使い始めてからもう大分経たつけど、ネカマは病やみ付つき度が高いと今いま更さらながらに感じる。

　だって女性キャラと女の子友達みたいにしている事が楽しくて仕方がないんだから。

　まるでアニメやマンガの二次元キャラとおしゃべりしているみたいな感覚に陥おちいる。

　そんな女の子友達に「手伝ってー」って言われればそりゃ行きますよ？

　でもね……

　いくらなんでも遠すぎるっしょ！　この場所に来るまでが一苦労。

　ずっと歩きだもの。長時間。

「そこでなきゃダメなのか？」って聞いたら、「ダメにゃん」って言うし。

　道中それほど強いモンスターは出なかったけど、それが逆に暇ひまで暇で。

　どうしてゼクスには【自動追尾オートフオロー】機能が実装されてないんだと恨うらめしく思ったくらいだ。

　それでもなんとか眠ねむくなりながらも到着し、当初の予定通り素材集めを開始！

　と思ってたんだけど…………着いてすぐにリコッタが、

「ちょっと待っててにゃん。その前にリエルに見て欲しいものがあるにゃりー。あ、リコッタがいいって言うまで絶対にこっち向いちゃダメにゃりよー？　絶対にゃからね？」

　とか言って、その木こ陰かげに隠れたのだ。

　で、今のこの状態に繋つながる。

「えへへへへ」

　木の陰から顔だけ出しているリコッタ。

　けれど彼女は照てれ臭くさそうに笑うばかりで一向にそこから出てくる気配が無い。

　俺もいいかげん待ち疲つかれてきた。

「どうしたの？　見て欲しいものって何？」

「あ……あのね、これから見せるものが変でも絶対笑わにゃいでね？」

「だから何を」

「絶対にゃりよ？」

「わかったから、絶対笑わないから。それで何を――」

「にゃにゃーん!!」

　俺が言い切らないうちにリコッタは木陰から飛び出していた。

　なんなんだよ、この空気の読まなさ加減は、って……

「ふぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」

　俺は思わず変な叫さけび声ごえを上げてしまっていた。

　だって、ぴょこんとウサギのように跳はねて現れたリコッタが、

　ビキニの水着姿だったから！

「お、おかしくにゃい？」

　彼女はモジモジしながら聞いてくる。

　ちっちゃな布からのぞくささやかな胸とか、張りのあるお尻しり（＋しっぽ付き）とか色々見えてしまっていて、なんともマズイ！

　それでもなんとかなってるのは、ここがヴァーチャルだから？

　ま、まあ……強い日差しが白い肌はだをくっきりと浮うかび上あがらせていて……

　健康的ではあるな、うん。

「おかしいとかそういう問題じゃなくて！　なんで水着なの!?」

「海といえば海水浴、海水浴といえば水着に決まってるにゃん」

「いつ素材集めが海水浴に変へん更こうになった!?」

　この展開……。前にもギルドハウスに行ったらメンバー全員が水着で待ち構えてたことがあったなーと思い出す。あの時は海水浴をするって感じじゃなかったけどね。

　というか、そもそもこれが目的か!?

　俺が色々思い返していると、リコッタは垂らしたしっぽをぷらんぷらんさせながら上うわ目め遣づかいで言ってくる。

「もちろん素材集めもするにゃりよ。でも……せっかく海に来たんだし……泳ぎたいにゃん。ほら、夏休みといったら家族や友達と一いつ緒しよに海水浴へ行くのが定番中の定番……って聞いたことがあるから……」

「それはリア充な人の定番だと思うよ」

「えっ……」

「あっ……」

　口に出してから俺もリコッタもショボーンとなった。

　なんという自じ爆ばく。

　今リアルでは夏休み真まっ直ただ中なかという所だが、俺はこの十五年間、誰かと海水浴に行った経験なんてまったくもって無い！（きっぱり）

　もっと枠わくを広げて言えばプールにさえ行ったこと無い！

　女の子と一緒にビーチバレーをやったり、日焼け止めオイルを塗ぬってあげたり、波なみ打うち際ぎわで「きゃっきゃっ、うふふ」なんて言いながら水かけ合ったり、砂に埋うめたり埋められたり、あんなの空想や幻げん想そうなんだから。

　絶対無いから！

　無論リコッタもそんな様子じゃ俺と一緒なんだろう。この前の家出で友達がいないことも発覚したしね。今もちょっと肩かたを落としてうつむき加減になってる……

　って、なんかしんみりしちゃったじゃないか！

　でも、その湿しめっぽいモードを拭ぬぐい去さったのは彼女の方だった。

　顔を上げたリコッタは、

「知ってるにゃん。だからその定番というのをリエルとやってみたいのにゃん。ゼクスだったらお手軽に可能にゃ」

「まあそれはそうかもしれないけど……」

「リエルだって海の家で買ったかき氷をリコッタにあーんしてもらいたいに決まってるからにゃー」

「勝手に決めつけられてる!?　てか、はなからゼクスに海の家なんて無いでしょ」

「じゃあを鍋なべ焼やきうどんを口移しで――」

「食べ物が変わっただけだし！　夏にそれはきついし！　そもそもそんなメニュー無いと思うし！　いや突っ込むべきとこはそこじゃなかった!?」

「口移しで」

「わざわざ繰くり返かえさなくていいから！」

　むくれた。

　そんな彼女は口を尖とがらせて言う。

「ヴァーチャル世界でくらいは海水浴を楽しんでもいいと思うけどにゃー」

　まあそいつを拒こばむ理由は特に見当たらないな。

　それに海水浴くらい体験させてやりたいじゃない？　俺も未経験だけどさ。

　彼女の言葉を借りるようだけど「ヴァーチャル世界でくらいは海水浴を楽しんで～」なんて思えてきてしまった。

　ヴァーチャル世界で海水浴……。

　ヴァーチャル海水浴……。

　あー……なんだか惨みじめな気分になってきたな……。

　でも、まいっか。

　せっかく遠路遥はる々ばるこのエリアまで足を運んだわけだし、またいつ来れるのか分からないのだから隅すみ々ずみまで楽しまなきゃもったいないよな。

「じゃ、ちょっとだけ」

　俺がそう言った途と端たん、リコッタの表情がパアッと明るくなった。

　それが見られただけで良かったなーと思ってたんだけど……彼女が急に慌あわただしく動き始めたもんだからちょっとびびった。

　待ってましたとばかりに指先を宙に走らせてステータス画面を開いたリコッタ。そしてなぜかアイテムのトレードを始めたのだ。

《リコッタからトレードを申し込まれています。承しよう諾だくしますか？　ＹＥＳ／ＮＯ》

　俺のステータス画面が勝手に開いて、許可を求めるダイアログが上に重なって表示される。

「えっ、なに??」

「こんな時の為ためにリエルの分も用意しておいたにゃん」

　そう言われたんで、軽い気持ちで思わずＹＥＳを押おしてしまった。

　俺のアイテム欄らんに彼女から送られてきたモノが追加される。

　何かなー？　と思って詳しよう細さいを確かめると、そいつは――――

　水着だった。

「ぶふっ!?」

　しかもリコッタとお揃そろいのビキニで色は白。

「この形、リエルには似合うと思うにゃりよ。特に白がぴったりくると思って確保しておいたにゃん」

「うえっ？　ええええっ!?　こ、これ、き、着るの!?　自分が!?」

「なにか他の使い道でも知ってるのにゃ？」

「い、いや、知らないけど！」

「じゃあ早さつ速そくそれに着き替がえて一緒に泳ごうにゃん」

「えっ!?　で、でも……いくらヴァーチャルだっていっても、これを着るのには……ちょっと抵てい抗こうがあるというか、なんというか……」

「さっき一緒に海水浴してくれるって言ったよにゃー？」

「そ、それは……」

「もしかして嘘うそだったのかにゃ？　あ、リコッタをからかって楽しんでたにゃりね？　ひどいにゃん……」

　彼女はものすごく寂さみしそうな目をして、がっくりと項うな垂だれる。猫耳までしおしお～と萎んで垂れてしまっていた。

「そんなことないって！」

「じゃあ着てくれるかにゃ？」

「ぐ……」

　言ってしまった手前どうにも断ることができない。

　…………。

　えーい、着てやる。着てやるさ。

　ちょっとだけ遊んでやれば、それで彼女も満足してくれるだろう。

「わ、わかった……」

「うわーい」

　リコッタは飛とび跳ねながら分かりやすく喜びを表現していた。いつの間にか猫耳もピンと立ってたしね。

　さてさて……俺は重い指先でアイテム欄の水着に触ふれる。

　そのままそいつを人の形をした装備画面の上にドラッグ＆ドロップする。

　すると、瞬またたく間まに着ていた修道服がブロックノイズになって解け、再び再構築される。

　現れたのは、まんまリコッタが着ているのと色いろ違ちがいのビキニだった。

「ぬ……」

　な、なんだろうこれ……。

　初めて味わう変な感覚。

　布が小さすぎてスースーするし、非常に心こころ許もとない。

　世の中の女子はみんなこんなふうに不安な気持ちでいるんだろうか？

　俺が未体験の恥はずかしさに悶もだえていると、リコッタが感かん嘆たんの息を漏もらす。

「にょほー！　やっぱりリコッタのにらんでたとおり、よく似合ってるにゃん」

「そ、そう？　でも……あんま見ないでっふあっ!?」

「さあ、早速泳ぐにゃりー！」

　まだこの格好に違い和わ感かんありありで慣れてないっていうのに、リコッタは待ちきれないのか、俺の手を引っ張って波打ち際へとずんずん進んで行く。

「ちょっ、ちょっとまだっ!?」

「いいからいいから」

　そんな感じで海の中へと足を踏ふみ入いれる。

　途端、ソフトな感じの冷たさが足首の辺りまで伝わってくる。この感覚は次世代ゲーム機ＥＳＧに搭とう載さいされている神経伝アーテイフイ導体シヤルセンスによるものだ。

　ほんと良くできてるなー。

　そんなふうに感心していると、顔面にも冷たいものが叩たたき付けられた。

「はびゃっ!?」

　白い前まえ髪がみから流れ落ちる水すい滴てき。

　その向こうでリコッタがしたり顔を浮かべていた。

「やったなー」

　そう言って俺は仕返しとばかりに足あし下もとの水をすくってリコッタにかける。

「ひにゃ!?」

「ぐししし」

「むぅ、やったにゃりねー？」

「元はと言えばそっちからやってきぶぅわはっ！　しゃっべてる途と中ちゆうでとか卑ひ怯きようじゃない？」

「卑怯という言葉は敗者の言い訳でしかない以下略にゃ」

「何の話ってびゃっふあっ!?　けほっ、けほっ……またそういうふうに……よーし、そっちがそう来るならもう容よう赦しやしないよ。あ、あんな所でウミガメが産さん卵らんしてるっ」

「え、どこにゃん？　ねえどこにびゃああ!?」

「ふっふっふっ、うそー」

「くにゅうぅぅ……」

　そこからはエンドレスだった。

「……そんなリエルにはこうにゃ！　にゃにゃにゃにゃっ！」

「ぐっ……むっ、えーい、このっこのっこのっ！」

　そんな感じでひたすら水のかけ合い。

　こんな海に来たカップルがやりそうなありがちな行動、自分がやるわけないと思っていたけど、実際水に浸つかると自然とそうなっちゃうのはなんでだろ？

　でも、楽しくはある。

　水着の違和感なんてとうにどこかへ行ってしまったし、思いっ切りはしゃいでしまっていた。

　なんたって、こうやって誰かと海水浴をするのは初めてだったし。

　デュフフフフフｗ　たのしー！

　なんだよヴァーチャルでもいいじゃん。

　うおーっ、ゼクス最高ぉーっ！

　リコッタも俺と同じ思いなのか、ものすごくニコニコしている。

　こんな笑え顔がおの彼女を見るのは久しぶりかもしれない。

　そういえば彼女、この前から機き嫌げんがすこぶるいいんだよね。

　この前っていうのは、現実リアルで起きたあの家出事件の事。
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　といっても以前からのそれじゃなくて、つい最近したプチ家出の事ね。

　俺のふとした発言で再び家を飛び出してしまったリコッタこと俺の妹、鷺宮理り央お。

　また友達の家を泊とまり歩あるいたりしてるんじゃないのかと思ってたんだけど、そもそも彼女には友達自体いない事が判明して……それで慌てて捜さがしに行ったんだけど、理央を発見したその場所でもっと驚おどろくべき光景を目にしてしまったんだ。

　なんと彼女はダンボールハウスに住んでいた。

　今まで気づかずにそんな不ふ憫びんな思いをさせていたかと思うと、心苦しくてたまらなかった。でも当の本人は迎むかえに来た俺を見て、

〝約束〟を思い出してくれた！

　って言って大喜び。

　それ以降、こんな感じで常に嬉うれしそうにしてる。

　とはいうものの、俺は未いまだにその約束とやらを思い出せないんだが……。

「あーもう、びしょびしょにゃりー。そうだ、せっかくだからこのまま沖おきまで泳いでみようにゃん。どこまで行けるか競争にゃりよー？　じゃあ早速、よぉーい、にゃいーん！」

「にゃいーんって！　おいっ、そっちは……」

　俺が制止する前にリコッタは泳ぎ出していた。しかも結構速い。

　張り切ってるなあ……。

　でもそのまま行くと多分、見えない壁かべに頭をゴツンと当てることになると思う。

　システム的な制限ってやつだ。

　船や飛ひ翔しよう艇ていでならその制限は超こえられるけど、アバター単身で突っ込んでも通とおり抜ぬけることはできないのだ。そういうふうにしておかないと身一つで隣となりの大陸とか、どこまででも泳いで行けちゃうからね。

　そうなったらなったで自由度が高くて面おも白しろいんだろうけど、このゼクスにおいてはゲームバランスを崩くずさないように制限が設けられてるってわけ。

　あ、ほら、案の定こっちに向かって戻もどってくる彼女の姿が見える。

　大方、おでこから思いっ切り激げき突とつでもしたんだろう。涙なみだ目めで泣きついてくる彼女の様子が容易に想像できる。

　勢い良く出て行ったからなあ……さぞかし凹へこんでるに違ちがいな……あれ？

　泳いで戻ってくるリコッタの様子が、なんだかおかしい。

　平泳ぎでゆるゆる帰ってくるんじゃなくて、本気モードの全速力クロールだし。

　でもその訳はすぐに判明した。

　必死の形相で泳いでる彼かの女じよの背後に、黒くて巨きよ大だいな影かげが追ってきていたのだ。

　丸い頭に、金色の眼め、うねうねと蠢うごめく触しよく手しゆのような足。それは――

「ク、クラーケン!?」

　いわゆるタコの化け物だ。

　しかもアイツは……もしかして極ごく稀まれにしか出現しないという黒色のレアポップモンスター【ウィキッドクラーケン】じゃないか??

「うにゃぁー！　何か出たにゃりー！　ぬるぬるして気持ち悪いにゃんー!!」

　浜はま辺べに辿たどり着ついたリコッタはそいつを引き連れてこっちに走ってくる。

　近くで奴やつの姿を見て俺おれは確信した。

　Ｗｉｋｉに載のってたスクショと一緒だから間ま違ちがいない。

　ウィキッドクラーケンは【異常種アンユージユアル】と呼ばれる部類に入るモンスターで、とにかく滅めつ多たに現れないことが一つと、ドロップするアイテムが非常に貴重な品であることが一つ、そして一番肝かん心じんなのがとてつもなく強いということだ。

　当然俺達では太た刀ち打うちできない。

　多分、レベル70でも一人ではちょっと苦戦するかもしれない。そんなレベルだ。

　そうこうしてるうちに、もう奴が眼前にいた。

　改めてこうやって相対すると……でけえぇ！

　そして、やべえぇ！

　なので俺の取るべき行動は――

「えいっ！」

　素す手でで殴なぐった。

　もちろんクラーケンを。

　殴った手がぬめぬめっとして気持ち悪い。

　与あたえたダメージはゼロ。

　それにはリコッタも目が点になっていた。

　だってそんなの誰だれが見ても自殺行こう為いだし。

「なっ!?　ななななな、何やってるにゃん??」

「今のでターゲットがこっちに移ったからリコッタは今のうちに逃にげて」

　それで彼女は俺がやらんとしてる事を理解した。

「そ、そんなのできないにゃん！　リエルだけ置いてにゃんて……」

　リコッタは泣きそうな顔で言うが、ここで二人ともやられてしまうよりはましだ。

　それに、もう受け答えしてるような余よ裕ゆうはすでに無かった。

　武器は外した状態だったし、装備なんて水着のまま。

　今の俺の防ぼう御ぎよ力りよくなんて紙っぺらに等しい。

　だからといって奴は装備し直す時間すら与えちゃくれなかったんだから。

　俺の頭目め掛がけて電柱くらい太い足が振ふり下おろされる。

　ガキンッ

　硬こう質しつな激突音が響ひびいた。

　同時に青いエフェクト光が飛び散る。

　それは防御成功の証あかし。

　打ち下ろされた奴の足を俺のメイン武器である【黄銅の杖ブラスワンド】が弾はじいたのだ。

　やばいと思った瞬しゆん間かん、武器だけでもと思い素す早ばやい手付きでステータス画面を操作して装備したのだが、なんとか間に合った。

　まだ手がジーンと痺しびれてる。

　でもそれだけで精せい一いつ杯ぱい。

　他には手が回らなかったので相変わらず体は水着装備のままだ。

　それに防御が成功したからといって、それで事態が好転したわけでもなんでもない。

　武器や防具には耐たい久きゆう度どというものがあって、それがゼロになると壊こわれてしまうのだ。破は壊かいされてしまえば当然二度と修復はできない。

　そうなる前に鍛か冶じ屋やや鍛冶士ブラツクスミスの所へ持って行って修理してもらうのがこのゲームでは通例だ。

　武器の場合は使うだけでもその数字が減っていくんだけど、防御に使用すると体へのダメージは抑おさえられるが、耐久度は通常使用よりもグッと大きく減る。

　だからこのままじゃジリ貧ってわけ。

　でも今の俺のレベルじゃ、とにかく亀かめのようになって防御し続けるしか手が無い。

　下手に回かい避ひして失敗したら一いつ瞬しゆんでおしまいだし、ましてや攻こう撃げきに出るだなんて……そりゃもっと無理。

　じわじわと破は滅めつの時を待つしかない。

　ここで【暁天の鍵デイブレイク・キー】を使って【騎き士し様】にチェンジすれば、なんとかなるのかもしれないが、アレはもう使わないって決めたしなあ……。

　しゃーない。

　後はどれだけ長く持もち堪こたえられるかだけど……その前にできるだけ彼女から離はなれておいたほうがいいな。俺がやられた後、フリーになった奴がリコッタを襲おそうかもしれないし。

　俺は防御を続けながら移動を開始した。

「ど、どこ行くにゃん！　待ってにゃりー！」

　リコッタは不安に満ちた顔で俺の後を追ってくるが、足下の起き伏ふくにけつまずいてドテッと砂すな浜はまに顔面ダイブしていた。

　そうそう、お前はそこで転んでてくれればいい。

　そこでふと俺は、遠巻きに人ひと集だかりができていることに気づいた。

　怖こわい物見たさでやってきたプレイヤー達たちである。人数にしたら十数人はいるだろう。

　そんなギャラリーの声がここまで聞こえてくる。

「うおっ!?　な、なにあれ??」

「やベっ、もしかして異常種アンユージユアルじゃね？」

「初めて見たー！」

「大だい丈じよう夫ぶなのか？　あの子一人で」

「やられたら、こっちにとばっちりがくるかもしれないよ。もっと離れとこうよ」

　そんな感じで完全に他人事だ。誰だれ一人ひとりとして助けてくれるようなプレイヤーはいない。

　まあそれも当然なんだけど。

　いくらレアなアイテムをドロップするからと言っても、相当レベルが高いプレイヤーでなきゃ無む駄だ死じにするだけだから。

　でも、驚いたことにその高レベルプレイヤーが都合良くいらっしゃった。

「大丈夫？　手伝いましょうか？」

　地面に伏ふしているリコッタに向かって、そう名乗り出てくれたのは、細身の剣けんを持った竜騎士ドラグーンだった。優やさしそうな顔立ちの彼かれは俺とリコッタを交こう互ごに見ながら心配そうにしている。

　装備品の雰ふん囲い気きからレベル70前後だと思われる彼は、他に同レベルっぽい狩人レンジヤーと修モ道ン士クを連れていた。

　そのパーティなら、クラーケンとやり合えそうではある。

　俺は目の前のそいつと取り込み中だったんで、リコッタに、

「手伝ってもらってー」

　っていうパーティ内会話を送る。

　で、そのリコッタはというと……

「え……あ、そのあのあああああああああ……えとおおおおおおおおほっほっほぉーっ！」

　砂浜から身を起こした彼女は、見ず知らずのプレイヤーに急に話しかけられたもんだから挙きよ動どう不ふ審しんになっていた。

　体が強こわ張ばった感じになって、カタカタと小刻みに震ふるえ出だしてる。視線だって相手の目を見ることができずに宙を泳いでた。

　あいつこの前のギルド勧かん誘ゆうの時もそうだったもんな……。

　いわゆる極きよく度どのあがり症しようってやつ。

　リアルでも昔からそうだったっけ。他人と話すのが苦手だから、幼い頃ころはおつかい一つこなすのも一苦労だったのを覚えてる。

　俺の女性耐性不全症候群ＦＥＤＳといい、彼女のあがり症といい、うちの家系は遺伝的な何かがあるのかと疑いたくなる。

　それでリコッタなんだけど、いまだに口をあわあわとさせているだけで言葉らしい言葉が出てこないでいた。

　これには話しかけた竜騎士ドラグーンも困こん惑わく気味。

　でもきっといい奴なんだろうな。彼女が何か言うのを待っててくれている。

　当の本人は顔を真っ赤にして、震える唇くちびるから声を絞しぼり出そうとしていた。

　かなり頑がん張ばってる感じだが……。

「あ、そっ、ちょっ、あっ……あれ、レ、レアなんでっ……しょのっ、いいでしゅっ!!」

「え、いいの？」

「いっ!?　あっ、あわわわわわ、そっ、そうじゃなくって！　ひょのっ、わろっしゅっ！」

「わろっしゅっ??」

　口に出せば出すほど、どんどん意味不明になっていってるぞ？　それにいつの間にかニャニャ言葉も抜けちゃってるしな。

　彼女らがそんなふうにしてるうちに、俺の方はとうとう限界がやってきていた。

　バキィィィンッ

　という防御時よりも激しい金属音がして、

《ＷＥＡＰＯＮＢＲＥＡＫＡＧＥ！武器破損》

　というエフェクト文字が宙に浮うかんで消えた。

　横に構えていた杖は、振り下ろされたクラーケンの足に真っ二つに叩き割わられブロックノイズになって消失。

　そのまま吸きゆう盤ばん付きの大足が俺の頭を叩き付つけた。

　クリティカルヒットを表す派手な効果光が飛び散る。

　一瞬でＨＰはゼロになり、

　俺は死んだ。
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　誰もいなくなった砂浜。

　そこでリコッタはへたり込み、俺の死体を悲しそうな目で見ていた。

「ご、ごめんにゃん……せっかく助けにきてくれた人がいたのに……リコッタがうまく話せなくて……ううっ」

　涙さえ浮かべている。

　幽ゆう体たいの俺は亡なき骸がらの上でふわふわ浮いていた。

　眼前には【記き憶おくの祠ほこら】への転送を促うながすダイアログが表示されている。

「そんなに気に病やむことじゃないでしょ。ゲームなんだからさー」

「で、でも、もとはと言えばリコッタが連れてきちゃったモンスターだし……」

「そんなのたまたま。よくある事だよ。それに初めて異常種アンユージユアルと戦えたし、結構楽しかったよ？」

「…………そう？」

　リコッタは鼻の頭を赤くして聞いてくる。まだ俺の言うことを信じていないようだったが、少しだけ落ち着いたような気がする。

　さて俺が死んだあの後、ターゲットを失ったウィキッドクラーケンはどうなったかというと、集まっていたギャラリーに向かって襲いかかろうとしたんだよね。

　それでみんな蜘く蛛もの子を散らすように逃げ出して大混乱になったんだけど、

　そこへあの親切な竜騎士ドラグーン御ご一いつ行こう様が分け入って、

「君達の獲え物ものだったみたいだけど、状じよう況きようが状況だし、すまないけど奴は僕ぼく達たちでもらってくよ？」

　と言って、クラーケンを引き連れてどこかへ消えて行ってしまった。

　今いま頃ごろは迷めい惑わくのかからないどこか広い場所で戦せん闘とうになってる頃だろう。

　レアアイテム欲ほしかったー。

　でもどっちにしろアレには勝てないしね。仕方がない。

　それにああいう人達にもらってもらった方が本ほん望もうというものだ。

　あ、アイテムで思い出した。

　そういえば俺の武器、さっき壊れちゃったんだよねー。

　買い直さないといけないんだけど、今金きん欠けつ気味で……どうしよう……。

　しばらく素手かなｗｗｗ

　とか思ってたら、顔に出てしまっていたのかリコッタに気づかれてしまった。

「武器……ごめんにゃん。今度、お金貯ためて弁べん償しようするにゃりね」

「いや、別にいいよ。そんな大したものじゃなかったし」

「そういうわけにはいかないにゃん。また前みたいにハイポーション作ってお金貯めるにゃりからちょっと待ってにゃん」

「そこまでしてくれなくていいから」

「じゃあそれまではリコッタの体で払はらうにゃん」

「だからさっきからいらないっ……うえぇっ!?　体て!?　と、とつぜん何言い出すの!?　いらない！　いらないからっ！」

「その言い方は傷付くにゃり……。リコッタはただこの体を使ってご奉ほう仕しをしたいと言ってるだけにゃん」

「なんら意味が変わってないように聞こえるのは気のせい？」

「もちろん、お掃そう除じとか洗せん濯たくとか肩かた揉もみとかそういった類たぐいのご奉仕とは違うにゃりよ」

「そこは否定して欲しくなかった！」

　そんなやり取りをしていると、いつの間にやらリコッタの背後に見知らぬ男が立っていた。

　それにリコッタも気づいて振り向むく。

　柔にゆう和わな面おも立だちの彼が着ているのは、清潔さのあるローブと背の高い冠かん帽むり子ぼうし。

　厳おごそかな雰囲気のするその装備からして、恐おそらく職業ジヨブは司教ビシヨツプだろう。聖職者クレリツクである俺が次に目指すべき上位職ハイクラスジヨブだから調べたことがある。

　そんな彼はリコッタに話しかけようとして、ちょっと戸と惑まどった様子でいた。

　だって、女の子キャラが死体に向かって体で払うだのなんだのと話してるんだから誰だって引くだろ。

　ちなみに死んじゃってる俺の声は同じパーティに設定してあるリコッタにだけ通じていて、司教ビシヨツプさんには聞こえてない状態。

　これ以上話しかけるのを少しばかり躊躇ためらっていた司教ビシヨツプの彼は、一いつ旦たん仕切り直すように咳せき払ばらいをした。そして、

「あ……あのー、そちらは連れの方ですよね？　もし良かったら【蘇生リバイブ】をかけましょうか？」

　これまた親切なプレイヤーさんが現れたー！

　司教ビシヨツプなどの聖職系職業ジヨブが持つ魔ま法ほう、蘇生リバイブ。

　通りすがりの彼は死んでいる俺を見かねて、それをかけてくれるというのだ。

　もちろんその好意には甘あまえたい。

　だってチェックしてある記憶の祠はかなり遠い場所だし、もしそこに飛んだとしたら近くの町に行くにも、王都に戻るにしても、どのみち面めん倒どうなことになりそうだから。

　是ぜ非ひともおながいしゃーっす！

　そう思って、リコッタに仲ちゆう介かいをお願いする。

「ラッキー！　ねえ、ちょっとお願いしちゃっ……あれ??」

　……まただった。

　リコッタは司教ビシヨツプさんの存在を認にん識しきした途と端たん、細い体をカチンコチンに強張らせてしまっていたのだ。

　視線は明後日の方向を向いてるし、顔もマグマでも対流してるんじゃないのかっていうほど赤く燃え上がっている。

　それでも司教ビシヨツプさんは返答の無いリコッタに困惑しながらも、もう一度尋たずねようとしてくれていた。

「えっと……もしもし？」

「あぱ」

「え？」

「あ……あ、ああ、あうあ、あぱあ、あぱぱあ、あぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱぱ!!」

「ひいっ!?」

　突とつ然ぜん、奇き妙みような声を発し始めたリコッタに司教ビシヨツプさんは驚いて仰のけ反ぞった。

　だってね、虚こ空くうを見み詰つめながら「あぱぱぱ」言い出したらそりゃ誰だって怖いって。

　それにはさすがの彼も「これは迷惑がられてるんだな」と思ったらしく、

「すっ、すみませんっ！　出過ぎた真ま似ねをしちゃったみたいですね。じゃ、じゃあ僕ぼくはこれで……どうか道中お気を付けて……」

　そんな感じでそそくさとその場を離れていってしまった。

　ホントにいい人だなあ。

　悪い事しちゃったなあ。

「はっ！　リコッタまたやってしまったにゃん！」

　緊きん張ちようから解き放たれた彼女は、まるで気を失ってた人が意識を取とり戻したみたいだった。

　そのまま頭を抱かかえて苦く悩のうする。

「ああぁ……なんでこうなっちゃうのかにゃー……」

「でもギルドメンバーと話してる時はそんなふうにはならないけど、それはどうなの？」

「うーん、なんでかにゃあ？　なぜかあの人達の前では不思議とあがらないにゃん」

「そう？　今は慣れがあるかもしれないけど、初めて会った頃とか同じような感じじゃなかった？」

「ううん、最初からちゃんとしゃべれてたにゃりよ？　だってみんな初対面だって言うのに一言目から失礼なことばかり言うからリコッタもムカッとなっちゃって、こっちも言い返してたら自然とそうなっちゃったにゃん」

「あ、そう……」

　似たもの同士だから、と言うことか……？

　まあそれはさておき、このままここで死んでても仕方がなさそうだ。

　俺は諦あきらめて記憶の祠へと飛ぶことにした。

「じゃあ、一度戻もどるね」

「ううぅ……ごめんにゃん」

「謝あやまるような事じゃないでしょ」

「じゃあさっき言った通り、後でちゃんと体で――」

「それはもういいから!!」

「ぬふふ」

「な、なに??　その不気味な笑いは……。じゃ、じゃあ行くよ？　ここで待っててね？」

「いいにゃん、祠まで迎むかえに行くにゃん」

「そう？　結構距きよ離りあるよ？」

「でもいいにゃん」

「わかった」

　なので俺はひとまず彼女を置いて、記憶の祠へと飛んだ。
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　◇　オフライン　◇

　祠へと退たい却きやくした後、俺おれとリコッタはそのままログアウトしていた。

　だって、ここからまた素材集めの為ためにあの海岸まで歩くのはちょっと気力がいるし、だからといって王都に戻もどるにしてもまた長旅で、どちらにしても一いつ旦たん休きゆう憩けいした方がいいかなあーって思ったから。

　とりあえず夕食を済ませてから続きをやろうってことになったのだ。

　幸い現実リアルは夏休みで時間だけはたっぷりある。

　明日学校なのに明け方までプレイしてて、

「やべっ、俺おれ寝ねてない!?」

　とかならなくて済むんだから。

　でも時間があるとなると一気にアレもコレもとやりたいものが出てくるのも事実。

　今までのようにギルドハウスでだべってるだけってのも楽しいけど、ちょっとはストーリーの方も進めたくはある。そろそろ上位職ハイクラスジヨブへのクラスチェンジイベントもやっておきたいし、アイテムや装備も揃そろえておきたいものが結構ある。

　よーし、今年の夏はゼクスをやりまくるぜー！

　その為にもちょっと腹ごしらえしとかなきゃな。

　そう思って俺はＥＳＧを頭から外し、自室を出た。

　と、そこで、

「おっ」

「はっ」

　同じように隣となりの部屋から出てきたリコッタ……いや理央と鉢はち合あわせ。

　相変わらずオンラインとまったく同じ銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみっていう姿だから、毎度の事ながらギョッとしてしまう。

　さっきまでオンで会っていた感覚が残っていて、俺もまだリエルの姿なんじゃないのかと錯さつ覚かくを起こしそうになる。

　ヤバイね。現実とヴァーチャルがごっちゃになってきちゃってる。

　そもそも理央がそんな紛まぎらわしい格好してるのがいけないんだけどさ。

　そんな彼かの女じよは、俺と目が合うと恥はずかしそうにしながらも意味ありげな笑えみを向けてくる。

「えへへ」

「な、なに??」

「ううん、なんでもないにゃん。にゅふ♪」

　なんなんだよ、もう。

　彼女の全身から怪あやしげな空気が放たれているのを感じた。

　何か良からぬ事を企たくらんでなきゃいいけど。

　まあそれはさておき、彼女と一いつ緒しよに一階に降りる。

　両親は今日も遅おそくまで仕事で、まだ帰宅していない。だから二人だけで食事を取った。

　メニューはレトルトのカレー……。

　ちょっと、わびしい。

　そんなあっさりめの夕食を済ませた後は――

　じっくりと腰こしを据すえてゼクスを楽しむ為に風ふ呂ろに入ることにする。

　そうと決まれば、早さつ速そく。
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　かぽーん

　床ゆかに置いた洗面器の音がバスルームに反はん響きようする。

　俺は風呂に入っていた。

　バスチェアを置いてそこに座すわり、ボディソープを染しみ込ませたスポンジを手に取る。

　ちゃっちゃか洗って、すぐに出るぞー。

　そう意気込んでいたのだが……そうもいかない事態が発生した。

　突とつ如じよ大きな音がして、背後の扉とびらが勢い良く開け放れたのだ。

「!?」

　何事かと振ふり向くと、そこには――

「にぃー！　ご奉仕にきたにゃん！」

「ぶふぅぅぅぅぅぅっ!?」

　バスタオルを体に巻いた理央が立っていた！

　豪ごう快かいに開け放ったわりには彼女はその場でモジモジとしていて、ちっちゃめのバスタオルをはだけないように一いつ生しよう懸けん命めい押おさえながら頬ほおを染めていた。

　俺は思わず壁かべ際ぎわまで飛とび退のいて、そこに張り付く。背中に当たったタイルがヒヤッと冷たかったがそんなのは気にしてられない。

「お、おまっ、な、ななななにしてんのおぉぉぉっ!?」

　正直、そんな台詞せりふしか出てこなかった。

　バスタオルからのぞく白い胸むな元もととか、脆ぜい弱じやくな鎖さ骨こつとか、緩ゆるやかなカーブを描えがいた張りのある太ももとか……色々目に入ってきてしまって冷静に対処できない。

　あ、見なければいいのか！

　今さらながらに気づいて、俺は彼女に対して背中を向けた。

「そ、それはなんのつもりだ??」

「なんのつもりって、それはさっきも言った通りご奉仕のつもりにゃりよ？」

　背後に濡ぬれた床を踏ふみ締しめる気配と、扉を閉める音がして、彼女が中に入ってきたのだと分かる。

「だからなんで奉仕されなければいけないのさ！」

「だってオンで約束したにゃり。体で払うって」

「はぃいい!?　確かにそんなことをお前は言っていた。だがしかしだ、俺はそれを了りよう承しようした覚えはこれっぽっちも無いからな！」

「知ってるにゃりよ」

「故意犯だったー！」

　そうさ。そうだよね。いつもそうだもんね。

「それにしたって俺のパンツを見ただけで慌あわてるお前が急にこんな……」

「今にぃはパンツはいてないにゃん」

「え？」

「だから平気にゃん」

「まさかのパンツだけに反応!?」

「そんなわけなのでリコッタにお任せにゃん」

「お任せにゃんって、お前、自分が何言ってるか分かってるのか!?　何度も言うようだけど俺とお前は血の繋つながった兄妹きようだいなんだぞ？　それが……そんなことしていいわけないだろ？」

「何言ってるにゃん？　兄妹だと背中を洗ってあげてはいけない決まりでもあるのにゃ？」

「へ!?　せ、せなか!?」

「そうにゃりよ？　体を使ったご奉仕にゃん。それとも背中以外にも洗って欲しい所とかあるのにゃ？」

「いや、無い！　というか背中も洗わなくていいから！」
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「そういうわけにはいかないにゃん。さっきゼクスで庇かばってもらってリエルを死なせてしまったし……。せっかくヘルプを申し出てくれた人とか、蘇そ生せい魔ま法ほうをかけてくれるって言ってくれた人とかもいたのに、いつものあがり症しようが出てしまって、うまく話せなくて……迷惑をかけてしまったにゃり。なにより武器が壊こわれてしまったのはリコッタのせいにゃん。弁償したいけど今はまとまったお金がないので、これはお金が貯まるまでのお詫わびにゃん」

「それはもういいって言ったじゃん。武器だって別にたいしたものじゃないし、また買えばいいんだから」

「それじゃあ納なつ得とくできないにゃん」

「俺が納得してるんだからいいの！」

「むぅぅ……」

　彼女は小さく唸うなったかと思ったら、そのまま静かになってしまった。

　…………。

　あれ？

　どうした？

　さっきまでの捲まくし立たてはどこにいっちゃったんだ？

　蒸気が立ち上るバスルーム内はひっそりと静まり返っていた。しかも俺の背後からは人の気配すら感じない。

「おい、理央？　そこにいるのか？」

　返事が無い。

　もしかして、もう出てっちゃった？

　気になった俺はそぉーっと後ろに振り向いてみた。

　そうしたら――

「にひ♪」

　悪いた戯ずらっぽい笑みを浮うかべた理央と目が合った。

　まだイター!!

「うおわっ!?」

　思わず尻しり餅もちをついちゃった俺。

「いるならいるって言ってよ！」

「にぃが頑がん固こに背中を流すのを拒きよ否ひするからいけないにゃり。でも今決めたにゃん。にぃがそのつもりなら、こっちは強行手段に出ることにしたにゃん」

「強行手段だと!?」

「にひひひひ」

　理央は企みに満ちた笑みを浮かべながら、体に巻いているタオルの胸元に指先を差し込んだ。

「な、何を……!?」

「ふふふ……素す直なおに背中を洗わせてくれないと――――ここで脱ぐにゃり！」

「マ・ジ・で・か!?　…………い、いや騙だまされないぞ。口ではそうは言うが、お前はそういう肝かん心じんなところではハメを外さない子だ。お兄ちゃんはよーく知ってる。うん。だから今日はもう上がってさ――」

「脱ぐにゃり」

「サーセン！　どうかこの穢けがれた背中を洗って下さいませっ!!」

　思わず承しよう諾だくしちゃった。

　だって目がマジだったんだもん。アレは本当に脱ぬぎかねない。

　そんな事になるくらいなら、背中でも洗われてたほうがなんぼかマシだ。

「ようやく観念したにゃりね」

　目の前の彼女は満足げな表情を浮かべていた。

　にしても、観念て……。

　これはそもそも俺に対する詫びだったはず。それが何でいつの間にか脅きよう迫はくされてんの？　訳分かんないや。

「あー観念したした。だから早くやってくれ」

　そう、たかだか背中を洗ってもらうだけだ。さーっと軽くやってもらってそれで終わり。

　なんら問題は無い。

　そうしてる間に理央は床に膝ひざを突ついて座る。そして――予想だにしない行動に出た。

「では早速…………はらり」

「なぜそのタイミングで脱ぐ!?」

　安心しきってた所にこれだよ！

　何を思ってそんな行動に出たのか、彼女は不意に巻いていたタオルを自ら剥はぎ取ったのだ。

　俺が観念した意味ねえ！

　それでタオルを脱ぎ捨すてた理央がどうなったかって？

　それが、下に水着を着ていたのだ。

　最初からそのつもりで俺にカマかけてたってわけ。

　でもその彼女、自分で脱いでおいて照てれ臭くさそうにしている。

　なんだかこのシチュエーションに既き視し感かんを覚えたと思ったら、さっきオンラインでやってた事と全く一緒だった。

　水着の色形までそっくりだしね。

　それにしても……オンと違ちがって、リアルはヤバイ！

　いくら水着だからって直視なんてできないし！

　鮮あざやかな銀髪は水蒸気でしっとりと濡れていて、その合間にある顔立ちは俺の知る理央よりも大人びていて――ドキッとさせられる。

　あれ？　俺の妹、こんなに美少女だったっけ？

　ふとそんなことを思ってしまった。

　というか理央じゃなくて、リコッタっていう別の女の子なのでは？　と錯覚を起こしそうになる。

「ど……どうにゃり？　似合ってるにゃりか？」

　頬を朱しゆに染めて聞いてくる彼女。そこで俺は我に返った。

　慌てて背中を彼女に向け、椅い子すに座り直す。

「似合ってるとかどうこう言う状じよう況きようじゃないだろ！　なぜそのタイミングで脱ぐのかが分からん……。今までのやり取りがまるで意味無いし。あ、てことはこれはアレか？　もう脅迫される心配が無くなったということか」

「ｶﾞ━━(;ﾟДﾟ)━━ﾝ!!」

「ふっふっふっ、自ら墓ぼ穴けつを掘ほったな？」

「で、でも、さっき、にぃの口からちゃんと聞いたにゃりよ！　背中洗ってＯＫって。嘘うそはいけないにゃん！」

「くっ……」

　約束してしまった手前、仕方がない。

　ここはさっさと事を終えてもらって、とっとと上がってもらおう。

「……わかったよ。簡単でいいからな」

　そしたら、

「はいにゃ♪　じゃあちょっと待っててにゃん」

　と元気な返事が返ってきた。

　ぶぴゅっ、とボトルから液体ボディソープの飛び出だす音が背後でする。

「にゃにゃにゃーん♪　にゃにゃにゃーん♪　にゃにゃにゃにゃにゃん♪」

　泡あわでも立ててるのか、ご機き嫌げんな声が聞こえてくる。

　だが俺の不安は、泡以上に盛り上がっていた。

「準備完かん了りようにゃん。じゃあ洗うにゃりよー？」

「お、おう……」

　背中に向かって答える。すると間もなく、

　ぴとっ

　柔やわらかいものが俺の肩けん胛こう骨こつの辺りに触ふれた。

「ひぃぃっ!?」

「痛かったにゃりか？」

「い、いや……」

　女子に背中を洗ってもらうなんていうのは初めての事だから、そりゃあ緊張もする。でも実の妹にまでそんな反応が出てしまうっていうのはどうなんだ？

　彼女は俺の様子をうかがった後、再び手を動かし始めたが、その洗い方がなんともこそばゆくて仕方がない。

　力の加減なのか、自分で洗ってる時とは感覚が全然違って、こう……異常に柔らかいというか、なんというか……。

　そんなんだから俺の体は常に強こわ張ばった状態。背筋なんてピンと伸のびていて妙みように姿勢が良くなってしまっていた。

「かゆい所はないにゃりかー？」

「い、いや……特には」

　まともに返答すらできやしない。

　しかしこの、妹と一緒に風呂入って背中洗ってもらってるなんて状況、よくよく考えたらちょっと有り得ない光景だぞ？　誰だれかに知られでもしたら何を言われるか分かったもんじゃない。

　何やってるんだろうなー……俺。

　そんな事を思っている時、背中で動いていた手が一いつ瞬しゆんだけ止まった。

「にぃ……ありがとにゃん」

「何が？　さっきのオンラインでの事ならもう……」

「そうじゃないにゃん。リコッタが言ってるのはこの前のリアルでの事にゃん」

「リアル？」

「そうにゃん。リコッタがプチ家出した時、にぃが迎えに来てくれた事にゃん」

「ああ、あれ」

　彼女の家出先を突き止とめたらダンボールハウスだった、というあれね。

「あれは本当に嬉うれしかったにゃり」

「そ、そう……？」

「リコッタに友達がいないのをちゃんと覚えていてくれたにゃん」

「それは……喜ばしいことなのか？」

　実際に彼女の交友関係については卒業アルバムを見るまで気づかなかったんだけどね。

「当たり前にゃん。このあがり症のせいで小学校の時は誰とも話せなくて……クラスでは孤こ立りつ状態……そんな時ににぃが言ってくれたにゃりよ？」

「ん？」

「〝ずっと守るから〟って」

　またそれか。

　でもそんなこと言った覚えが無いんだよねー……。

「にぃもリコッタもあれから年月を経へて丁度良い年とし頃ごろになったにゃん。だからそろそろ結けつ婚こんにゃりね」

「どういう流れでそうなるんだよ！　それに前にも言っただろ？　法的に妹とは結婚できません！」

「それは大だい丈じよう夫ぶにゃりよ。リコッタはニャニャ星人であって、決して鷺宮理央では無いにゃりから」

「その発言は思いっ切り実じつ妹まいだって認めちゃってるように聞こえるんだが！　てか、まだその設定で頑がん張ばるのか？」

「頑張るにゃん。当たり前にゃん。にぃとの幸せな未来がかかってるのにゃから！」

「未来ねえ…………ってうひっ!?」

「にゃに？　どうしたにゃりか？」

「え、いや……さっきから妙な感かん触しよくなんだよね。何かスポンジ以外のもので背中擦こすってないか？」

「な!?　なななななにを言ってるのかにゃ！　そ、そんなことは無いにゃりよ」

「ホントに？」

「ほんとほんと！　だってこんな機会滅めつ多たに………………はっ!?」

　ん？　なんか不ふ穏おんな言葉が聞こえたぞ？

　それに――

　ふと足あし下もとを見れば、俺がさっき使いかけてたスポンジが転がっていた。

　バスルーム内にはそれ一個しか無いはずだし、予備だって置いてない。

　ってことは理央は明らかに嘘を吐ついている。

　これは俺が後ろを振り向むけないのをいいことに何か悪戯してるな？

　あんまり調子に乗らせるとろくなことがないし、ここは兄としてガツンと言っておかねばなるまい。

　俺おれは首だけ背後に向けて言った。

「おい、嘘はいけないな。一体何をやっ……っｇｙぽｐっ!?」

　彼女がそこで何をやってるのか？　それを確かく認にんにした直後――

　俺はもしメデューサに睨にらまれて石化したら、こんなふうになるんじゃないのかなーっていうくらいカチコチに固まった。

　だって、俺の背中に押おし当あてられていたのはスポンジでもタオルでもなくて、

　たくさんの泡が付いた理央の――――

　胸だったから。

　もちろん水着姿でなんだけど、それでも俺には刺し激げきがありすぎる。

　いや俺じゃなくてもダメだろうこれは!!

　彼女は気づかれてしまったことが分かると、頬を僅わずかに染めて、

「てへ♪」

　と言いながら、きまりの悪さを誤ご魔ま化かすように舌を出していた。

　てへ♪　じゃねえーだろ!!
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　とか文句も言えないまま、風ふ呂ろ場ばに、

　かぽーん

　と椅子が転がる音だけが響ひびいた。




×　×　×




　◆　オンライン　◆

　風呂から出て、再びゼクスにログインした俺。

　フィールド上に立つといまだに少しふらふらとした感覚が残る。

　それもさっきの出来事が関係してる。

　理央のやつがあんなことするから……。

　おかげでの湯あたりっぽい感じがずーっとしてるんだよね。

　気持ち悪っ……。

　そんな時くらい休めばいいと思うかもしれないけど、俺にとってゼクスは生いき甲が斐いみたいなもんだから、むしろプレイしてたほうが元気になる。

　自分で言うのもなんだけど、完全に中毒だよね？　これ。

　さて、オンラインでの状況は、さっきログアウトした所からの続き。

　辺境の祠ほこらから始まって、長ーい道程をまったりリコッタと共に歩いて、やっと所属国ホームである【フローレ王国】の王都フィルムスに戻もどってきたところだ。

　王都に着くと真っ先に向かうのは、やはりギルドハウス。

　時間的にもそろそろメンバーがログインしてくる頃合いだし、早い人はもう来ているだろうから。

　そんなわけで俺とリコッタは二人してギルドハウスまでやってきた。

　するとすぐに、ハウス前で見慣れたピンクのお団子頭がうろうろとしているのが目に入ってくる。

「うわ……」

　間ま違ちがいなくあれは【まり緒お】だ。

　リアルでの姿は俺のクラスメイトの工く藤どう美み咲さきだってことがこの前判明したんだけど、ゲーム内でも相変わらずのストーカーっぷりを発揮しててちょっと困ってる。

　できれば顔を合わせたくないんだけど、あんな所にいられたらどうにもならない。

　どうしようか……。

　そんなふうに悩なやんでいたら、

「あっ♪　鷺宮くん！」

　見つかってもうたーっ！

　にしてもリエルの格好でその名前を呼ばれると変な感じがするなあ。

　まり緒は、まるで喜んで飼い主に懐なついてくる仔犬のように俺の傍そばにまとわりついてきた。

　隣となりにいたリコッタは彼かの女じよを牽けん制せいするように八や重え歯ばをむいて威い嚇かくする。

　たとえるなら犬と猫ねこがにらみ合ってるみたいな感じだ。

「ちょっとどいてよ。小こぎ汚たない妹には用は無いの」

「!?　お、お前、何者だにゃ!?　なんでリコッタの正体を知ってるにゃん」

　リコッタは目を丸くして驚おどろいていた。

　そういえば彼女とは面識無かったもんな。まり緒の方はご存じの通りスーパーストーカーさんだから理央の存在を知ってるけど。

「美咲はこの穢れた虚きよ構こう世界から鷺宮くんを救いにきた、愛の救世主だよ」

「??」

　リコッタは頭の上に「？」を一いつ杯ぱい並べて「解せぬ」といった顔をしている。

　それもそうだ。突とつ然ぜんリアルでの名前を出されても誰の事だか分かりゃしない。

　でもまり緒はそんな事はお構いなしといった具合で、俺に尋たずねてくる。

「そんなことより、ギルドハウスって言うの？　あの中に入れないんだけど、どうしたらいいの？」

「どうしたらって……あれはギルドメンバー専用の家だから、メンバーじゃないと入れないんだよ」

「ええっ、なにそれ!?　鷺宮くんがよく出入りしてるから美咲も入りたいと思ってたのにー。ねえ、じゃあそのメンバーってどうやってなるの？」

「それは……」

　この人は本当に初心者なんだなーと痛感した。でもここで彼女に、

「メンバーになるにはギルドリーダーの承しよう認にんが必要なんだよ」

　とは言えない。だってギルド内までストーキングされちゃったら、俺のプライベートな空間が何一つ無くなってしまう気がしたから。

　ま、あのリーダーが認めるわけがないけどね。

「お前など我わがギルドに必要無い」

　ほらね。

　いつから聞いていたのか、絶ぜつ妙みようのタイミングでハウスの中から現れたのは、ギルドリーダーで獣使いビーストテイマーの【雫しずく】だった。その肩かたには使し役えきモンスター【すあま】の姿もある。

　彼女は長い黒くろ髪かみを手で後ろに流すと、冷たい視線をまり緒に向ける。

「リア充はさっさと現実に帰れ」

「なっ!?　なんで帰らなきゃいけないの？　それに美咲は……リ、リア充なんかじゃないもんっ……」

「ふっ、何を言い出すかと思えば。いつもビッチ女共とつるんでるじゃないか。下げ賤せんの者の言葉を借りて言えば、あれは〝お友達〟というやつじゃないのか？」

「あ、あの人達はその……あの……」

　なぜかそこで言いい淀よどむまり緒。

　雫が言ってるのはカラオケの時に美咲さんと一いつ緒しよにいた女の子達の事だろう。学校でもよくつるんでる姿を見かける。だから普ふ通つうに友達だと思ってたんだけど……違うのか？

　そういえば前に美咲さんが我が家やに侵しん入にゆうして、俺の食べかけの食事をタッパーに詰つめてた事件があったが、あの時その友人と思おぼしき人間から携けい帯たいに電話があったなーと思い出す。美咲さんは慌あわててそれに出て、通話終了しゆうりよう後、急に用事ができたとか言って帰っちゃったんだよね。

　それがなんだかとっても不自然だったから、よく覚えてる。

　で、そのまり緒はまだ狼狽うろたえていた。

　そこへ雫が追おい討うちをかけるようなことを言う。

「そもそもゲーム内でリアルでの名前を連呼しちゃうような空気の読めない奴やつは、うちのギルドにはいらない。それだけでゼクスの世界観が台無しだからな」

　雫の口から「空気が読めない」とかそんな言葉が聞けるとは思わなかった。

　それはともかくとして、まり緒はというと何も言い返せなくて押し黙だまってしまっていた。

　口をへの字に曲げ、むくれた状態。目め端はしにはうっすらと涙なみだのようなものまでうかがえた。

「むぐぅ……」

　彼女は悔くやしそうに表情を歪ゆがめると、こちらに背中を向け――

　ダァーッと物もの凄すごい勢いで走り去って行ってしまった。

　なんだったんだろ？

　いつもの彼女らしくない反応がちょっと心配。

　でもうちのリーダーはそんな事には全く興味が無いといった様子。

「さて、目め障ざわりなのがいなくなったところで我々はギルド会議を始めるぞ」

　雫に促うながされてハウスの中へと入る俺とリコッタ。

　まああれだ、毎度のギルド勧かん誘ゆうに関する話し合いってやつだな。

　んで、入室すると中にはすでに【姫ひめ】と【ましゅー】の姿があった。

　入室した直後、俺は姫と一瞬だけ目があったんだけど、なぜだか彼女は照れ臭そうにして先に視線を外してしまった。

　そんな姫は先さき程ほどのちょっとしたもめ事に気づいていたらしく、

「外で何かあったの？」

　と聞いてきた。

　すると雫が、

「ああ、すぐそこでおかしな奴がからんできて、うちのギルドに入りたいとか喚わめいてたのでな「二度と来るな」と追い返していたところだ」

「ちょっと、なんで追い返しちゃうのよ！　メンバーが増えるせっかくのチャンスじゃない！」

「そうですよー、大聖堂での挙式に近付く良い機会でしたのにー」

　ギルドランク昇しよう格かくを目指してる我がギルドからすれば、姫やましゅーが憤ふん慨がいする理由も良く分かる。

　一刻も早くギルドメンバーを三十人集めてランクＣになり、騎き士し様と大聖堂で結けつ婚こん式しきを行う権利を得たいんだものね。

　しかし雫は肩を竦すくめて首を横に振ふる。

「あんなのをメンバーに加えたら我がギルドの破は滅めつだ。それこそ結婚式などとは言ってられなくなるぞ」

「そんなに恐おそろしい方なのですかー？」

　何を想像したのか、ましゅーはぶるぶると震ふるえている。

「恐ろしいというよりは、恥はずかしいという感じだな。有り得ない事だが、もし奴が入ってきたらギルドの品位が一気に低下して、周りからゼクスの癌がん！　汚お物ぶつ！　産業廃はい棄き物ぶつ！　などと揶や揄ゆされることは確実だろう。よって結果的に、たった一人の恥ち部ぶの為ためにそれ以降誰もギルドに入りたいと言ってくる者がいなくなるという事態が起こる」

「あわわわ……」

　どんな人間なんだよ！

　雫がおかしなことを言うから、ましゅーなんてその言葉を信じちゃってるじゃないか。

　そこへ姫が、

「そんな危険人物なら仕方ないわね。まああれね、今のところはクエストで名声を上げるってのが一番有効ってことでしょ」

「そうだな、と言いたいところだが、若じやつ干かん一名の使えない奴のせいでそれさえも危あやうくなっているのが現状だ」

「なにそれ？　まさかあたしのことを言ってるの？」

「理解が早くて助かる」

「はあぁん!?」

「実際、うさっころが加わってから酷ひどくなったしな。特に連携技スキルバースト関連で」

「なっ……！」

　雫が言ってる連携技スキルバーストというのは各職業ジヨブ固有のスキルを特定の順番でタイミング良く放つことで発動する大おお技わざの事だ。

　この前、姫がある問題からログインできなくなってしまった時に挑ちよう戦せんした超ちよう難なん関かんクエスト。そのクエを攻こう略りやく中、雫とましゅーとリコッタの三人は、普ふ段だんいがみ合ってる彼女らとは思えない、とても息の合った連れん携けいを見せてくれた。

　その連続連携技スキルバーストに俺も素す直なおにすげーと思っちゃったし。

　これに姫が加わったらもっと凄すごいことになるんじゃね？　と思ってたんだけど……実際はコンビネーションがボロボロになっただけだった。

「この機会に姫をギルドから脱だつ退たいさせておいたほうがいいかもしれないな」

「ちょっとぉっ!!　簡単にそんなことしないでよ！　そもそも技わざを出す時、あんたが隣で変な声出すのがいけないんでしょ。あれに何度手元を狂くるわされたことか」

「なんだ？　私のせいにするのか？」

「別に押し付つけてるわけじゃなくて、元からあんたが原因って言ってるのよ」

「なんだと？」

「なによ？」

　雫と姫は顔を近付けて睨み合あう。いつもの光景だ。

　まあでも、こんなんだから連携がうまく行かないのも分かる気がする。

　長くなりそうだな……。

　とりあえず長旅で疲つかれたし、早く座すわりたい。

　だから俺はそんな二人を横目に、椅い子すに座って落ち着こうとしていた。

　そうしたら罵ののしり合っていた両人が突然息を合わせてきた。

「で、どこに行ってたのよ？」

「で、どこに行ってたのだ？」

「え!?」

　急にふられた俺は、一瞬何の事だか分からずきょとんとしてしまった。

　彼女らはどうやら俺とリコッタが一緒に現れた事を不ふ審しんに思ったらしい。

「ずいぶんと遠くまで行ってたみたいじゃない？」

　そう聞いてきたのは姫だ。吊つり目がちの瞳ひとみが鋭するどく引ひき締しまる。

「西大陸の方から歩いてきたみたいだが、何をしていたのだ？」

　雫が尋ねてくる。

　この人達は俺の行動を根ね掘ほり葉は掘ほり聞かないと気が済まない質たちらしい。

「何って、リコッタとマルガリタ海岸で素材集めをしてただけだよ？」

「ほう」

　返事はするものの、その目は全然信用してないな。

　でも俺は特にやましい事をしてたわけじゃないし、今回は胸を張って――

「実際には裸はだか同どう然ぜんの姿で二人してイチャイチャしてたんだけどにゃー」

「ちょっとぉ!?」

　リコッタが余計な事を言いやがった！

「なんでわざわざそういう言い方するかなー！　色々誤解を招いちゃうでしょが！　そりゃね、大筋は間違ってはいないんだけど、でも、ものには……」

「間違ってはいないんだ……ふーん」

　ジト目を向けてくる姫。

「え!?　いや、そうじゃなくて。えーとほら、リコッタがせっかく海岸まで来たんだし海水浴がしたいって言うから、それでちょっと海に入って遊んでただけなんだよ」

「そうにゃりよ。ピッチピチでまるで着てないみたいな小さな布地のビキニで海水浴をしてただけにゃん」

「だからなんでそう一言多いの!?」

　念ねんの為に言っとくけど、普通のビキニだからね？

　そんなやり取りをしていたら、

　あれ？　雫がうつむきながらプルプルと震えてるぞ。どうしたんだろ？

　彼女は下を向いたまま静かに口を開く。

「それはまさか……リエルもビキニ姿になったということか？」

「え……まあそうだけど……成り行きでそうなっちゃったというか……着てみるとこれが結構スースーして心こころ許もとないというかなんというか……」

「ずるいじゃないかっ！」

「へ!?」

「リエルのビキニ姿なんていう、眼福的シチュエーションを独ひとり占じめしてただと!?　許せん！」

　いつものことだけど、おかしな事言い出だしたよ！

　と思ったらそれは雫だけじゃなかった。

「ちょっとなにそれ！　どういうこと!?　なんで教えてくれないのよ！」

「わたしもリエルちゃんのヌード見たかったですー」

　そんな感じで姫とましゅーも憤慨し始めた。

　それと俺、いつの間にか脱ぬいだことになってるし！

「これは今すぐマルガリタ海岸まで行って脱いでもらうしかないな」

「そうね、でも別にそこまで行かなくてもここで脱いでもらえばいいんじゃないかしら？」

「おお、うさっころの癖くせにナイスアイデアだ」

「癖にとかが余計だけど、珍めずらしく意見が合ったわね」

　ニヤリと企たくらみに満ちた笑えみを交かわす雫と姫。

　なんでこういう時だけ息がぴったしなんだ！

　そこへワクワクが止まらないましゅーが言葉を添そえる。

「じゃあ早さつ速そく脱ぬぎ脱ぎしましょうかー♪」

「そうだな」

「そうね」

「「「ぬふふふふふふふ」」」

　不気味な笑みを浮うかべながら三人が迫せまってくる。

　なにこれ意味分かんない！

「ちょっ!?　何考えて……ってわ、やめっ…………あっ……」

　なんだかんだで壁かべ際ぎわに追い詰められる。

「そ、そんなことしたって、脱がないよ！　そもそも人の装備画面なんていじれないんだからね!?」

　そんなこと言ったら三人共渋しぶーい顔をして、あれ？　諦あきらめたのかなーと思った直後……

「脱ーげ♪　脱ーげ♪　脱ーげ♪　脱ーげ♪　脱ーげ♪」

　なんて言いながら手て拍びよう子しを始めやがった。

「しょ、しょうがないなあ…………じゃあ、ほんのちょっとだけ…………

　って脱ぐかあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　俺が怒いかり散らすと、彼女らは申し合わせたんじゃないかって思えるようなタイミングで、

「ちぇっ」

　と口を尖とがらせた。

　それじゃまるで俺が悪いみたいじゃねぇか！

　でもそれで、この件はおしまい――になるかと思ってたんだけど……。

　リコッタのやつが火に油を注ぐようなことを言い出した。

「まったく水着くらいで卑いやしいにゃりねー。そこへ行くとリコッタは、リアルリエルと毎日一緒にお風ふ呂ろに入ってるにゃりよー。うらやましいにゃ？」

「フォォォー!!　ナニヲイイダスンダヨォ!?　てか毎日じゃないし！　今日初めてだったし！　ってあれ??」

　俺、間違ったこと言っちゃった？

「「「一緒に、おふろぉぉぉぉぉぉぉぉぉっ!?」」」

　雫、姫、ましゅーの三人は揃そろって絶ぜつ叫きようした。

「いっ、いいいいくら妹だからって、そ、それはまずいんじゃないかしら!?」

　姫が顔を真っ赤にして訴うつたえてくる。

「いや、それは誤解で！」

「そ、そういうのは……いけないと思いますー」

「ましゅーまでそんな目で見ないでぇーっ！」

　ましゅーの瞳からは大おお粒つぶの涙が決けつ壊かい寸前の状態だった。

　そんな中、雫は一人、怒りに打うち震えていた。

「とうとう私を本気で怒らせてしまったようだな」

　彼女の鋭い視線が俺おれを捉とらえる。

　そしてなんか、たらたらと言い出した。

「人間が持つ悩みは五種類しかないというのを知っているか？　その五つというのは人間関係の悩み、金銭的な悩み、健康上の悩み、将来への悩み、そしてリエルとお風呂に入りたい悩みだ」

「明らかに最後の一つだけ浮いてるし！」

「なので今度は私と入ってもらう」

「なんでそうなんのっ!?」

　そこで雫はリコッタの方へとチラリと視線を向けた後、再び俺を見て、

「そもそも実の妹に欲情するなど有り得ない事だ」

「なんで欲情した事になってんの？　ねえ??」

「そんな事態に陥おちいってしまった原因はリコッタの容姿にあると私は思うのだ。オンと同じようにリアルでも突つき通とおしている銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの姿。それが彼女を妹ではない一人の女として見せてしまっているのだ。初めてのオフ会の時に自分の妹だって気づかなかったくらいだからな。それならリアルリエルが妹の入浴中に風ふ呂ろ場ばに入り込む、なんていう変態的行動も許せないながら理解できる」

「そんなんで理解しないでぇー！　乱入してきたのリコッタだし！　そしていつの間にか変態に仕立て上げられてる!?」

　確かに雫の言うとおり。久しぶりに顔を合わせた時は情けないことに理央だって分からなかったさ。でも、さすがに今は妹だって認にん識しきはある。時折、あれ？　って思うほど無む駄だに美少女なのは認めるけど。

　雫は俺を全く無視して話を進める。

「そこで名案を思い付いたのだ。リエルの心を拐かどわかす原因である、その銀ぎん髪ぱつと猫耳を取とり払はらってしまったらいいのではないかと、な」

　当の本人であるリコッタは反射的に「ひぃっ!?」となって、頭を抱かかえて防ぼう御ぎよする仕草を見せる。

　一応言っとくけど、今はオンラインだからな？

　と、彼女に言ってあげたくなる。

「そうすれば、どう見ても妹にしか見えないようになるわけだから、今後リエルが風呂場をのぞくことはなくなるだろう」

「今度はのぞき犯になってる!?」

　そこへ姫が、

「それは名案ね。今度、毛染めオフでもやりましょ！」

　なんて言ってきた。

「わーいいですねー、じゃあわたしは猫耳をちょん切る役をやりますねー♪」

　ましゅーもいつもどおり、さらりと恐こわいです！

　で、ターゲットにされてしまったリコッタはというと、さっきから小さく縮こまってガクガクと震えていた。

「リ、リコッタは妹なんかじゃ無いんだから……。リコッタはリコッタにゃりよ……！」

　脅おびえながらも主張するところはするんだな。

「そ、それにニャニャ星人の髪かみは地球の毛染め程度じゃ染まらないにゃりよ。ニャニャ星特有の惑わく星せい環かん境きようで生まれた硬こう化かテクタイトの髪はあらゆる染せん料りようを受け付けにゃいし、丈じよう夫ぶなスペースチタニウムの猫耳だって、ちょん切ったら痛いんだからにゃ！」

　どんな設定だよ！

　と思っていたら雫が代弁してくれていた。

「そんな無む茶ちや苦く茶ちやな設定、自分で考えたのか？　それとも元ネタとかあるのか？」

「【星くず学者スカラーニャルミちゃん】っていう同人誌が元ネタにゃん」

　あっさり認めちゃってるし！

　雫にのせられてニャニャ星人の秘密がバレちゃったわけだが……。

　でも本人はその話題が出たことによって更さらに気分がのってきちゃったらしく、勝手に色々しゃべり始めていた。

「あのね、【毒デムパ製作所】っていうサークルが出してる創作マンガなんだけど、これの主人公であるニャルミちゃんが銀髪猫耳の宇宙人なのね。それで彼かの女じよは彼女のお兄ちゃんと一緒に学術調査の為に地球にやってきたんだけど、宇宙船のトラブルから予定外の場所に不時着してしまって、その際にお兄ちゃんとはぐれてしまうの。何もかもが初めて目にするものばかりの辺境惑わく星せいで、時に挫くじけそうになりながらも生き別れのお兄ちゃんを捜さがすっていう超ちよう王おう道どう兄ラブストーリーなの。それでこのニャルミちゃんっていうのが私と境きよう遇ぐうが超似てて共感しまくりなわけ。見た目もかわいいからゼクスでキャラメイクする時に参考にしちゃった♪　それでね、この同人誌、今のところ第二弾だんまで出てるんだけど、続きである最新刊がこの夏のコミカに出る予定なの。今から楽しみでワクワクー！　絶対買うんだー」

　意い気き揚よう々ようと語るリコッタ。ノリノリ過ぎてうっかり語ご尾びに「にゃ」を付けるの忘れてる。

　ちなみにコミカっていうのはコミックカスケードの略で、マンガやアニメの二次創作物などを販はん売ばいする同人誌即そく売ばい会かいのこと。

　約三万五千サークルが出展し、一いつ般ぱん入場者も開かい催さい三日間で五十万人を超こえる即売会の中でも最大規模なもの。

　それが東京ピッグサイトで毎年夏、冬の年二回開かれるのだ。

　もちろん俺は毎回一いつ般ぱん客きやくとして参加してる。

　で、それは置いといて、

　リコッタだけど、散々しゃべった後にようやく気づいたようで……

「はっ!?」

　となって、慌てて取り繕つくろい始めた。

「っていう夢をみたにゃん」

「んなわけないでしょ!!」

　絶ぜつ妙みようのタイミングで姫が突っ込んだ。

　そんな夢オチで収めたいリコッタに対して雫が、

「それで毛染めオフの日取りなんだが――」

「いーやぁーっ！」

　本気で嫌いやがる彼女を見てたら、ちょっとかわいそうになってきちゃった。

「ねえ、別にそこまでしなくてもいいんじゃないかなあ？　本人嫌がってるし」

「だがそれではリエルから止とめ処どなく溢あふれ出でる妹への欲情が止まらないではないか」

「もしもし？　そもそも何も溢れ出てないからね？　あと髪色とか変わったくらいで自分の妹が分からなくなるなんて事、あるわけないじゃない。はは」

　とか説得力の無いことを言ってみる。

　それで雫はちょっと面おも白しろく無さそうな顔をして、

「リエルがそう言うなら……」

　と愚ぐ痴ちをこぼすような言い方で呟つぶやいた。

　さて、ようやく会話に一区切りついた感が出たところで、ここからはいつものようにギルド勧誘に関しての作戦会議が始まるのではないかと思っていた。

　しかし、ここでましゅーが俺に話しかけてきたその内容が、この後の会話の流れを変えてしまうことになる。

「それでコミカの日はどこで待ち合わせにしますかー？」

　唐とう突とつに言われて俺はぽかーんとしてしまった。

「え？　待ち合わせ??」

「そうですよー？　この前、わたしと約束してくれたじゃないですかー。一いつ緒しよにコミカに行ってくれるって。丁度リコッタちゃんの口からその話題が出たので言ってみたのですが……もしかして忘れてましたー？」

「えーと……ああっ」

　思い出した。

　そういえば俺のバイト先である【喫きつ茶さロープレ】で、彼女がＢＬ同人誌をテーブルに広げてた時にそんな約束をした覚えがある。

　そもそも俺もコミカに行く予定だったし、当日は別行動になると思うので軽い気持ちでＯＫしたんだった。

　なんで最初から別行動になるのが決まってるのかって？

　その理由は俺がすでにカタログを購こう入にゆうしていて、当日回るサークルもチェック済みであるからだ。

　え？　理由になってない？

　それはほら……ちょっとアレ系な同人誌を買うから……女の子が傍そばにいると……ねえ？

　ましゅーだってどうせＢＬ系の方に行くんだろうし、それでいいんじゃないかと思う。

　だから一緒に行くのは会場までってことを俺は想定していたんだけど……。

「なんだそれは、聞いてないぞ？　私にも準備というものがあるのだから事前に言っておいてくれないと困るじゃないか」

　雫が不ふ機き嫌げんな顔でそう言った。

「なぜに報告義務が!?」

「あーあたしも行きたい、行きたいー」

　姫までそんなことを言い出した。

「あれ？　それならリコッタもリエルと一緒に行くにゃん」

　元からコミカに行く予定だったリコッタがそういうことを言い出すのは理解できたが、雫と姫はどうなんだ??

　続々と名乗りを上げた彼かの女じよ達たちに対して、ましゅーがむくれた態度を示す。

「最初にリエルちゃんとコミカに行く約束をしたのはわたしですよー？　無理してついてこなくていいですー。それにそもそもみんなはコミカに興味無いんじゃないんですかー？」

　まず始めにそれに答えたのは姫だった。

「そんなことは無いわよ？　パパんの影えい響きようでゲーム関係は結構詳くわしいのよ。特にハードについてはちょっとうるさいんだから。ピピットリンゴマークとか、スリーＤＯドウとか、レザリオンアクティブとかの研究本があったら欲ほしいわ。それにゼクスの本とかも売ってるんでしょ？　コミカには一度行ってみたいって思ってたところなの」

　なるほどね。父親がＥＳＧに関係した仕事をしてただけあって詳しいなあー……って、そんなマニアックなゲームハード誰だれも知らねえ！

　続いて雫が、

「直接参加したことは無いが、文芸と声優系には興味がある。あとスパロボ系も。それに私はコミカではない別の同人誌即売会に自作の文芸誌を委い託たく販はん売ばいしたこともあるぞ。申し込みはネットを通じてだが」

　そいつは読んでみたいような、みたくないような……。

　リコッタはもちろん、

「毎回参加してる歴戦の勇者にゃん」

　とニコニコしながら答えた。

　これらにましゅーは「むぅ……」と口を尖らせたが、

「経験者のリコッタちゃんはともかく、未経験者の雫ちゃんと姫ちゃんはコミカを甘くみていますー。コミカは思っているよりも恐おそろしい場所なんですよー？　ねえ？　リコッタちゃん」

「ん？　そうにゃりよ。ましゅーの言うとおりにゃん。コミカはある意味、戦の最前線にゃん」

「戦!?　何よそれ？」

　姫が僅わずかに動どう揺ようを見せた。

　明らかにましゅーとリコッタは結けつ託たくして、姫達たちをコミカに来させないようにしようとしてるよね？　これ。

「コミカでは自分の命は自分で守らなければならないにゃん。なにしろあの民族大移動かと思われるほどの数の人間が一度に戦場に送り込まれるのだからにゃー。特に壁かべサークルや、超ちよう人にん気きサークルの新刊を狙ねらう猛も者さ達たちが駆かけ抜ぬけた後には草木も生えず、死し屍し累るい々るいで埋うめ尽くされるにゃん。気を抜けば一いつ瞬しゆんであの世逝きにゃりよ」

「そんなの落ち着いて普ふ通つうに列に並べばいいでしょ？」

「甘いにゃりね。たとえ運良く最さい後こう尾びに辿たどり着つけたとしても、ちょっとでもその列を乱そうものならたちまち辺りは血の海と化すにゃん」

「また大おお袈げ裟さな」

「決して大袈裟ではないですよー？　姫ちゃんみたいな人が真っ先にやられてしまうんですからー」

　ましゅーが追おい討うちをかけるように言う。

「特に夏のコミカは、ひしめき合う人々が流す汗あせが各所に水たまりを作り出し、そこから異い臭しゆうを発生させるんですー。異臭だけならまだしもそこからガスが発生して、耐たい性せいの無い初心者さんはそのガスにやられて倒たおれてしまうんですよー？」

「そうやって脅おどしても無駄なんだから。どうせあたしを参加させないようにしてるだけなんでしょ？　もし本当にそうだって言うんならガスマスク持って行くから大だい丈じよう夫ぶだし。とにかくあたしは行くわよ。絶対行くもんね」

　姫は参加する気満々だ。

　これにはましゅーとリコッタも諦めたっぽかった。

　あれ？

　そういえば一人足りない気が……。

　俺はメンバーを改めて見み渡わたした。

　そうだ雫がいない。

　さっきまで目の前にいたのに……と思ったら、みんなの輪から一歩下がった場所で体を強こわ張ばらせ固まっていた。

　どうしたんだ？

　そう思って声をかけようとした時だった。

　雫は無表情のまま口を開く。

「私は行かないことにする。気が変わった」

　いつも無駄に足を突っ込んでくる彼女がそんな事を言うなんて珍しい。

　当然みんなも驚おどろいた顔をしていた。

「わざわざ人ひと混ごみの中に行くなんていうのは好かないのでな。疲つかれるし、空気は悪いし、時間も浪ろう費ひする。本当にろくな事がない。会場入りを目指す人達たちの群れや、人間が満まん載さいのバスや電車を想像するだけで気持ち悪くなってくる。せいぜいお前達だけで楽しんでくればいいさ。まあ楽しくはならないだろうけどな。どうしてかって？　なぜならこの私がいないから。くっくっくっ」

　なにこの変なテンション……。

　そんなふうに不思議に思っていると、俺は彼女のある変化に気づいた。

　そう、この過か剰じような反応だ。

　もしかして、リコッタとましゅーがさっき言ってた戯たわ言ごと（ある意味真実）を真に受けて気き後おくれしちゃったとか??

　まさかあの雫に限ってそんな事があるわけない……と思ってたらそうでもなかった！

　良く考えたらリアルの彼女は特定領域エネミーエク守護者スクルーダーという名のひきこもりだった！

　オンでの傲ごう慢まんな態度に慣れすぎて、ついつい忘れがちになっちゃうんだよね。

　そうか……

　ひきこもりの彼女にとってはコミカ会場まで出てくるなんていうのは大だい冒ぼう険けんに等しい。

　一ひと度たび外に出れば相当精神を磨すり減へらすんだろうなーと思う。

　そういう事情が分かると、彼女は強がりでそんなことを言ってるんだろうなーってのが見えてくる。

　まあ無理はすんな。家でおとなしくしていた方がいい。

　そう心の中で呟く。

　あと他のみんなも来なくていいからね。

　ああ来てもいいけど、俺は単独行動だから。というか放っといてね。

「じゃあ当日はあたしとましゅーとリコッタ、そしてリエルの四人で行くってこと決まりね？」

　俺の心の叫さけびを無視して姫が話をまとめ始めた。

「待ち合わせ場所はまだ日があるから後で決めるとして、当日はみんなどこ回るとか予定あるの？」

「リコッタのお目当てのサークルは三日目にゃので、それ以外はフリーにゃりよー」

「わたしは女性向けジャンルの日ですから一日目ですねー。結構な数を回る予定ですー」

「そう、あたしはゲーム系だから……何日目なの？　ましゅー」

「えと、二日目ですねー」

「そう、それは見事に分かれたわね。でもかぶってないからこれはこれでみんなで一緒に回れるわ」

　なるほどそれは良かった。

　俺は俺で行かなきゃいけないサークルや企き業ぎようブースが山とあるんで、そっちでまとまって行ってくれると助かる。

「それじゃあ三日間、案内よろしく頼たのむわね。リエル」

「ふぼっ!?」

　そうくるとは思ってなかったから意表を突かれた。

「な、なんでなんで!?　女の子達三人で一緒に回れば良くない？　案内なんてリコッタとましゅーが経験者なんだから大丈夫でしょ？　特に自分がいる必要は無いと思うんだけど」

　そうしたら姫は一瞬ムッとしたような顔をした後、すぐに表情をゆるめてはにかんだ。

「何言ってるの？　あたし達ってすでに結ばれた関係じゃない。それが別行動ってありえなくない？」

「うぽっ!?　ちょ、なっ!?」

「結ばれたってなんですかー？」

「どういう意味にゃん??」

　ほら、ましゅーとリコッタが勘かん繰ぐり始めちゃったじゃないか。

「あの、姫……突とつ然ぜん何を？」

「は？　あんたまさか忘れたわけじゃないわよね？　この前リアルでその……あたしのバイト先の近くの公園で、ほら……何言わせるのよ……！」

　姫は急にしどろもどろになり、ポッと頬ほおを赤らめた。

　本日もＥＳＧの感度は良好ナリ。

　とか言ってる場合じゃねええええ！

　彼女の反応を見て思い出だしたよ。というか忘れるわけもない。

　姫が言ってるのは恐らく、公園の木の下で俺と彼女が……その……キ、キ、キキキスをしてしまったあの事だと思う。ていうか、それしか考えられない。

　それにしたって〝結ばれた〟とかいう言い方は誤解を招くから止めて欲しい。

　しかもあれって姫の方から一方的にしてきたのであって、俺の意志じゃないし！

「思い……出した？」

　恥はずかしそうに聞いてくる姫に対し、俺は無言でコクコクと頷うなずく。

「それじゃあ、そういうことでいいわよね」

　これ以上何か口にしたら色々まずいことになりそうだったから、了りよう承しようするより他は無い。

　当然ましゅーとリコッタは解げせない様子でいたが、これも仕方が無い。

　そんな事実、知られたくないしね。

　さて、これでコミカ当日は強制的に彼女らに同行せざるを得なくなってしまった。

　こりゃどうしたらいいんだ？

　俺は目的のものをちゃんと買えるんだろうか？

　様々な不安が積み重なる。

　そんな事をあれこれ考えてるうちに、ふと思い出した。

　そういえばこれからギルド勧かん誘ゆうについての会議をここで行うんじゃなかったっけ？

　途と中ちゆうからコミカの話になってしまったから、すっかりその話がそっちのけになってる。

　これには議長リーダーはなんか文句を言わないのか？

　そう思って雫の姿を見ると、彼女はみんなから少し離はなれた場所でぼんやりとしていた。

　しかもその表情はとてもつまらなそう。

　肩かたにいるちっちゃな相棒すあまは、そんな彼女を心配そうに見み詰つめていた。




×　×　×
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＃02【同人誌即売会が待ち遠しくて（？）ヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　夏休みも中ちゆう盤ばん。

　コミカを間近に控ひかえたある日の朝、俺おれは喫茶ロープレに向かっていた。

　もちろんバイトでだ。

　夏休み中は普ふ段だんよりもシフトを多く入れてもらっている。稼かせぎ時だしね。

　もう一つ普段と違ちがうことは隣となりに理り央おがいることだった。

　バッグを提さげた彼女はニコニコしながら俺の半歩後ろをついてきてる。

　何しに兄のバイト先まで押おしかけてくるのかというと、店内で夏休みの宿題をやるのだとか。

　なんでも家にいるとネットとかゲームに没ぼつ頭とうしてしまい、なかなか進まないらしい。

　それにコミカ前には全部終わらせて、後あと腐くされ無く楽しみたいってのもあるみたい。

　まあ店内は静かで冷れい房ぼう効いてるし、勉強する環かん境きようとしては最高だとは思うけど、わざわざ俺が仕事してるとこでやる必要は無いとは思うんだ。

　彼女にも同じことを言ってみたんだけど、

「お客さんが誰もいないからいつまでも居い座すわれるし、捗はかどるにゃん」

　と言われてしまい何も言い返せなかった。

　マスター、中学生に舐められてます！

　いいんすか!?

　そう訴うつたえても多分あの人は、

「べつに」

　とか答えそうだな……。

　んで、俺んちから歩くこと十数分。

　レトロな店構えの喫きつ茶さ店てん、ロープレの前までやって来た。

　入口にはまだ準備中の札。そのドアに手をかけ中に入る。

「おはようございまー……ってあれ??」

　目に入ってきたのは、カウンター席でマスターと親しげに会話している一人の人物の姿だった。

　お客さん??

　と最初は思ったが、外にまだ準備中の札が出ていることを思い出す。

　それに良く見たら、そいつは俺が良く知る人物だったのだ。

　長い髪かみを後ろに束ね、黒くろ縁ぶち眼鏡めがねをかけた男。

　鴨かも河がわ京きよう也や、俺のオタ友だ。

　いつもの制服姿と違って妙みようにおっさん臭くさい格好だったから一瞬気づかなかった。

「こんなとこで何してんの？　お前」

「えっ？　おっおおお!?　けっ、慧けい太た氏ではないですかっ!!　はっ早いですな！」

　俺に気づいた京也は必要以上に驚いて、なんだか慌あわててる様子だった。

　それにしても声がデカイ。耳の奥おくがキーンとする。

「何、その反応？　驚きたいのは俺の方なんだけど」

「え、ええ!?　そ、そうですか？」

「お前、俺のバイト先知ってる癖くせに一度も来たことなかったしさ。まあ来てもらっても困るんだけど。それにマスターと何話してたの？　遠目からでもやけに楽しそうに見えたんだけど」

「いっ!?　そ、それは急に濃のう厚こうなエスプレッソが飲みたくなりましてね。丁度店先を通りかかったので寄ってみただけなのです。僕ぼくはこう見えてもコーヒーにはうるさい方でして。それで豊富な知識をお持ちのマスター氏とコーヒー談義に花を咲さかせていたという次し第だいであります。ガハハハ」

「そうなんだ。でもうちコーヒー置いてないよ？」

「へっ!?」

「うちは喫茶店は喫茶店だけど英国風喫茶なんで紅茶専門なんだけど。というか、そもそもまだ開店前なのにどうしてそこに座すわってるんだ？」

　こいつは明らかに何かを隠かくしてるな。

　よし、ぜってー吐はかす！

　そう思ってたんだけど、そこでカウンター内にいたマスターが長いポニーテールを揺ゆらして、

「ああ少年、これは違うのよ」

　と言葉を挟はさんできた。

「違うって何がですか？」

「京也君は照てれ隠しでそういう嘘うそを吐いてるの」

「照れ隠し？　嘘？　なんですかそれ??」

　マスターはふふっと含んだ笑みを浮うかべる。そして、

「実は私達――――付き合ってるの」

「ええええええっ!?」

　俺より先に驚いたのはなぜか京也だった。

　それに遅おくれること一秒。今度は俺が、

「な……なんだってえぇぇぇぇぇぇぇぇぇぇっ!?」

「京也君たら恥ずかしがり屋やで、私達の関係を公表するタイミングをずーっと見計らってたのよ。ねー？」

　いつの間にそんなことになってたんだ……。

「京也お前……マジで??　幼女しか興味無いんじゃなかったのか？」

「うぐ……それは」

　そこでマスターが目配せしながら京也の背中を肘ひじで小こ突づく。

　すると彼かれは意を決したように椅い子すから立ち上がる。

「そ……そうです！　僕はマスター氏を愛しているのであります！　実は熟女もだぁーい好きなのですよ！　遂ついに慧太氏にバレてしまいましたねー、こりゃまいった！　ガハハハハハハ…………ハァ」

　最後に息切れみたいなのを起こしてるが大丈夫か？

　それにしてもマスター、いくら誰ももらってくれないからって高校生に手を出すのはどうかと思うぞ。

　なんだか妙な取り合わせだなあ……と思っていると、京也が俺の背後にいる理央の存在に気づいて、今まで放心状態だった瞳ひとみがカッと見開かれる。

　その様子は地上で死にかけていた魚が水すい槽そうの中に戻もどされた感じと似ている。

「ピキーン！　慧太氏、そこの御ご仁じんはどなたですかな？」

　京也と視線が合った理央は、ビクッとなって咄とつ嗟さに俺の後ろに隠れる。

「ああ、こいつは俺の妹の理央だよ」

「ほほう、妹氏でありましたか。ちなみに慧太氏は実じつ妹まい派ですかな？　それとも義ぎ妹まい派？」

「どっちの派でもねえよ！」

「なるほど、ちなみに僕は義妹派です」

「聞いてねえ！」

「いいですなー。妹……うほっ」

「ひっ!?」

　京也が穢けがれた目でジーっと見るもんだから理央のやつ、脅おびえちゃってるじゃないか。

「理央、あの隅すみの席でやるといい」

　俺は店の一番奥の席を指差してそう言った。

　妹に悪い虫が付かないようにするのも兄の役目だからな。

「マスター、いいですよね？　勉強に使っても」

「別に構わないけど、事後承しよう諾だくなのね」

「うっ……」

「いいわよいいわよ、どうせいつも閑かん古こ鳥どりが鳴いてるお店ですもんね。少年の中では私の店なんて自由に使えるフリースペースみたいな扱あつかいなんだろうし。そのうち少年の悪仲間が溜たまり場ばとして利用するようになって、そのせいで常連客は寄りつかなくなって、店は荒あれ放ほう題だい。完全に無法地帯となったところで彼らの視線は私に向けられるわ。若さ故ゆえの暴走は止められないの。そして嫌いやがる私を代わる代わる……」

「マスターはその想像力の豊かさを何か他のものに有効活用した方がいいと思いますよ？」

「よく言われるー♪」

「言われてるのかよっ！　とにかく場所借りますよ？　もちろん注文もさせますんで」

「おっけー♪」

　マスターは指で輪を作って答える。

　その軽いノリに、もしバイトが俺じゃなかったらこの店はどうなっていたのかと心配になる。

　俺は理央をお客さんの迷めい惑わくにならない席に案内し、自身はカウンター内に入って開店準備を始める。

　すると目の前の席に座っていた京也が話しかけてきた。

「そういえば慧太氏、今晩一いつ緒しよに狩かりをしませぬか？」

「狩りってゼクスのこと？」

「そうです。もう少し【カール】のレベルを上げたいと思ってまして、回復役が付つき添そって下さると心強いなあと。そういうわけです」

「付き合うのは別に構わないんだけどさ。俺のキャラ、メイン武器が壊こわれちゃってて戦せん闘とうに耐たえられるような状態じゃないんだよね。一応今は予備に用意してあったのを使ってるけど、レベル上げには適してないなあ」

「そうなのですか。でもその武器はなんでまた壊れてしまったのですかな？」

「えっ、それは……普通にプレイしてて壊れちゃったんだよ」

「そうは言っても耐たい久きゆう値を常に見張っていればそんな事は滅めつ多たに無いですよ。特に慧太氏などはそんなヘマはしないはずです。有り得ないですよ」

「いやね……そうなんだけどね……」

「それでなんで壊れてしまったのですかな？」

　どうでもいい所でしつこいな！　しかも声でけええ！

　さらにそのせいで店の奥で宿題を広げてた理央が手を休めてこっちを見てる。

　まずいな。

　俺の黄銅の杖ブラスワンドが壊れたのは誰だれのせいでもないけど、理央がその事を気にしているのも事実。

　ここでそんな話をしてるってのが知れたら、彼かの女じよは気に病やむだろう。

　だから俺は京也の肩に腕うでをかけ、俺の方に顔を引き寄せた。

　これで理央には聞こえないだろう。声も自然と小さくなる。

「あのな、ここだけの話だからな」

　そこで俺は理央もゼクスをやっていること。

　同じギルドメンバーであること。

　そして先日ウィキッドクラーケンと戦った時の出来事を京也に話した。

「そんなわけで理央のやつがその事を気にしてるから、彼女の前では武器の話はこれ以降無しな」

「さすが慧太氏、妹思いの良いお兄さんですなー。しかし異常種アンユージユアル相手では仕方ないですね」

　どうやら彼はそれで納なつ得とくしてくれたらしい。

　でもこれ以上ゼクスの話を続けてると、ついいらん事を口にしそうで、俺は意図的に話題を変える。

「そういえば京也、お前、今年の夏コミカ行くのか？」

「ええ参加しますとも。もちろん三日間フル出動であります」

「頑がん張ばるなあ、まあ俺もなんだけどさ。でもそれなら話は早い。もし回るサークルでかぶる所があったら手分けして購こう入にゆうしないか？　その方が効率いいと思うし」

　そこで京也は眼鏡めがねの端はしを指先で持ち上げた。

「ピキーン、そう来ると思ってましたよ。今度カタログを持ち寄って作戦を練りましょうぞ」

「うん、そうだなはあああんっ!?」

　反り返った。

　体が反射的に。

　なんでかっていうと隣で作業してたはずのマスターが、突とつ然ぜん俺おれの耳に息を吹ふきかけてきたからだ。

「ちょ、いきなりなにやってんすか!?　すげー鳥とり肌はだ出ちゃったじゃないですか！　ほら見て下さいよこれ！」

「あらあら、そんなに感じちゃった？」

「怒おこりますよ？」

「もう怒ってるクセにぃっ♪」

　妙に可か愛わいい子ぶって見せる。

　もう……何がしたいんだ、この人は……。

　マスターはそのぶりっ子キャラのまま聞いてくる。

「それでそれで、二人ってもしかしてコミカに行くの？」

「もしかしても何も、思いっ切りそこで盗ぬすみ聞ぎきしてたでしょ」

「そりゃあこんだけ近くにいれば嫌でも聞こえてきちゃうわよ。で、行くんでしょ？」

「ええ、行きますよ。それがどうかしました？」

「じゃあお願いがあるのよ。二日目なんだけど、買ってきて欲ほしい本があるの」

「えっ、マスターもコミカとか興味あるんですか？」

「あるに決まってるでしょ。特にゲーム系の二日目は外せないわ」

「なら自分で買いに行けばいいじゃないですか」

「……………………っはぁぁぁぁぁぁ……」

　そこでマスターは大きな溜ため息いきを吐いた。

「なんで人は働かなければいけないのかしらね？」

「何言い出すんですか唐とう突とつに」

「その日はこの店を開けなきゃならないから行けないのよ」

「お盆ぼん営業ですか、頑張りますね」

「私だって休みたいわよ。でもね、そういう日にかぎって町内会の爺じじいどもが団体貸し切り予約なんていうのを入れやがってよ、こんちくしょう！」

　何か口悪くなってるよ！

「そもそもそんな時は人手が少しでも欲しいのに、わざと少年のシフトをその日に入れてないのを察して欲しいなあ」

「えっ……そうだったんですか？」

「そうよ？　それにコミカには、少年に会う為ためにうちの店によく来るあの女の子達たちと一緒に行くんでしょ？　それを邪じや魔まするほど気が利きかない人間じゃないわよ」

「どっ、どどどどどうしてそれを!?」

「ああ、それはね、この前梓月しずくちゃんが来た時に彼女から聞いて」

「彼女が自分からそんなこと言ってたんですか？」

「違うわよ。なんか【脱・ヒッキー】とか【ひきこもり克こく服ふく術】とかの本を必死に読んでたから、どっか遠出でもするのかと思って聞いてみたのよ」

　何考えてんだあいつは……。

　もしかしてコミカに行こうとしてるのか？

　学校行くのにも苦労してたレベルだぞ？　そんなんで、すぐにどうにかなるものでもないだろうに。

　これは無理をしないように忠告しておくべきだろうか？

　そんな事を思っていると、

「ま、とりあえずよろしく頼たのむわよ。これ買って来て欲しいサークルのスペース番号と新刊の名前ね」

　マスターがひょいっとメモした紙を渡わたしてきたんで、断る理由も無いし、そのまま受け取った。

「それはそうと、梓月ちゃんとはもうキスしたの？」

「ぶぶぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっ!?」

　不意にとんでもないこと言い出だすから吹いちまったじゃねえか！

「何を!?　そ、そんなことあるわけないじゃないですか！」

「ほら、この前梓月ちゃんとしたい！　したい！　って騒さわいでたわりに、あんまり進展してなさそうだったから気になっちゃってね。でも、まだって事はもしかして……あれかな？　実は本命は他の女の子で、もうその子としちゃったのかな？」

　ギクッ

「そういえば、この前来てた聖女校のあの金きん髪ぱつの子なんか、梓月ちゃんと同じくらい可愛かったしねえ」

　ギクッギクッ

　なんでそう鋭するどいところ突ついてくるかなー！

　思わず顔に出ちゃいそうになっちゃったじゃないか。

　そこでマスターは心の底から心配するような表情を見せる。

「梓月ちゃんかわいそー……少年に二ふた股またかけられてたなんて知ったら死んじゃうかもっ」

「そもそも付き合ってないし！　死なれても困るんですが！」

「またそんなこと言っちゃってー。本当はムフフなクセにー」

「さすがの俺もそろそろキレますよ？」

「なに？　隠された力が覚かく醒せいしちゃうの？　第三の目とか開いちゃうの？　わくわく♪」

「開かねえよ！」

「あ、噂うわさをすれば――来たみたいよ？」

「えっ？」

　俺はマスターに釣つられて視線を店の入口に向ける。

　同時にドアベルが軽かろやかな音を響ひびかせた。

　扉とびらを潜くぐり抜ぬけて現れたのは上に向かって伸のびる白くて長い耳。

　ゴロチュウの着ぐるみパジャマパーカーを着た小こ柄がらな少女。

　雫しずくだった。

　彼女はカウンター内にいる俺と目が合うと、ポッと頬ほおを朱しゆに染めて、足早にいつもの定位置である窓まど際ぎわの席へと座った。

　なにその意味ありげな仕草！

　そこで、扉にかかっていた札を〝ＯＰＥＮ〟に裏返して戻ってきたマスターが、俺の耳元で囁ささやく。

「ほらーこれはどう見ても付き合いたての彼女の反応でしょが。嘘はいけないなー少年。それにしても……くぅ～っ！　初うい々ういしくていいわねー。私も混ざりたくなってきちゃったわ」

「そんなことはないと思いますよ。それと冗じよう談だんでもおかしな事しないで下さいね」

　マスターは口を尖とがらせて不満そうだ。

　まあこうやって事前に釘くぎを刺さしておかないと、この前みたいに途と中ちゆうで茶々を入れてくるからなあ。

　俺は雫の為にいつものロイヤルミルクティーを用意して彼女のもとへ持って行く。

「今日も開店時間ぴったりのご来店ありがとうございます。どうぞ適度にごゆっくり」

　皮肉を込めながらテーブル上にカップ＆ソーサーその他諸もろ々もろを置き、早々に退たい却きやくを試みる。

　からまれると厄やつ介かいだからね。

『漏もれそう』

「ふぇっ!?」

　そんな四文字が瞳の中に飛び込んできたから、思わず変な声出しちゃった。

　それは無論、雫が持つホワイトボードに書かれた文字。

　彼女は平然とした顔でそれをテーブル上に立てたのだ。

「急に何言い出すんだ!?　もっ、漏れるって入店早々にかよ！　なんで家出る時にしてこなかったんだ！　って、そんな場合じゃないか。店の奥にトイレあるからそこ使わせてもらおう。俺おれがマスターに言って――」

『漏れた』

「えええええええええええええええええええっ!?」

　俺は叫さけんだ直後、まずいとおもってすぐに口を塞ふさぐ。

　そしてテーブルに両手を突き、ガックリと項うな垂だれた。

　なんてこった……。

　間に合わなかっただなんて……。

　雫はこんな奴やつだけど、でもこれでも歴れつきとした女の子。

　それがこんな所で失っゲフンゲフンッ……なんて事が周りに知れたら彼女だって恥はずかしくて生きていけないだろ。

　これは手助けしてやらないと。

　幸いだったのは、まだ誰もこの事に気付いていないということ。

　客はいないし、席とカウンターとの間にある観葉植物がうまい具合に目め隠かくしになってくれていて、マスター達がいる方からも見えにくくなっている。

　しかも京也がマスターに向かってなにやら耳打ちをしている姿が植物の合間からうかがえた。それに意識を割さかれている為か、こっちでの事は全然目に入ってこないようだ。

　と、そこでマスターが店の奥に向かって手招きしだして――――理央を呼んでいる??

　宿題をやっていた彼女は一いつ旦たんその手を休め、不安な表情を見せながらも誘さそわれるがままに近付いてゆく。

　カウンターの所までやって来た理央は、マスターと京也の三人で何かヒソヒソ話を始めていた。

　何やってんだ？　あいつら。

　まあでも、それも今は好都合か。

　ともかく、みんなに気づかれないように雫をなんとか店外に連れだすのが先決だしね。

　それに彼女の自宅はこのビルの最上階だから、人目に付かずに着き替がえに帰れるだろう。

　俺は雫に指先でジェスチャーして外に出ようと持ちかける。

　彼女にはそれで通じたようで、

『了りよう解かい』

　と返ってきた。

　なので俺おれ達たち二人は身を小さく屈かがめ、店の裏口へと向かう。

　なんで表じゃないのかというと、ドアベルが鳴って気づかれてしまうから。

　そんなわけで俺と雫はなんとか店外に出ることに成功した。
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　仕事中だというのに無断で店を抜け出してきてしまったが……まあ状じよう況きようが状況だから仕方がないか。

　それで今俺は、喫きつ茶さロープレのあるビルの五階、五〇二号室に来ていた。

　雫の家だ。

　前にも一度だけ来たことがあるが、その時から特に雰ふん囲い気きは変わってない様子。

　その玄げん関かん先さきで彼女を無事送り届けたことに満足した俺は、すぐに踵きびすを返した。

　だって彼女はこれから……ほら……その……着替えるだろうし、それに下ではもうバレちゃってるかもしれないが、早いとこ店に戻らないと。

　そんなわけだから俺は雫に一言だけ告げて外に出ようとした。

　そしたら――

　カチャリ

「ん？」

　何かがロックされたような音がした。

　不思議に思って玄げん関かんのドアノブに手をかけて回してみると、案の定ドアが開かない。

　なんだ？　閉めた拍ひよう子しに鍵かぎでもかかっちゃったのか？

　と思ってドア全体を見回してもロックを解除するようなツマミや、それに似たようなものも無い。

　代わりに周囲の風景から明らかに浮ういているものがドア横の壁かべにあった。

　それは青白い文字を発光するメカメカしいパネル。

「なにこれ？」

　トントンと肩かたを指先で叩たたかれたので振ふり向むいた。

『電子ロック』

「はあ？　なんでそんなもんがこんな所についてんだよ」

『私が設置した』

「マジで？　まあそれはいいとして、俺外に出たいんだけど開けてくれないか？」

『解かい錠じようには網もう膜まくと指し紋もん認にん証しようが必要』

「なにそれ、このマンションに不ふ釣つり合あいすぎる設備だろ！　しかもなんで内側に!?」

　そこで雫はちょっとうつむき加減になってモジモジとし始めた。

「そこ照れるタイミングじゃないよね!?　それより早く開けてくれ。そろそろマスターに言い訳がきかなくなってくるからさー」

『私にも解錠不能』

「どうして!?　雫の網膜と指し紋もんを登録してあるんじゃないの??　雫じゃないとしたら一体誰なのさ」

『宮みや尾おさん』

「誰だよ!!」

『ちなみに宮尾さんは野の良ら猫ねこ』

「へー猫ねこでも登録できるんだーって感心するか！」

　でも名前の由来はなんとなく分かった。恐おそらく、宮尾さん→ミヤオさん→ミャオさん

　てな発想なんだろう。

　そんな事どうでもいいか。

　で、その宮尾さんとやらを見つけてこないと俺達はここから出られないってことだよな。

　でも運良くその宮尾さんが見つかったとしても、どうやって室内に入れるんだ？

　…………。

　窓の外は五階の高さだし、ベランダだって隣となりと繋つながっていない。

　これ完全に密室だろ。

　なんでそんな厄介なものを設置したのか理解に苦しむ。

「どうすんだよこれ……」

『待つ』

　彼女はそう言って、キッチンの上にある明かり取り用の小窓を指差した。人間は到とう底てい潜くぐり抜けられないような大きさだが、その窓の向こうはマンションの通路だ。

　彼女が言うには、その細長い窓の所に腹を空すかせた宮尾さんが時たま現れるという。言われてみれば猫一匹ぴきくらいは通れそうな大きさだ。

　そんなんだから、俺達にできることは室内でひたすら宮尾さんを待つことしか無かった。

　さて、これからどうしよう。

　いつまでここに二人きりでいればいいんだろうか。

　二人きりで……。

　二人で……。

　そんな事考えてたら妙みように意識してしまうようになってしまった。

　前に目を向ければ、頬をほんのり染めた彼女が、時折こちらに目線を送ってきていた。

　そしておもむろに胸の前にホワイトボードを掲かかげる。

『漏れたのなおして』

「なっ、ななっ、え、えええっ!?」

　監かん禁きん騒そう動どうで忘れてた。

　元はといえばその事で雫の家まで来たんだった。

　で、でも、〝なおして〟ってどういう意味!?

　それはまさか……パン……ツ……とか……取とり替かえるのを手伝って……って事か？

　いやいやいやいや……ダメだろ！　何考えてんだ!?

　そんなのやった事無いし。

　ていうか経験の問題じゃないし！　できるわけが無い。

　ああ、ほら、ちょっと想像しただけでめまいがしてきちゃった。

「そ、そんなの自分でやればいいだろ」

『一人じゃ出来ない』

「なんでー!?」

　そんな訳無いと思うが、彼女が酷ひどく悲しそうな目をするので俺も甘あまくなってしまう。

「わ、わかった。手伝いはできないけど、ここで待ってやるから。それでいいだろ？」

　すると雫はボードで、

『見るだけ見て』

「へっ？」

『こっち↑』

　そんなふうに部屋の右奥おくの方を指し示した。

　そっちで待っててくれってことか？

　俺が言われるがままについて行くと、そこは風ふ呂ろ場ばだった。

『あれが漏れてる』

「ん？」

　唐突に風呂場の扉を開いて彼女が指差したのは、そこにある蛇じや口ぐちだった。

　良く見ると蛇口の先からポタポタと水すい滴てきがしたたり落ちている。

　まさか……。

「〝漏れた〟って……コレのこと？」

『何が漏れてると思ったの？』

「えっ!?　いや……う、うん、そうだよね。大体漏れるっていったらこんな感じだよね！」

　ふぃーっと安あん堵どの息を吐つく。

　それから俺は工具を借りて水みず漏もれを直すことにした。

　雫は一人暮らしの女子の家にはなかなか無さそうなごっつい工具箱を持ってきてくれた。俺がそいつを受け取ると、彼かの女じよは、

『着替えてくる』

　と言って風呂場を出て行った。

　残された俺は黙もく々もくと作業をする。

　蛇口を分解してみるとゴムパッキンがずれていたので、正しい位置に戻もどすことであっさり水漏れが直った。

　それにしても普ふ通つうに使っていてこんなふうになることはまず無い。

　なんというか意図的に水漏れさせてるようにも見えた。

　うーん……。

　ま、とりあえず修理は終わったんで、その事を報告しよう。

「おーい、直っ――」

　カチリ

「え？」

　背後でバスルームの鍵がかかる音がした。

　俺、今度はここに閉じ込められちゃうの？

　不安に思って振り向いたのだが、そこにはいつの間にか雫が立っていた。

　しかもさっき着替えてくるとか言ってたのに、未いまだゴロチュウ姿のままだ。

　それに、うつむき加減の顔はイチゴみたいに真っ赤っかだったし、体も僅わずかに震ふるえている。

　どうしたってんだ？

　そんな彼女は、チラリと横目で俺を見やると、

『お待たせ♥』

「お待たせってなに??　俺、なにも待ってないよ！」

『一いつ緒しよにお風ふ呂ろに入ると約束した』

「オンラインでそんなようなことを聞いた気がするが、それはお前が一方的に言ってただけだからな？」

　もしかしてあれか？

　水道の水漏れといい、玄関がロックされた事といい、全すべてが最初からこの状況に追い込む為の罠わなだったってことか？

　雫なら有り得るな。

『お背中流します』

「いや俺今、服着てるし無理でしょってそうじゃない！　いいから！　そういうのは！」

『違ちがう所流します』

「場所が変わればいいってわけじゃねえ！　違う所ってどこだよ違う所って！」

　そこで雫がボードの文字を書かき換かえ始めた。

「待った！　言わなくていい！　ものすごく嫌いやな予感がしたから」

　雫は不満そうな顔をする。

　しかしすぐに気を取り直し、どこからかシャンプーハットを取り出して俺の頭にかぶせようと狙ねらっている。

　いや、俺ハットとか使わないから！

　あ、そういう問題じゃないか……。

　困り果てながら、

「どうしても俺を風呂に入れたいらしいな。でも絶対入らないから」

『じゃあ私が脱ぬぐ』

「なんでだよ!!　自分が何言ってるか分かってる!?」

『無論』
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　それで彼女は持っていたボードを下に置くと、ゴロチュウパーカーの首元に手をやり、ボタンを外し始める。

　その際の彼女は俺と目を合わそうとはせず、ただ頬だけを紅色に染めていた。

　お、おいっ……これって……？

　冗談かと思ったら、こいつマジで脱ぐ気か!?

「ちょっと待て！　なにしてんだよ！　やめやめっ！　とっ、とにかく水漏れは直ったから。ここは蒸むし暑あついし俺は出るよ？」

　これ以上ここにいたら大変なことになる。だから俺はバスルームの扉を開け、外に出た。

　すると彼女は我に返ったような、きょとんとした顔でこちらを見る。

　俺はそこで彼女に告げる。

「なんていうか、そういうの雫らしくないっていうか……さ」

　そう言うと雫は途と端たんに顔を上気させた。

　なんなんだ？

　とりあえず頼まれ事は終えてたので、俺は雫を置いて風呂場を出た。




　さて、この家はワンルームだ。

　そこに閉じ込められている今、行き場と言ったらこの六畳じよう間しかない。

　室内は相変わらずで、大量のＰＣとモニター、そしてベッドがあるだけの殺風景なものだった。でもちょっと以前と変わったと思ったのは、少し整理されて綺き麗れいになったかなーってとこ。

　山積みだった宅配ピザの空箱とか無くなってたし、乱雑だったコード類もきちんとまとめられている。掃そう除じもしてあるようだった。

　そんな小こ綺ぎ麗れいになった部屋の隅すみに本ほん棚だながあった。

　ただ床ゆかに積まれていただけだった本もそこにきっちりと並べられていた。

　見ると大体がコンピューターと声優関連の本。いつも通りという感じ。

　だが俺は、ある場所に別種の本を発見する。

　本棚の最上段のさらに上。いわゆる本棚自体の天板の上に本が置かれていたのだ。

　あれで隠かくしたつもりだろうか？

　小柄な雫にとっては見えないかもしれないが、俺からすると普通に丸見えだ。

　ちなみにそこにあったのは、

【三日でコンビニまで行ける。脱だつひきこもり術】

【あら簡単、チャート式ヒッキー脱だつ出しゆつ法ほう】

【卒業！　自宅警備員。一〇〇人の体験談】

　などなど。

　ひきこもりから抜け出だす為ための本が数冊置いてあった。

　どんなものなのかちょっと気になって、適当に一冊手に取ってみる。

　ああこれは、マスターが言ってたやつだな。

　最近は何でも売ってるのな。

　そんなふうに感心していると視界の端はしに、

『エッチ』

「なぬっ!?」

　雫が俺の手にあるものを見ながら立っていた。

『女子の部屋をじろじろ見てたから』

「それくらいでそんなふうに言われたら、どうすりゃいいんだ!?」

　さっきまで自分から脱ごうとしてた人間が言うような台詞せりふじゃない。

『それより感動した』

「なに突とつ然ぜん」

『私を大切に思う心に感動した』

「は??」

『お風呂でこんな状態の私を襲おそわなかった』

「どういうこと？」

『ちなみにこの下は全ぜん裸ら』

「えええええっ!?」

　俺は改めて彼女の姿を確かく認にんしてしまった。

　うん、普ふ段だん通りのゴロチュウだ。

　だが……裾すそから伸のびる生足が気になる。いつもは何かはいてたし。

「そ、そう言われてみると、いつものゴロチュウとちょっと違うような……」

『嘘うそ』

「嘘なのかよ！」

『でも今から襲ってもＯＫ』

「ねえぇぇよ!!」

　ちょっとドキドキしちゃったじゃないか！

「それより、これはどういうつもりなんだ？」

　俺は話を戻す為、手に持ってた脱ひきこもり本を見せる。

「まさかこの短期間でひきこもりを卒業して、コミカに行こうっていうんじゃないだろうな？」

『マさヵ』

「動どう揺ようが字に現れてるぞ」

　やはり思ってた通りだ。

　彼女は口では行かないと言ってたけど、現実ではどうにかしてコミカに参加しようとしている。

　でも、この前学校に行こうとしてた時もそうだったけど、校門の前まで来ただけで過呼吸になってしまっていたくらいだ。それほどの症しよう状じようが出ているのに数日で克こく服ふくするなんて無理だろう。

　たとえ無理じゃなかったとしても、そんなふうに付つけ焼やき刃ばみたいな感じでやったら後々弊へい害がいが出てくるに違いない。

「あんまり無理するなよ。そういうのはゆっくり時間をかけて慣らしていかないと後からしっぺ返しが来るぞ？　焦あせる必要は無いんだからさ」

　諭さとすように言うと、彼女は不服そうな顔をし、俺の手から本を奪うばい取る。

　そしてそいつを元あった場所に戻そうと背せ伸のびをするのだが……

「はうっ!?」

　小こ柄がらな彼女が無理して高い所に手を伸ばそうとするもんだから、ゴロチュウの裾がかなりギリギリな線をヒラヒラとしていたのだ。

　それに彼女の言ったことが嘘じゃなく、本当にこの下に何も着てないのだとしたら……　だってそんなふうに見えるし！

　まずいまずい！　まずいぞーっ！

　俺おれは慌あわてて天てん井じように視線をやり、この危機をしのぐ。

　なんとか本を置いた雫は、未だ不満げな表情で俺に向き直る。

　小さな唇くちびるが何か言いたそうに僅かに動くが、声は出ない。

　その表情から読み取れる言葉は、

　私はただ――

　そう言っているように見えた。

　雫はそこでボードにペンを走らせる。

　私はただ――

『昔のように慧太と一緒に歩きたいだけ』

「え……？」

〝昔のように??〟

　どういうことだろう？

　俺と雫がゼクス上で知り合ったのは一年にも満たない数すうヶか月げつ前。実際にリアルで顔を合わせてからだともっと短くなる。

　どちらにせよ、とても〝昔〟と表現するには無理がある期間だ。

　ってことは？

「もしかして今よりずっと前にどこかで会ってた？」

　俺がそう尋たずねると、雫は不ふ機き嫌げんそうな態度でベッドに移動。

　そこに腰こし掛かけ、ボードを膝ひざの上に伏ふせ置いた。

　空いた手はベッド上に転がっていたリモコンみたいなものを掴つかむ。彼女がそいつを玄関に向けながらボタンを押おすと、

　ピッ、ガチャ

　と音がして鍵が解錠された。

「開くのかよっ！」

　てことは認にん証しようとか宮尾さんとか最初から嘘だったのだ。

「本気にして焦ってた俺がアホみたいじゃないか！」

　俺がそう嘆なげいても彼女は無反応だった。

　顔も無表情で、ただじっとそこに座すわっている。

　これって…………ひょっとして怒おこってる??

　なんだかそれは、このままここにいてもいいような雰ふん囲い気きじゃなかった。

　それにバイトを抜ぬけ出してきた身だから、玄関が開いたのなら早いとこ戻らないといけない。

　彼女のことは少し気になるが、俺はそのまま退散することにした。




×　×　×




　俺がロープレに戻ったら案の定、マスターにバレていた。

　そりゃそうだ。

　突然、店員と客が消えて気づかないわけがない。

　雫と一緒に、って所で当然のように勘かんぐられたりしたが、あんたは店長として突っ込むべき場所が間ま違ちがってるんじゃないのかと俺も反はん撃げき。

　サボってた俺が怒られるんじゃなくて、サボってた俺を怒らないマスターを怒るという訳の分からんことに発展していた。

　そんな不毛な会話をしているうちにバイトの時間が終しゆう了りよう。

　今は理央と一緒に帰宅の途とに就ついているところだった。

　俺の隣を行く彼女。

　いつもの銀ぎん髪ぱつは黄たそ昏がれ時どきの陽ひを浴びて綺麗な茜あかね色いろに染まっていた。

　その鮮あざやかさにはちょっと心奪われてしまう。

「勉強は捗はかどった？」

「ふぇ!?　あぁ、うん、結構」

「そうか、ならいいんだけど」

　理央は平静を装よそおいながらも、なんだか上の空のように見える。

　だって、さっきから話しかけても聞いてないような節があったり、たまに電柱や看板にぶつかりそうになってたから。

　今も危ないからこうやって定期的に話しかけてるんだけどね。

　そんなんだから、俺と雫が二人していなくなった事にも気づいていないっぽい。

　何かあったんだろうか？

　今朝はそんな事は無かったから、ロープレにいる間に起きた出来事か？

　思い起こしてみてアレかな？　と感じるのはマスターに手招きされてカウンターの所で何か話していたことくらい。

　京也も交じって三人で何かヒソヒソ話をしていたのを覚えている。それ以降は俺は雫と店を出てしまったので何があったのかは分からない。

　あの時、何か変な事でも吹ふき込まれたのか？

　あの二人なら理央が動揺するような事を言いかねないからなー。

　俺はちょっと心配になった。

「ねえ、今日マスターと京也に何か言われたの？」

「へ!?　なっ、なんの事??」

「いやさ、カウンターの所で三人でなんか話してたじゃない」

「えっえっ、そ、そうかなー？」

「そうでしょ」

　これはビンゴっぽい。

　だって語ご尾びから「にゃん」が抜けてるしね。彼女は平静を失うとそうなるから非常に分かり易やすい。

「あ、あれはね、新メニューを考えたんだけど意見を聞かせて欲ほしいっていうんで呼ばれたの」

「へー新メニューねー」

　そんな話、あそこで働いている俺でさえ聞いた事が無い。それにあの仕事嫌ぎらいのマスターが、新メニューだなんて手間が増えるようなことをわざわざやるとは思えない。

　よって彼女が言ってることは……嘘？

　それにしても、そこまでして俺に隠すような話ってなんだ？

　気になって仕方がない。

　でも結局、それ以上は聞けずじまいだった。

　更さらに突っ込んでもこの調子じゃ話してくれそうもないしね。

　そんなわけで、色々考えたりしているうちに家に辿たどり着ついてしまっていた。







＃??【陰いん謀ぼう＋ときめき＝ヴァチャ充？】







　◆　オンライン　◆

　王都フィルムスから、かなり西に歩いた所に静かな湖面を湛たたえる【ニウェウス湖】がある。

　その湖のほぼ中央に一艘そうの小こ舟ぶねが浮ういていた。

　この小舟は湖こ畔はんから対岸の村までを結ぶもので、たくさんのプレイヤーを乗せて運ぶ大きな船とは違う。

　ＮＰノンプレイヤーＣキヤラクターの船頭の他は二名しか乗れない本当に小さなものだった。

　だからこそ、人目を気にするこの二人には持ってこいの場所だった。

「わざわざここまで来る必要はあったのか？」

「内ない緒しよ話ばなしには最適な場所だと思いますよ☆」

　小舟の上に座ってそんな会話を交かわしているのは、

　全身フルプレートアーマーのＧＭ、【ノイエヴェルト】と、

　魔ま女じよっ子死霊使いネクロマンサー【メルルーナ】だ。

「普通にダイレクトチャットとかで済ませればいいじゃないか。前々から思っていたのだが、直接会って話すほうが人目に付きやすいだろ」

「それはアレですよ。雰囲気重視だからです。あとデートも兼かねてますからっ☆」

「なっ!?　一応言っておきますが、ぼ、僕ぼくには熟女趣しゆ味みは無いでありますよっ!!」

「ああ、ほらほらまたキャラが崩くずれてますよ？　気を付けないと。それとリアルで付き合ってるって言ったことは冗じよう談だんですからねー？」

「ゴホン……そ、そんな事、言われなくても分かっている」

「どうしてもというのなら、本当の恋こい人びとになっても構いませんけどねー☆」

「どわっ!?　よ、寄るな！　馬ば鹿かな事言ってないで、さっさと本題に入ろうじゃないか」

「せっかく景色もいい所なのにー。仕方無いですね。それで今日リコッタさんに言ったのはあんな感じで良かったのですかね？」

「ああ、あれでいい。上う手まくのせることが出来たんじゃないか？　これで事が段取り通りに運べばリエル……いや慧けい太た氏は間違いなくリアルを拒きよ絶ぜつする」

「そうですか？　私には余計にリアルが好きになってしまうんではないかと思うんですが」

「それは素人しろうとの感覚だ。二次元を愛する慧太氏ならまずそんな反応はしないはず」

「はあ、そんなもんですか。私も一応二次元を愛してますけどね」

「むっ……まっ、まあ、それはさておき、後はリコッタが当日までにアレを間に合わせられることを願うだけだな」

「それにしても丁度良い具合に最適なイベントがありましたね」

「ああ、あれは運が良かったな」

「では、当日までは見守る方向でいいですか？」

「うむ。基本はその方向でいいと思うが、もしリコッタのアレが間に合わなかった場合の保険も用意して置かねば」

「保険ですか？」

「アレと同じ物を購こう入にゆうしておいたほうがいいだろう」

「購入できる物なら、わざわざ待たなくてもそれを買ってリコッタさんに差し上げればいいのでは？」

「それでは用よう意い周しゆう到とうすぎて逆に怪あやしいだろ」

「ヴァチャ充になるのも大変ですね」

「ヴァチャ充の為だからこそ頑がん張ばれるというのもあるがな」

「じゃあその保険となるものを今度一いつ緒しよに買いに行きましょうか？　デートを兼ねて☆」

「全力で遠えん慮りよする！　一人で買いに行くので問題無い。むしろ二人で行くと目立つ」

「そうですか？　普ふ通つうに恋人同士に見えると思うんですけどねえ」

「そっ、そういう問題ではないと思いまするっ！」

「またまたー本当は照てれ隠しなんですよね？　ほれほれ♪」

「ぐわっ!?　ってうわやめなにをする!?　あ、ああっ、そっ、その姿だとちょっといいかもとか思ってしまったり……いやいや違う、そんな事は、そんな事は、断じて無いであります！」

「それはどうですかね？　ぬふふふふ」

「ピキーン!?　って何を考えてほおぅあっ、あうあああｑあｗせｄｒｆｔｇｙふじこ」

　湖は本当に静かだった。

　風の音も、鳥の声も聞こえない。

　静せい寂じやくを乱すものは湖面に浮いた一葉の小舟から広がる波は紋もん。

　その小波が出す音くらいだった。







＃03【会場がいつもより戦場すぎてヤバイ】







　◇　オフライン　◇

　夏休みになると急に一日が短く感じるようになるのは何なのか？

　不安な気持ちを抱かかえたまま、あっという間にコミカ当日がやってきてしまっていた。

　リアルで女の子と一いつ緒しよにコミカに行くなんて、ちょっと前の俺なら考えられない出来事だ。でも全然嬉うれしくない。嬉しくないぞー。

　彼かの女じよ達たちとはゼクス上だけでの付き合いで十分なんだ。というか、それしかいらない。

　だってリアルだと絶対良からぬ事が起こるんだもの。

　でも後で何か言われるのが目に見えてるので無視するわけにもいかない。

　仕方なくギルドメンバーとは朝早く最も寄よりの駅で待ち合わせ。

　とは言っても、参加メンバーは姫ひめとましゅーと俺の三人だけなんだけどね。

　雫しずくはやっぱり行くのを止めたらしく来てなかった。

　理り央おはというと、「目的のサークルは三日目なので今日は行かないにゃん」とか朝になって急に言い出した。購入するものが無くても普通に全日参加するものだと思ってたからちょっと驚おどろいた。

　なんでも家で早そう急きゆうにやらなければならない事があるらしく、暇ひまが無いのだとか。

　いつもならどんな用事があったってベタベタくっついてくるのが当たり前になっていたから、それには違い和わ感かんを感じた。

　何をやってるんだろうね？　一体。

　そんなわけで思いの外、少人数での参加となった。

「おはようございますー、慧けい太たさん。今日は頑張りましょうねー」

　ましゅーは両手をグーにして可か愛わいらしくそう言った。

　なんだか着ている服もいつもより気合いが入ってそうに見えるのは気のせいか？

　それは姫に至っても一緒だった。

　数少ない一いつ張ちよう羅らの一つを出してきたんだろう。俺がまだ見たことのない服だったし、微び妙みように露ろ出しゆつ度どが高い気もする。特に胸の辺りが。

「何じろじろ見てるの？」

　姫は赤くなりながら手で胸むな元もとを隠す。

　そんなふうになるなら最初からそういう服着てこなければいいのに。
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　俺だって困るんだから。

「見てません！」

　ムッとされた。

　そうしたら姫はすぐに俺の傍そばに寄ってきて、はにかみながら耳打ちする。

（無理しなくても後でちゃんと見せてあげるわよ）

（ぶっ!?　無理してないし！）

　コソコソしてたらましゅーが怪け訝げんな目で見てくる。

「どうかしましたかー？」

「あっ、いや別に、な、ななんでもない！　それより、さすがましゅーは準備万ばん端たんって感じだね」

「ああ、これですか？」

　ましゅーは俺の視線が手にしているカートにあることに気づいた。

　そいつはいわゆるキャリーカートと呼ばれるものだ。サークル参加者が販はん売ばい物の搬はん入にゆうなんかに使ってたりするのをよく見かける。タイヤが付いてるから、ちょっとした荷物を括くくり付けて運ぶには楽ちんでいい。

　ていうか、どんだけ買う気なんだろうか……。

　俺もこの頑がん丈じようで大容量のリュックで来てるけど、その比じゃない。

　それに比べ姫は……戦場に赴おもむこうとするには心こころ許もとない姿だった。

　足あし下もとがヒールの高いミュールなのは論外として、買った物を入れるようなバッグ類は一いつ切さい持っていない。

　所持品は籐とうを編み込んだようなカゴだけ。

　しかもそれは、なんというか……ピクニックにでも持って行くようなランチボックスにしか見えなかった。

　俺がそのボックスに視線を置いていると姫が、

「あっ、こ、これはお弁当よ。朝が超ちよう弱よわいこのあたしが、わざわざ早起きして作ってきたんだからありがたく思いなさい。まあ、お昼を楽しみにしてるといいわ」

「ほー、それはすごい」

　素す直なおな感想を述べただけだが、それだけで姫はカアッと赤くなって、ものすごく嬉しそうにしている。

　朝早かったのに大変だったろうなーと思いつつも、あの会場でゆったりとランチを広げている余よ裕ゆうがあるだろうか？　とも考えてしまう。

　でもましゅーはそんなこと微み塵じんも感じていないようで、単純に、

「わー姫ちゃんの手作りですかー？　楽しみですー♪」

　と期待に胸膨ふくらませていた。

　しかしそれに対し姫は、

「勘かん違ちがいしないで欲しいわね。お弁当はあたしと慧太の分しか作ってきてないわよ」

「えええええええーっ!?」

　姫……それは鬼き畜ちくすぎるだろ……。

「当然でしょ？　なんであんたの分まであたしが作らないといけないわけ？」

「ううううぅー……そうですね、そもそもわたしの分が最初からあると思っていた方がおこがましくて、卑いやしい考えでしたね……。ああっ……こんな恥はずかしい姿を慧太さんに見られてしまっては、わたし生きて行けないです。どうしましょう……やっぱり死ぬしかないんですかね……死ぬしか……」

　カートがパタリと地面に倒たおれ、ましゅーはガックリと肩かたを落とす。

　また始まっちゃったよ。彼かの女じよは打たれ弱いんだから発言には気を付けないと。

　と言っても聞くような人間じゃないか、姫は。

　そうなると、彼女を回復させる役は自おのずと俺しかいない。

　沈しずんだましゅーに優やさしく投げかける。

「全然恥ずかしいことじゃないし、ましてや死ぬほどのことじゃないよ？」

「じゃあ……少しだけギュッと抱だき締しめてくれますか？　それで元気になりますのでー」

「なぜにっ!?」

　心配して損をすることも多々ある。こうしてどさくさにまぎれて何かしようとしてくるから。

　そんなわけで今日一日、波乱の予感がする中、俺おれ達たちは電車に乗り込んだ。




×　×　×




《コミカ　一日目　ジャンル＠女性向け、マンガ》

　都内に出た後、コミカ会場である東京ピッグサイトへは新交通システム【むりかもね】で向かう。

　最寄り駅である国際展示場正面駅を降りると目の前には――

　人、人、人！

　すごい数の人間でごった返していた。

　会場まで続く道筋も人でできた黒い川が流れている。

　俺とましゅーは慣れてるからそうでもないが、初めての姫はその光景に呆ぼう然ぜんとしているようだった。

　会場へ続く列に並ぶまで、珍めずらしく一言もしゃべらなかったしね。

　それで、

　並び続けて数時間――

　陽がだいぶ昇のぼり、夏の刺さすような日差しがきつくなってきた頃ころ、ようやく開場時間になった。

　前の方にいた徹てつ夜や組ぐみがスタッフの注意を無視するように走り出だす。

　俺達の並んでいた列もじわじわと動き始めた。

「やっときたの？　もう足痛くなっちゃったわよ……歩けないかも」

　姫がブツブツと文句を言い始めた。

　愚ぐ痴ちを漏もらしながらも、その表情からは結構辛つらそうな雰囲気が伝わってくる。

　当たり前だ。こんな場所に、そんなにヒールが高い靴くつを履はいてくれば誰だれだって痛くもなるさ。

　ったく……と思いつつも、なんとかしてやりたいとも思ってしまうのは何な故ぜなのか？

　でも替かえの靴なんて持ってるわけないし…………どうしようか。

　そんな事を考えているうちに動き出した列は会場の中へと差さし掛かかり――

　足を一歩、場内に踏ふみ入いれた直後、俺達の後ろにいた集団が雄お叫たけびを上げた。

「うおおおっ！　プルくまの新刊ゲットするぜえぇぇぇぇっ！」

　その気合いが連れん鎖さしたんじゃないのかと思えるくらいに、周囲の人間もわあっと勢いを増す。

「怒ど髪はつ教祖の最さい後こう尾びはどこだーっ!!」

「マンセルちゃんのちっぱいマウスパッド、限定二十だとぉ!?　総員全力で奪だつ取しゆせよ！」

「各員に通達！　まみかちゃんのタペストリーは完売なり!!　繰くり返かえす――」

「ああっ!?　俺おれのスケブ踏まれた！」

「やべっ、いきなり財さい布ふ落としたんだけど！」

　四方八方から声が上がり、皆みなが目的のものを目指して一いつ斉せいに動き始める。蠢うごめく人の群れは毛細血管を流れる赤血球の粒つぶのようだ。

「なっ、なにこれ!?　なんなの??」

　姫は人波の中で呆あつ気けに取られていた。周囲のただならぬ熱気に呑のまれたっぽい。

　しかし呑まれたのは気持ちだけではなかった。

　ちょっと足を止めただけだったのに、

「っあぁ!?　ちょっ、あれ??　ど、どうしてぇぇぇぇぇっ……」

　人の波にのまれて一いつ瞬しゆんで姿が見えなくなってしまった。

「あ……いきなり、はぐれちゃったよ……大だい丈じよう夫ぶかなあ」

「あらら、大変ですー」

　ましゅーが言うとあんまり大変そうに聞こえないのはなんでだろ？

　それはさておき、姫を捜さがしに行こうにも、こう人が多くてはどうにもならない。

　大丈夫かなあ……どこかで待ち合わせするしかないだろうなあ。

　とりあえず人ひと混ごみを避さけるように通路の隅すみに寄った俺とましゅー。

　そこで携けい帯たいから姫にメールを送った。

　でも返事がなかなか返ってこない。

　電話しても出る様子がない。

　多分、今もどこかで会場の熱気に翻ほん弄ろうされ続けているのだろう。

　ともかく連れん絡らくが取れないことにはヘタに動けない。

　だからといってあんまり同じ場所に長く留とどまっていると、スタッフに「立ち止まらないで下さーい」と言われてしまう。

「仕方がない。移動しながら返事待ちってことで」

「はいですー♪」

　ましゅーは何気に嬉しそうだった。でも、

「そんなわけでここからは別行動でいいかな？」

「ええーっ!?」

　一気に悲しげな表情に切きり替わる。

「い、いやね……俺も企き業ぎようブースとか回りたい所があるし、ましゅーも結構たくさん行く所があるんだろ？　一緒に行動してると全部回り切れないじゃない。それに姫ともはぐれちゃったし、結局どこかで待ち合わせすることになるからさー」

「そ、そうですね……はい……。わたしに付き合ってもらうことで慧太さんの邪じや魔まはしたくないですからね……。いいんです、わたしが我が慢まんすればいいんですから……。その方が効率がいいですもんね…………。はっ、もしかして、これはアレですか？　わたしと二人きりでいることが迷めい惑わくなんですか？　そうなんですよね？　はっきり言って下さい。ウザくて面めん倒どう臭くさい女だと思ってるんですよね？　こんなわたしといるとイライラして壁かべ殴なぐり代行を頼たのみたくなっちゃうんですよね？　その気持ち分かります。わたし自分でもなんとなく分かってるんです。たとえば慧太さんと二人きりでホテルに泊とまったとします。そこで熱い夜を過ごした次の日の朝、ホテルの朝食で納なつ豆とうが出て、わたしが納豆には醤しよう油ゆをかけるべきかソースをかけるべきかで一時間ほど迷った挙げ句、結局何もかけないまま食べちゃう女なんです。そんな姿に慧太さんは呆あきれるのです。呆れ果はてて、わたしの顔を見る度たびに溜ため息いきを吐つくのです。そんな事になったら、わたし……わたし………………

　死にたい！」

「一緒の行動でいいからっ!!」

　そんな事言い出したら放っておけなくなるじゃないか！

　ましゅーは思おもい詰つめたら何をしだすか本当に分からないからなー。

　仕方が無い。ちょっとだけ二人で回って、暇を見てなんとかするしかないか……。

　あとどうでもいいけど、納豆は醤油一択たくだろ！

「本当ですかー!?」

「ああ、うん……」

「わー♪」

　ましゅーの顔に笑え顔がおが戻もどってくる。

「で、どこから行くの？」

「それはもちろん……ふふっ」

　その笑えみの理由はもちろん分かってる。

　そんなわけで俺達はＢＬ系のサークルが並ぶ東館のとある地区へと向かうことになった、のだが……

　その地区の入口でちょっと気になる人物を発見した。

　何かのコスプレをした女の子が壁かべ際ぎわの所でうずくまって、ぷるぷると震ふるえているのだ。

　会場内は空調なんて効いていないのに等しい暑さだし、体調を崩して救護室に運ばれたりする参加者は珍しくない。

　多分その人は、見て回っているうちに気分が悪くなってしまったのだろう。

　よし、近くにいるスタッフを呼んで救護してもらおう。

　いや、その前に本人に対して大丈夫ですか？　と確かく認にんを取るのが先か。

　そう思って行動を起こしかけたのだが、どうもそのコスチュームに見覚えがある。

　最初はコスプレかと思ったけど良く見たらこれ――

　パジャマパーカーじゃね？　しかも……ゴロチュウの。

　背格好もだいぶ小こ柄がらだし……。

　もしやと思って俺はゴロチュウの前に回り込み、屈かがんでいる人物の顔を確認する。

　やっぱり、雫だった。

「おまっ、何やってんの!?　こんな所で」

「雫ちゃん??」

　俺に続いてましゅーも目を丸くしている。

　雫は俺達の姿に気づくと最初驚いたような顔をし、すぐに淡あわい笑みを返してきた。でもその顔は青ざめていて、見るからに具合が悪そうだ。

「顔色悪いぞ？　立てるか？　とにかく救護室で休ませてもらおう」

　そう言って彼女を促うながした時だった。

『大丈夫』

　こんな時でもしっかりホワイトボード会話である。

「いや全然大丈夫に見えないけど」

『対魔アンチダーク装束マテリアルを装備してるから大丈夫』

「アンチダー??　ああ、ゴロチュウのことか。でもさ……」

『進化したから大丈夫』

「進化??　なんだよ進化って」

　そこで雫は急に立ち上がり、

『ゴロチュウ進化ー！』

　片足を軸じくにして、その場でくるりと回って見せた。

『ゴロテリモン！』

「それ微妙に違ちがう作品混ざっちゃってるし！　見た目何も変わってないし！」

　すると彼女はゴロチュウの右耳にある赤いリボンを指差す。

「それが進化とでもいうのか？」

　コクコクと頷うなずく。

「……」

『ワーゴロロモン！』

「名前の問題じゃねえ！　そもそもリボン一つで……ん？」

　ふと改めて雫を見たら、明らかに顔色が正常に戻ってきているようだった。

　どういうこった??

　あんまり不思議なんでずっと見続けていたら、さらに血色まで良くなった。

　赤くなってフードを目ま深ぶかにかぶっちゃったし。

「本当に平気なのか？」

　コクコク。

「しょうがないなあ……何かあったらすぐに言うんだぞ？」

　コクコク。

「それにしても、ここまでどうやって来たんだ？」

『電車』

「よく乗れたな」

『愛の力』

「は？」

『裸はだかの付き合いから生まれた愛の力』

「詳くわしく書かなくていいから！」

「裸って何のことですかー？」

　ほら、ましゅーが食い付いちゃったじゃないか。

　どうせ雫はこの前、水みず漏もれ修理の為ために一緒に風ふ呂ろ場ばに入ったことを言ってるんだろうが、誇こ張ちようしすぎだろ。

「い、いやそれはね……」

『裸、好きだもんね？』

「別に着ているよりは着てないほうがいいっていうわけでもないんだよ？　って何聞いてんの！」
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『博多、好きだもんね？』

「そうそう、明めん太たい子こうまかとよ。ラーメンはバリカタに限るばい」

『歯形付きだもんね？』

「ここん所をガブーッてやられちゃってさー。ほら見てよこの跡あと。痛そうでしょ？」

『はがした傷だもんね？』

「そうこれ、ご存じかさぶたなんだけど、痛いのになんでこう無む性しようにはがしたくなっちゃうんだろうね？」

『激しいキスが欲ほしいもんね？』

「うーん、激しいというよりも、どちらかというと小鳥のような可愛らしいキスがいいなーって何言わせんだぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　でた、またこのパターンだよ。

　何度きてもついついのってしまうから困る。

　でもまあいつものこの調子、だいぶ体調が良くなった証しよう拠こでもあるな。

「はいはい、もうそういうおふざけは飽あきたから。もうやめてくれよな。ああ、それとましゅー、これは雫が俺を変態に仕立て上げようとするいつものヤツでね……」

　そう言いながらましゅーの方に振ふり向むいたんだけど、彼女は両りよう腕うでを後ろにピンと伸のばし、口先を尖とがらせて俺の目の前に立っていた。

　これはまさか……小鳥チューのポーズ!?

　彼女は頬ほおを赤らめながら瞼まぶたを閉じて何かを待っているようだった。

「あのー……ましゅーさん？　何をしてらっしゃるんですか？」

　返事は無い。

　それどころか、そうしてる間に横から違う小鳥が飛とび跳はねて来て、もう一羽わ増えてしまった。

　雫だ。

　ましゅーの隣となりに同じ格好で口先をこちらに向けている。

　フード下の顔はましゅーよりも赤かった。

「おぃぃぃぃぃぃっ!!　お前まで何してんの!?」

　場所を考えて欲しい。

　でも考えたからといってそんな事をされても困るが。

　おかげで周囲を行き交う人が、なんだあれ？　ていう目で見て行くのが分かる。

　この状じよう況きように耐たえきれなくなった俺は、避けるように彼かの女じよ達たちの正面から逃のがれて、そのままサークルスペースの方へと足を向ける。

「二人とも行くよ？　時間は有限なんだから」

　そう言うと彼女達はパッと目を開け、不満そうな顔をした。

　いやあ、そんな顔をされてもねえ……。

　そんなんだから俺はもう苦しくなっちゃって、

「あ、そこになんか面おも白しろそうなの置いてるよ」

　とか言って、興味も無いのにすぐ近くにあったサークルに歩み寄っていった。

　そんな俺の後を彼女らはトボトボついてくる。

　当然そこいら一帯はＢＬ系サークルが占しめている訳で、適当に向かった俺はスペース前で困ることになるのは必然だった。

「えーと……これは」

「どうぞ見ていって下さーい」

　ワソピースのＢＬ本を目の前に戸と惑まどう俺。売り子さんの微ほほ笑えみが胸に突つき刺さる。

　いやワソピースは好きだけどね。でもこれは……。

「あら、そういう感じのが慧太さんの趣しゆ味みですか？　チョッペー×ヘラ鹿じか（雄おす）なんて、獣けもの×獣じゃないですかー。結構マニアックなものがお好きなんですねー」

　さっきまで不満な顔をしていたましゅーが横から笑顔をのぞかせてくる。

「あっ、いや、間ま違ちがえた。遠目からだったから分からなかった！　はは……」

　そう言いながらささっとその場を離はなれ、お茶を濁にごす為に周囲に目を向ける。

　周りは多くの人で賑にぎわっていた。

　綺き麗れいに並べられた長机。それが会場の端はしから端までずらっと並んでいる。全部が同人誌を販はん売ばいしているサークルさんのスペースだ。

　その合間を肩が触ふれ合あうほどの一いつ般ぱん参加客が行き交っている。

　なんていうか熱気が籠こもっていて……すごく蒸むし暑あつい。

　しかしこんな場所でも一歩中に入れば、ＢＬ好きのましゅーは一気に色めき立つ。

「あっ、あのサークルさんの本は結構グッとくるんですよ。慧太さんも一冊いかがですか？」

「えっ、俺はいいよ……」

「じゃあこちらのなどはいかがです？　さっきのワソピースみたく少年漫まん画がが元ネタですから慧太さんでもすんなり入って行けると思いますよ」

「そ、そういう問題じゃないと思うんだ……」

　彼女はサークルスペースの前を一つ通り過ぎる度に立ち止まっては何かを勧すすめてくる。

　そんな営業行こう為いに売り子さんも困こん惑わく気味だ。

　しかしどれもこれも肌はだ色いろの男子が表紙を飾かざっていて、俺には全く無む縁えんの世界だなーと再認にん識しきしただけだった。

　と、そんな時、とあるスペースの前でましゅーが歓かん喜きの声を上げた。

「わーこれはイ二Ｄ本ですかー!?　キャラをＢＬネタに持ってくるのはよく見かけますがマシンがメインなのは初めてですー。ＦＧ３Ｓ×パチロクの組み合わせだなんて私得じゃないですかー♪　まさにカマを掘ほるんですねー！」

　彼女は、そのサークルの本の内容が相当ツボにはまってしまったらしい。

「バンパーがっ、バンパーがっ、アッ!!」

　とか言いながら見本誌を食い入るように読んでいる。

　それどころか同じ趣味を持つ者同士、波長が合ってしまったのか売り子さんと熱いトークを始めてしまっていた。

　俺的には彼女から解放された気分になったが、それでも周囲はＢＬサークルばかりで微び妙みように居い心地ごこちが悪い。

　早くここから移動したいなーと思いつつ、

　そういえば雫はどこに？

　と辺りを見回してみた。

　彼女は向かい側のスペース列を奥おくへと六つくらい辿たどった先。

　そこのサークルで立ち読みをしていた。

　雫もこういうのに興味があるのか？

　そう思いながら遠目に様子をうかがう。

　ここからでも分かるのは顔を熟れたトマトのように真っ赤に染め、あわあわとしている事。彼かの女じよはそれでも本は手放さず、ページをめくっている。

　なんだ、意外に好きなのか？

　ましゅーと雫、二人はＢＬ本を読よみ耽ふけりだしていた。

　この間、俺は何もすることが無い。

　暇ひまだ。

　この時間を使えば企業ブースに行って、本日の目的の一つである【このはちゃん】のコミカ限定ドラマＣＤを余よ裕ゆうでゲットしてこれるだろう。

　しかしそれが出来ないのだからもどかしい。

　二人に気づかれないように、そーっとこの場から抜ぬけ出すなんて簡単かもしれないが、脱だつひきこもりチャレンジ中の雫を放っては行けないし、ましゅーだってまた「死ぬ！」とか言い出すだろうし。

　そんな感じで行き場の無い俺は、ただボーッと突っ立たっていた。

　すると目の前のサークルの売り子さんが、「見てって！」的な事を言い出した。

　もちろんそれはＢＬ本だし、毛頭興味の無いもの。

　察してくれ！　と心で叫さけびつつ、

「いっ、いや……俺は」

　なんて言いながら後あと退ずさりした。

　それが、そんな些さ細さいな行動が、あろう事か不幸を呼んだのだ。

　ドカッ

　後ろに退いたと同時に背中に何か当たった感覚。

　やべっ、誰かにぶつかっちゃった？

「す、すみません！」

　咄とつ嗟さに謝あやまりながら振り向くと、そこには一人の少女が立っていた。

　年ねん齢れいは見た感じ俺と同じくらいか、ちょっと上。背は高めでスレンダー。髪かみ型がたは襟えり足あしの短いレイヤードボブ。背筋はピンと伸びていてとても姿勢が良い。その為か、そこはかとなく謹きん直ちよくで知的な印象を受ける。

　手にはＢＬ本を持っていて、丁度それを購こう入にゆうしようとしてたところらしい。

　こんな子もＢＬ好きなのかー。

　そう思いつつ、

「だっ、大丈夫？　どこか強く当たらなかった？」

　と気に掛かけると、彼女は最初呆然とした顔で俺の顔を見ていたが、そのうちに円つぶらな瞳ひとみを大きく見開いて――――

「兄さん!!」

「へっ!?」

　突とつ然ぜん、突とつ拍ぴよう子しも無いことを言われて俺は固まった。

「兄さんじゃないか！　どうしてここに？」

「いや……人ひと違ちがいだと思うよ？」

「そんな筈はずはない。君は死んだ兄さんだ」

「えーと……」

　これは、なんかまずいのに掴つかまっちゃったかな？

　確かに俺は兄と呼ばれる存在だが、妹は一人きりしかいないはず。

　両親に隠かくし子ごでもいない限り。それに、

「あのー……大変失礼ですが、お亡なくなりになられたお兄さんが、ここにいる筈も無いと思うのですが……その辺はどうお考えですか？」

「盗ぬすまれた兄をさがし続けて～♪　僕ぼくは彷徨さまよう見知らぬコミカを～♪」

「はい??」

　彼女が唐とう突とつに意味不明な事を言い出だしたんで何かと思ったんだけど……良く考えたらそれ、【装そう甲こう裸ら兵へいモホムス】の主題歌じゃないか？

　血と鉄と硝しよう煙えんの匂においが腐女子をも遠ざけるハードＳＦロボットアニメの金きん字じ塔とうだ。

　古い作品だけど俺おれも見たことがある。今も新作が作り続けられてるしね。

　それに彼女が手にしている同人誌もモホムスのＢＬ本だった。

　表紙の絵が素す晴ばらしく……むせる。

　いやー渋しぶいのが好きな女子もいるんだね。

　というか何でもＢＬに仕立て上げる腐女子には驚きよう愕がくを超こえて尊敬すらしてしまう。

　それはさておき、目の前のこの子だけど、急にかしこまったような感じになって――

「ああ、これはすまなかったね。かなり兄に似ていたのでつい」

「なんだ、そういう理由で」

　それを聞いてちょっと安心した。やはり普ふ通つうの子だった。

「そうなんだよ。あんまり似てたので、つい惚れてしまった」

　普通じゃなかったーっ!!

「ついってなんだ！　ついって！　いくらなんでも唐突すぎるだろ！　それに兄貴に似てるなら尚なお更さら惚ほれるとか無いだろが!!」

「そんな事はないよ。兄さんは僕の大切な人だったから。それに血の繋つながりや世せ間けん体ていなど、留とどまることを知らない情念の前では大した意味など持たないからね」

「そこは留まってくれ！」

「兄さんの生き写しとも思える容よう貌ぼう。これで好きにならない訳がない。これはもはや必然だよ？」

「んなわけねえ！　変な義務感とかいらないから！」

「ところで僕は鳴なる海みっていうんだけど、君の名前は？」

「俺は鷺さぎ宮みや慧太……って名前とか聞いてないし！」

「慧太兄さん！」

「早さつ速そく、採用された!?」

　そこで彼女は持っていた同人誌を筒つつ状じように丸めて、まるで望遠鏡のようにのぞく。

「回るターレットから、慧太兄さんに熱い視線が突き刺ささる！」

「モホムスのネタはもういいから！」

「さすが慧けい兄にい、モホムスを知っているとは感服したよ」

「いや……ま、まあそれくらいはね」

「南国の地、熱波の戦場という極限的な状況下で生まれる、男と男の友情を超えた感情。しかも身に纏まとった鋼鉄アーマードの鎧トローペンの下は全ぜん裸らときてる。これでむせない訳がない。それがモホムスの一番の魅み力りよくだよね、慧けい兄にい」

「そういう見方はしたこと無いぞ。というか、いつの間にかしれっと馴なれ馴れしい呼び名になってるんだけど！」

「この呼び方は嫌きらいかい？　それなら気に入る呼び方を今夜一いつ緒しよに、ベッドの上でバトリングしながら考えようじゃないか」

「全力でお断りします！」

「うーん、それは弱ったなあ。じゃあ一緒にお風ふ呂ろでパドリングなんてどうだい？」

「何が楽しくて風呂で船漕こがなきゃならないんだ！」

「うーん、それも駄だ目めかあ……」

　なんなんだ？　この初対面とは思えない馴れ馴れしさと強ごう引いんさは。

　お兄さんに似てるから妙みように親近感が湧わいちゃってるとか？

　だからと言ってそれが許せるわけでもない。

　彼女は見た目ボーイッシュだし、しゃべり方もなんだかユーグっぽい感じで、しかもボクっ子ときてる。でも瞳はクリクリッと大きいし、肌はだも綺麗で線も細い。

　いわゆる美少女の部類だ。

　だから俺もなんだかんだ言って平然とはしていられない。

　女性耐性不全症候群ＦＥＤＳの問題もあるしね。

　それに（面めん倒どうな）妹は二人もいらないよ！

　これ以上付き合ってたら何されるか分からないし、さっさとどこかへ行こう。

　丁度いい感じに彼女は何か考え中みたいだし。この隙すきを突くべし！

　そう思ってそーっと動き始めたのだが――

「あいぃぃぃいぃっ!?」

　思わず俺は絶ぜつ叫きようしてしまった。

　逃すまいとした彼女が、がっしりと俺の腕うでを掴んできたのだ。

「おっと、どこ行くのさ？」

　細身から想像もつかない結構な腕わん力りよく。

　だからと言って、掴まれた痛みとかで叫んだわけじゃない。

　引き寄せられた俺の腕が、思い切り彼女の胸の谷間にホールドされているからだった。

　二にの腕に感じる「むにょっ」とした感覚。

　彼女のスレンダーな外見からは、意識するほどのものが表立って見えてなかったので俺は油断してた。そこには確かに柔やわらかなモノが存在してたのだ。

　まずいでしょこれは！

「なっ、なんでもいいから!!　とにかく、はっ、はなして！」

「どうしてさ？　って、あっ……」

　俺は意識を失う前に自分の腕を無む理り矢や理り引ひき抜く。

　騒さわいでたから周囲のサークルさんからも注目を浴び始めちゃってる。

　これだけ声を上げてれば、近くにいた雫やましゅーも確実に気づいたことだろう。

　と、思ってその方向を見たら――――あれ？

　さっきまでそこのスペースにいたましゅーの姿が無くなっていた。

　どこ行っちゃったんだ？

　雫の方は――というと、そっちも見当たらない。

　二人共はぐれちゃった？

　俺がキョロキョロとしていると、

「何を探してるんだい？」

　と鳴海。

　今いま更さら言うのもなんだが、こいつはかなりアブナイ人だ。

　言動もアレだが、思考もヤバイ。

　まともじゃない人間はすでに俺の周りにもわんさかいるが、これ以上余計な関かかわりを増やしたくはない。

　ならもう形なり振ふりは構ってられないな。ここはもう――

　逃にげるが勝ち！

　俺は何の前まえ振ふりも無しに駆かけだした。

「えっ、ちょっと!?」

　背中の方で驚おどろいたような鳴海の声が聞こえるが振り向いたりはしない。

　とにかく走った。

　コミカスタッフに「走らないで！」と注意されても走った。

　全力で。

　息も上がってきた頃ころ、ようやく立ち止まる。

　無む我が夢む中ちゆうで飛び出したから、どこに向かってなんて考えてもいなかった。

　だから呼吸が整ってきて初めて、自分が今どの辺にいるのかを把は握あくした。

　場所は西館、エスカレーター前。

　ここまでくればもう大だい丈じよう夫ぶだろう。あの人ひと混ごみの中を追ってくるなんて、弾だん幕まく系シューティングゲームのＶＥＲＹ　ＨＡＲＤ並に困難だと思うし。

　で――

　この場所だけど、なんと企き業ぎようブースが並ぶ会場が目と鼻の先だった。

　こいつはラッキー！

　やはり天は我を見放してはいなかった!!

　これで、このはちゃんのＣＤを買いに行けるどー！

　と、その前に、

　喜びをちょっとの間だけ抑おさえて、やる事があった。

　俺は携けい帯たいを取り出してメールを打つ。

　そいつはコミカに参加中のギルメンに向けてのものだ。

　結局、みんなとはぐれちゃって個別行動みたくなっちゃったし、改めて集合場所を伝えといたほうがいいだろうと思ったから。心配な人もいるしね。

　時間と場所を書いたメールを送る。

　これでひとまずは安心だろうか？

　さて――

　待ち合わせまでにはまだ十分な時間がある。

　そろそろ、このはちゃんをゲットしに行きますか！

　企業ブースは西館の上階にある。

　だから俺はそこへと向かうエスカレーターの列に並ぼうと歩き出した。

　その直後だった。

　意い気き揚よう々ようとしてた俺の手首を後ろから強く掴む者がいたのだ。

　ったく……俺とこのはちゃんのランデブーを邪じや魔まするヤツは一体誰だれだ？

　そんな無ぶ粋すいな人間の顔を拝んでやろうと俺は振り返かえった。

　するとそこには、にんまりとした笑えみを浮うかべる――

　鳴海がいた。

「おわぁぁっ!?」

　思わず反射的に手を振り解ほどく。

　まさか、撒まき切れてなかったとは！

「どうして急に走り出したりしたのさ」

「わっ、訳を話したほうがいいのか？」

　こういう人にははっきりと「迷めい惑わくです！」って言わないと駄目なんだろうな。

　でも彼女は俺の言葉を制止するように手をかざす。

「あー言わなくていいよ。分かってる」

「なんだ分かってくれたのか」

「これはよく恋こい人びと同士の間で行われる「はっはー僕を捕つかまえてごらん。うまくできたらご褒ほう美びに君を思いきり抱だき締しめてあげるよ」的な追いかけっこだったんだね。あんまり急だったんで理解するまで時間がかかってしまったよ。これはすまなかった」

「全然ちげえぇぇよ!!」

　少しでも期待した俺が馬ば鹿かだった。

「さあ全力で逃げてくれていいよ？　僕も全力で慧兄を捕まえるからさ」

　違ちがうって言ってるのに！

　まあいいさ、そっちが逃げていいって言ってるんだから、その通りにさせてもらうまでだ。

「なら、そういうことで！」

　不意を突いて俺は逃げ出した。

　エスカレーターに乗るのは諦あきらめて、一いつ旦たん屋外に出る。

　ピッグサイトのランドマーク的な屋根の真下だ。

　ここら辺りは待ち合わせをしている人達たちがたくさんいるので、撹かく乱らんしながら逃げるには丁度いい。

　走りながらチラッと後方をうかがうと、鳴海の頭が遥はるか後方に少しだけ見えた。

　これなら余裕だ。

　あっという間に姿は見えなくなっちゃったし。

　後はそこにある自じ販はん機きの裏にでもしばらく身を潜ひそめていれば大丈夫だろう。

　俺は目を付けていた自販機に取り付くと、側面に身を寄せて屈かがむ。

　そこでじっとすること……数分。

　これだけ待っても見つけに来ないって事は今度こそ完全に撒いたっぽいな。

「ふぅ……」

　安あん堵どの息を吐はくと、喉のどが渇かわいていたことに今更ながらに気づく。

「なんか買うか」

　俺は渇かわきを癒いやす為ため、今の今まで隠れていたその自販機にコインを投入する。

　スポーツドリンクにしようか。

　ポチッ

　ガコンッ

　プシュ

「ぐびぐび……ぐびぐび…………っぱっはあぁぁーっ！　やっぱこういう時のスポーツドリンクは苦くて、熱くて、薫かおり高たかくて、ってこれコーヒーじゃねえかっ!!」

　しかもこの炎えん天てん下でホットとか、俺殺す気なの？

　俺は確かにスポーツドリンクのボタンを押おしたから、これは自販機の中身が間ま違ちがってるんだろうなあ。ぶつくさぶつくさ……

　文句を言いながらも全部飲み干す。それだけ喉が渇いてたってことか。

　俺は最後の一滴てきを喉に流し込んだ。

　と同時に近くで声がする。

「慧兄が飲む、コミカのコーヒーは苦い」

「うおわっ!?」

　振ふり向むくと、俺がさっきまで隠れてた自販機の陰かげに寄より掛かるようにして鳴海が立っていた。なぜか顎あごに手を当て渋いポーズである。

　い、いつの間に!?

　とか言う前に俺はそこから逃げ出していた。

　なんなんだ、あいつは！　どこまでも追ってくる。まるでレーダー式の追つい尾びミサイルみたいだ。

　チャフが欲ほしいよ、チャフが！

　よーし、目の前の人混みを抜けたら、すぐそこの男子トイレに入ってやり過ごそう。

　それで目くらましになるし、もし見つかったとしても、さすがに中まで入ってこれないだろうから。

　俺は目的の場所に辿り着つくと個室トイレに駆け込んで鍵かぎを閉める。

　十分くらい隠れてればいいかなー？

　そう考えながら便座に座すわってちょっと一息。

　今度こそ、本当の安らぎが戻もどってきた。

　と思ってたら、

「なんだ、おっきい方かい？」

　個室のドアの上から、やたら嬉うれしそうにしてる鳴海が、顔をのぞかせていた！

「ぎゃああああああああ!?」

　俺は恐きよう怖ふのあまり勢い良く個室から飛び出し、男子トイレからも飛び出した。

　その際、彼女も身軽に体を翻ひるがえして俺の後を追ってくる。

　なんで男子トイレに平然と入ってこれるんだよ！

　そして運動神経も良さそうだ。

　俺がこれだけ全力で走ってるっていうのに、彼女は息一つ切れてる様子が無い。

　しかも彼女は追ってきながら、大きな声で話しかけてくる。

「あのさー今更なんだけどー、よくよく思い返したらー、さっき慧兄の手を掴んだ時点でー、すでに捕まえたことになってるんじゃないのかと思ってさー」

「!?」

「だからー今すぐ抱き締めてくれるかなー」

「いーやーだー！」

「抱き締めてくれると嬉しいなー」

「無理ーっ！」

　言い合いながら俺おれ達たちは人混みの中を駆け抜ける。

　一いつ般ぱん客きやくからしたら、いい迷惑だ。

　ごめんなさい。

　でも仕方が無いんだよ？

　そんなわけで俺は、追っ手から逃のがれる為、会場中を走り回った。

　結構長い時間そうしていたと思う。

　完全に彼かの女じよを振り切きった時には心身共にヘトヘトだったし、なにより本日のコミカ自体が終しゆう了りよう時間を迎むかえていたんだから。

　それと言うまでもない事だけど――

　このはちゃんＣＤは完売していた。
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　家に帰り着いた俺は、空っぽのリュックを自室の床ゆかに放ほうり捨てると、そのままベッドに倒たおれ込む。

　まったく最悪の初日だった。

　目的のものは買えないし、一日中逃げ回まわってただけ。

　何の為に行ったんだろうね？

　それはそうと結局みんなとは、あの後待ち合わせの場所でちゃんと会うことが出来ていた。

　姫は俺達とはぐれた後、歩く気力が無くなってしまったらしく、会場の外で弁当をヤケ食いしてたらしい。なんだかすごくプリプリしてた。

　雫はＢＬ本を見てたら気分が悪くなってしまって一旦外に出ていたのだとか。そのせいか待ち合わせ場所に現れた彼女は、なんだか熱っぽい顔をしていた。

　そして、ましゅーだけがよく分からなかった。

　本人はみんなと同じようにはぐれてしまったと言っていたが、あんなに近くにいたのにはぐれてしまうなんてあるだろうか？

　うーん。

　まあ理由はなんであれ、ちゃんと無事に集まれたのだから別にいいか。

　グゥゥ

　そこで唐突に腹の虫が鳴った。

　そういえば姫の弁当も食べ損そこねたし、ずっと鳴海から逃げ回っていたりで今日はまだ何も食べていない。

　一応、コミカという戦場に突とつ入にゆうするわけだから、軍用食としてウダーインゼリーと力ロリーメイトは常備してたけど、それだけじゃあ物足りなかった。

　ちょっと下に降りて、なんか軽く食べよう。

　そう思って自室を出た。

　すると理央の部屋の中からカタカタと奇き妙みような音が聞こえてきて、俺は足を止める。

　一体何をやってるんだ？

　思えばちょっと前からこんな調子である。

　ここ数日、食事も適当に、ずっーと部屋にこもってる。

　たまにはしっかりと食べないと体に悪いんじゃないか？　丁度今、俺もなんか食べようって時だし、ついでに誘さそってみるか？

　思い立って、俺は扉とびらをノックした。

　コンコン

「はっ!?　な、なにっ？」

　中から理央の驚いたような声が聞こえてくる。

「あー俺だけど、今からなんか食べるから一緒にどうかと思ってさ」

「へっ!?　あっ、そう！」

「そう……って、他人事みたいじゃないか。で、どうする？　最近、適当な食事ばっかりっぽいからさー……。てかここじゃ話しづらいから開けるよ？」

「ええっ!?　ちょっ、待って！　あっ、ひにゃああっ!!」

　ドンッ、ゴンッ、ガラガッシャッ

　何か色んなものにぶつかったり、崩くずれたりしたような音が聞こえたぞ？

「おい、大丈夫なの？」

「だ、だだだダイジョブ！」

　そんな声が聞こえてから数秒、目の前のドアが薄うすく開かれた。

「あ……」

　細い隙すき間まからのぞく銀ぎん髪ぱつ。その下でクリクリとした瞳ひとみが瞬またたいた。

「あ、じゃないよ！　中で何してんの？」

「な、なにもしてないにゃりよ」

「言い訳として通じないだろ、それは」

　そういうと彼女は口を尖とがらせて赤くなる。

「と、とにかくにぃには内ない緒しよのにゃの！　だから勝手に入らないでにぇ。一段落したらご飯食べるから残しといてにゃん。それじゃあそういう事にゃから」

「え、ちょ、おい！」

　一方的に言い放ってドアはバタンと閉じられてしまった。

　まったく手の掛かかる妹である。

　彼女が中で何をしているのかも分からずじまいだし。

　結局、俺おれは一人で食事を取ることにした。
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　◆　オンライン　◆

　コミカで体力擦すり減らしたこんな日も俺はゼクスにログインする。

　この世界に降り立つとなぜだか逆に疲つかれが取れる気がするんだよねー。

　それだけ居い心地ごこちが良いってことか？

　なんていうか現実リアルに晒さらされて荒すさんでしまった心を癒してくれる清せい涼りよう剤ざいみたいな感じ。

　僅わずかな時間ログインするだけでもリフレッシュできる。

　だから欠かすことは出来ないのだ。

　前回のログアウト地点である王都の南門辺りに降り立った俺。

　そこですぐにギルドメンバーリストを広げると、インしているのは雫のみだった。

　さすがに今日はみんな疲れていてお休みってわけか？

　とりあえず雫に声をかけておこう。

　リストを見ると彼女は、王都を出てすぐの【プラキス平原】にいるようだが、その細かな場所までは分からない。

　なので耳にしているギルドピアスを通して雫に話しかけた。

《ばんわー、今どこ？》

《あ？　ああ、リエルか。南門を出てすぐの所に雑木林があるだろ？　そこだ》

《え？　なんでそんな所に??》

《それはだな……ってわっ!?　こ、こらっ！　やめろ！》

《え、どうしたの？　なんかあった？》

《いや、なんでもない。それよりここにはっ……何をしてるんだお前は!?　そんなものをすあまに与あたえるな！　おいっ、聞いてるのか!?　いっ……》

《あれ？　も、もしもーし？　雫？　聞こえてる??》

　完全に通話が切れてしまっていた。

　誰かと話していたようだけど……何をしてるんだ？

　とにかく行ってみるか。

　そう思って俺は目の前の門からフィールドに出た。

　一歩踏ふみ出ると、そこはプラキス平原。

　広大な緑の絨じゆう毯たんが地平線の彼方かなたまで続いている。

　一望千里の、あっちも、こっちも、プラキス平原なわけだが、雫がいるのは目と鼻の先の場所だった。

　門を出て左にスタスタ歩くと木が数本だけ生えた所がある。

　そこへ近付いていくとすぐに人ひと影かげが見えてきた。

　雫とあともう一人、あれは……まり緒お??

「二人して何してるの？　こんな所で」

　俺が話しかけると、なんだか揉もめてた様子だった彼かの女じよ達たちがこちらに振り向く。

「あ♪」

　まり緒が満面の笑みを見せた。そこへ雫が割って入ってきて、

「何って、私はただここで素材集めをしていただけだ。そこへこいつがやってきて、すあまに変なものを食べさせようとしてだな……」

「別にいいじゃん。食べてる姿が超ちようかわいいし！　あげるアイテムによって表情が微び妙みように違うんだよ？」

　まり緒はすあまを両りよう腕うでに抱かかえてニコニコしている。

　確かに獣使いビーストテイマーが使し役えきするモンスターはペットみたいな感じで超可か愛わいい。ちょっと厳いかつい感じの魔ま物ものでさえ餌えさをあげてると可愛く思えてくるから不思議だ。

　本来の目的はアイテムを餌として与えることで様々な特とく殊しゆ効こう果かを発動させる為なんだけどね。

「ふふふ、次はこれなんかどうかなー」

　そう言ってまり緒が取り出だしたのは【沼ぬま蛙がえる】だった。王都近くの沼ぬまでよく獲とれる極ごく普ふ通つうのカエルだ。

　それを見た雫は眉み間けんに皺しわを寄せている。

「そんな事をしたらどうなるか分かってるだろうな？　殺すぞ？」

「ふふん、やって見れば？　まり緒のＨＰがゼロになったら雫にはＰＫマークが付いちゃうけどねー。そうなると所属国からの恩おん恵けいも受けられなくなるんでしょ？　あとギルドからも自動的に脱だつ退たい扱あつかいになっちゃう。これでもちゃんと勉強してきたんだから」

「ぐっ……」

　あれれ？　珍めずらしく雫の方が言い負かされてる!?

　まり緒はそんな彼女を見ながら余よ裕ゆうの表情を浮かべ、

「これ食べさせられたく無かったら、まり緒をギルドに入れてよ」

　えげつない脅きよう迫はくキター！

　よく見たらこれ、すあまが人ひと質じちに取られてるの図だし。
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　と思ったら、

《雫→まり緒への攻こう撃げき。15ダメージを与えた！》

「ぐぼわぁっ!?」

　なんともあっさり雫が攻撃を仕し掛かけた。

　まり緒は尻しり餅もちを突ついて転てん倒とう。その際、彼女が抱えていたすあまが解放された。

「ちょっ何すんの!?　人の話聞いてなかったの!?」

「ふん、ようは殺さなければいいだけの話だろ」

　雫の手にあったのはサブウェポンである短たん剣けんだった。

　あれならレベル１のまり緒でも一いち撃げきで死ぬことは無い。すあまさえ解放できればそれでいいわけだし。

　そんなわけで簡単に形勢逆転。

　ネームが赤字になって瀕ひん死しの状態のまり緒は、その場にゆらりと立ち上がる。

「なんて卑ひ劣れつなの！　リエルからも何か言ってやってよ」

「いやいや、人の事言えないから！」

　それ以上はもうどうコメントしていいのか分からない！

　そういや彼女、今俺のことをリエルって呼んだよな？

　この前、リアルでの呼び名をゼクスに持ち込んだことで責められて……それでか？

　理由はどうであれ、その方が違い和わ感かんが無くていい。

　この間、雫は肩かたにのっているすあまに頬ほおずりしていた。

「おお、すあま！　大だい丈じよう夫ぶだったか？　どこか嫌いやな臭においが付いたりしてないか？」

「まり緒は臭くさくないっ！」

「もうすあまには触さわるな。臭いが取れなくなったら一大事だからな」

「だから臭くないってば！」

「とにかく、すあまは私にとって〝特別〟な存在なのだ。彼女に何かしたら今度は容よう赦しやしないからな」

　特別な存在ってどういうことだろ？　確かにすあまは見たことのないモンスターだけど……って、すあまってメスだったのーっ!?

「さて、落ち着いたところで素材集めを再開するとしよう」

　俺がすあまの性別に驚おどろいている中、雫は目の前にある木に短剣の先を向けていた。

「素材って、この辺は【バンブー材】くらいしか出ないよ？」

「ああ、それでいいのだ。まったく手付かずだった木工スキルを上げようと思ってな。そうなるとまずはバンブー材からだろう？」

「まあ、そうかな」

　木工スキルとは木材系のアイテムを合成することで上がるスキルの事だ。このスキルのレベルが上がると木材を使った武器や防具、はたまたギルドハウスなんかに置ける家具や調度品なんかを作成できるようになるのだ。

「でもなんで急に木工なんて？」

「ん？　それはギルドハウスにマホガニーのベッドでも置こうと思ってな」

「ああ、いいね。ちょっと横になりたい時に便利かも」

「まあぶっちゃけ、リエルとのイチャつき専用なんだが」

「い・り・ま・せ・ん！　便利かも、とか言ったのも無しでお願いします！」

　結局そんな動機か！

　でも今から木工スキルをレベル１から上げて、最高級のマホガニーベッドが作れるようになるまではどれくらいかかるんだろ？

　気の長い話だな！

　横にいたまり緒は、そんな話をうらやましそうに聞いている。その姿を見ていると、

「いやもうギルドに入れてあげようよ？」

　思わずそう言ってしまいそうになる。

　危ない危ない。

　失言しないうちに今日はこの辺でログアウトしといたほうがいいだろう。

　明日もまたコミカがあるし、寝ね不ぶ足そくは戦場で命取りになるしね。

「来たばかりでなんだけど、明日も朝早いからこれで落ちるね」

　そう言って俺はステータス画面を開いてログアウトの処理を始めた。

　すると、まり緒が、

「朝早いって、明日どこかに出かけるの？」

「しまっ……た！」

　今朝は珍しく美み咲さきさんの姿が家の周りに無かったので、コミカに行ったことがバレずに済んでいたのだ。なのに自分からヒントを与えちゃうとか、俺おれ馬ば鹿かすぎ！

「いやいや、最近早起きする習慣をつけてて。夏休みだからっていつまでも寝ねてると良くないでしょ？　ははは」

「今、ハッキリと「しまった！」って言ったし」

「ぅ……」

　俺はぐうの音も出なかった。

　雫は舌打ちをしている。

　それをあざとく察知したまり緒はピンク髪がみの下で青い瞳を尖らせた。

「どうせ雫とどこかに出かける気なんでしょ？」

「えっ、いや、それはどうかなー……。今日も調子悪くなちゃったみたいだし……ねえ雫、明日も来るの？…………って……はっ!?」

　それでまり緒は目を細めた。

「なるほどね。今日はさっちー達たちと約束があったからリエルの家に行けなかったけど、明日はちゃんと会いに行くから、待っててね？」

「いいえいいです！　来なくていいです！」

　その言葉にはかなり本気の切実なる願いが含ふくまれていた。

　だって彼女はここのところ毎日、俺んちの周りで双そう眼がん鏡きよう片手にウロウロしてるんだから気が休まる時なんてありゃしない。まるで俺一人の為ために打ち上げられた軍事監かん視し衛星に常に見張られている気分だ。それにストーキング行こう為いがバレてからは結構堂々としてやって来るから困りもの。

　それが今日は珍しく見かけなかったので少しホッとしてたのに……たった一日で終了とは……ガクッ。

　しかしそれほどまでに気合いの入ったしつこさなのにもかかわらず、友達との用事を最優先する辺りは少々違和感を感じる。

　さっちーってあれだろ、美咲さんがクラスでよくつるんでいる集団の中でも一番仲良さそうに見えるギャルっぽい感じの奴やつだろ？　やっぱり最終的には友達付き合いが一番大事ってことか??

　友達いない俺には分かんないけど。

　えっ？　京きよう也や??　あいつとは同趣しゆ味みという事でしか繋つながっていないのだよ。

　その時まり緒は、顎あごに手を当て考え込んでいた。

「うーん……やっぱりギルドに入ってないとリエルの事、全部把は握あくできないわねー」

「把握する必要全然無いからね？」

　俺が真しん剣けんな顔で訴うつたえていると、今まで黙だまって腕うでを組んでいた雫が鼻を鳴らす。

「ふん、お前は私達のギルドには入れないと前にも言ったはずだが？」

「なんでそこまでするわけ？　まあいいけど……フフッ」

「なんだその笑いは？」

「ふふっ、聞いちゃったんだよねー。あんた達って〝特別な結けつ婚こん式しき〟っていうゲーム内のイベントの為にギルドメンバーを集めてるんでしょ？」

「どこでそれを??」

「さあ、どこだろうねー？　なんでもその為にはギルメンが三十人必要とか？　今あんた達のギルドって確か……五人？　全然足りてないよねー？」

　彼女にその情報がどこから漏もれたのかはさておき、一応我わがギルドの正確な人数は六人だ。ユーグも人数のうちに入るから。

　まあそれでも焼け石に水なんだけど。

「まり緒はさー、リアルの結婚式には興味あるけど、ゲームのにはまったく興味が無いんだよ？　だったら人数合わせに入れてくれても問題なくない？」

「だが断る！」

「なんでよ!?」

「なんとなくだ」

「気分!?」

「本当はキモいから」

「気分の方が良かった！」

「ちなみにキモいのは顔じゃなくて、遺伝子がキモい」

「染せん色しよく体たいレベルで存在全否定!?」

　そんな感じで雫とまり緒の言い合いが続いていた。

　俺は思う。

　やっぱりこの二人はリアルで知り合いだと。

　それもかなり昔から。

　なんていうか、付き合いは長いけど性質的に相あい容いれないというか、水と油というか、そんな感じが滲にじみ出でてるんだもの。

　俺には入り込む余地すらない。というか入り込みたくもないが。

　いつ終わるともしれない罵ののしり合い。

　そんなのにいつまでも付き合ってはいられない。

　そう思った俺は、やり合う彼女達を置いてログアウトすることにした。

　明日に備える為に。




×　×　×




　◇　オフライン　◇

《コミカ　二日目　ジャンル＠アニメ、ゲーム》

　朝、家を出たら門の前で美咲さんが待っていた。

　それは案の定というか、なんというか……予想の範はん囲い内ない。

　嫌いや々いやながらもそのまま彼かの女じよと駅に向かい、結局コミカ会場がある展示場正面駅に着いた時には、

　姫、ましゅー、雫、美咲、俺、

　というメンバーになっていた。

　そこでみんなはリコッタがいないことを不ふ審しんがっていたので、俺が、

「あいつ、ここ数日、部屋にこもって何かやってるみたいなんだけど教えてくれないんだよねー」

　ということだけを伝えといた。

　さてコミカも二日目。

　今日も天気が良く、暑くなりそうだ。

　俺おれ達たちは前日と同じように会場外にある待機列へと並ぶ。

　ましゅーは日ひ傘がさを持って万ばん全ぜんの紫し外がい線せん対策。さすが慣れている。

　姫も昨日で懲こりたらしく、今日はだいぶ動きやすい格好だった。

　雫は相変わらずのゴロチュウスタイル。いくら対魔アンチダーク装束マテリアルだからって、暑くないんだろうか？

　とはいえ、各人格好は色々だが、コミカという場所には違和感無く馴な染じんでいる。

　だが――

　この巻まき髪がみの人。美咲さんだけは、あからさまにこの場所で浮ういていた。

　海風になびく長めの茶ちや髪ぱつ。やたら露ろ出しゆつ度どの高い服装。嫌いや味みの無いナチュラルなメイク。手入れの行き届いたネイル。ただ突っ立たっているだけなのに、絵になるスタイル。

　ファッション雑誌の表紙を飾かざるようなモデルだと言っても疑われることはないだろう。

　何もかもが場ば違ちがいで、周囲にいる男共はオドオドとしていた。

　気になっていたのはギルドメンバーも同じで、ここにきてようやく姫が、

「ていうか、なんでこの女がここにいるのよ」

　露ろ骨こつに嫌そうな目で見ながら言った。

「ええっと……」

　俺はどう説明していいものやら迷った。

　姫はリアルで彼女とは面識があるが、ゼクスにおいてはまだ直接顔を合わせたことは無い。それはましゅーも一いつ緒しよだ。

　うまく言わないと面めん倒どう臭くさいことになりそうだなーと思っていた矢先だった。

　雫がボードに書いた矢印を美咲さんに向けたのだ。

『まり緒↓』

「まり緒？　誰だれよそれ？」

「おヒゲの配管工さんですかー？」

　やっぱりそれじゃあ二人には伝わらないよなあ。

　そこで雫は、もう一筆。

『この間、ハウス前でギルドに入れろと喚わめいてた人物』

「ああ、汚お物ぶつの」

「産業廃はい棄き物ぶつの人でしたかー」

「ちょっ雫!?　あんたどんな紹しよう介かいしたの!?」

　美咲さんは顔を真っ赤にして憤ふん慨がいしていた。

　そこへ姫が、

「それにしても意外だわね。あんたみたいなのがゼクスやってるなんて。私も――」

「知ってるよ。あなたは【白うさ姫】こと姫。そして、そっちは【ましゅまろ】ことましゅーでしょ」

「あららー？」

　不意に自分の名前が出てきてましゅーは目をぱちくりとさせた。

　まあスーパーストーカーの美咲さんなら、それくらいは調べ上げててもおかしくないわな。自分の手帳にメンバー全員の名前を書き連ね、［殺しのリスト］とか題目をつけちゃってるくらいだし。

　と、そこで姫はふと何かを思い出したようだ。

「じゃあこの前学校の前で会った時も、すでにあたしがゼクスをやってること知ってたわけ？」

「当然。虫のことを良く知らなければ、効果的に殺虫できないもん」

「虫？」

「鷺宮くんに付く悪い虫のことだよ」

「なっ!?」

　姫のこめかみがピクッと引きつった。

「困るんだよねー。あんた達みたいなのがいるせいで鷺宮くんが二次元にしか興味を示さなくなっててー」

「いや俺おれは俺の意志で二次好きなんだが……」

「リアルよりゲームの中の方がいいだなんて言う人、いるわけないんだから」

　どうやら自分に都合の悪い事は聞こえないらしい。

　そういう人は大たい概がいマイペースだ。

　今だってさっさと話を切り上げて、視線は周囲に列を成している人達に向けられていた。

　ぱっと見、数千人はいそうな人の頭が前方に広がっている。

　その光景を見ながら、美咲さんは少しばかり沈ちん鬱うつな表情を浮かべて、

「それにしてもすごい人だね……。で、ここで何があるの？」

　突とつ然ぜんそんな事を言うもんだから、近くに並んでた人達がこちらをジロジロと見てくる。

　まさかとは思ったが、やっぱりそうだった。

　自分が何の列に並んでるのか分かってないのだ。無論、ここで催もよおされるイベントの事なんてもっと知らない。

　まあここでコミカの事を教えたら、全力で連れて帰られそうなので言わないけど。

　そこでちょっと熱っぽい顔をした雫が美咲さんに対してボードを掲かかげる。

『何しにきたの？』

「何って、あんた達みたいな痴女集団に囲まれてたら、年中発情中の鷺宮くんが、「まあ可愛くないけどコレでもいいっか」ってな感じで逆に襲おそっちゃうでしょ？　そうならない為に監視しに来てるの。鷺宮くんは美咲だけを見てればいいんだからね？」

「俺はまずどこから突っ込んだらいいんだろうか！」

「それは……それを言わせるの？」

　美咲さんは急に赤くなってモジモジとし始めた。

　なに？　なんなの？　その反応は！

　そこへ雫が割り込むようにボードを立てる。

『ビッチは帰れ』

「はい!?」

『ここは神聖なるオタの祭典が開かれる場所』

「え、そうなの??　で、それで？」

『非処女は入場不可』

「なっ!?　なんでそんな決まりがあるのよ!!　でもそれは何度も言ってるでしょ！　美咲は中古じゃないって！　…………あ」

　そこで美咲さんは周囲の男子から向けられたニヤニヤ視線に気づいた。

　彼女は赤くなって、もにゅもにゅ～っと小さくなってしまう。

　あ、ちなみに男子は二次嫁よめさえいれば誰でも入場を可です。

　そうこうしているうちにいつの間にか開場されたようで、列が少しずつ動き始めていた。

　俺とましゅーと姫は人の流れに乗って進んでいたのだが、雫と美咲さんは互たがいの罵り合いに夢中になっていて全くその事に気づいていない。

　俺達も他の人に迷めい惑わくがかかるので立ち止まるわけにもいかず、

「おーい、動いてるぞー」

　と言ってみたが、声が届く様子もない。

　それに傍そばにいた姫は、

「いいわよ、ほっときましょ」

　とか言い出す始末。

　ついには人の波は雫と美咲を避さけるように分かれ、そして飲み込んで行く。

　あっという間に彼かの女じよ達たちの姿は見えなくなってしまっていた。

　初日に続いてまたはぐれてしまった。

　でもまあ、そうなってしまったものは仕方がない。また後で待ち合わせるしかないだろう。

　さて、会場入り。

　俺の本日の予定だが、今日は特に回るべき場所は無かった。あるのはマスターに頼たのまれたサークルの新刊を買ってくる事くらい。

　丁度、姫がゲーム系方面を見て回るというので、俺もマスターのお使いがてらそれに付いてゆくことにした。

　それにしてもさっきから気になる事がある。

　会場に入ってからというもの、ましゅーがまったくしゃべらなくなったのだ。それどころか頻しきりに周囲を気にしているように見える。

「どうかしたの？　誰か捜さがしてるの？」

　俺がそう尋たずねると彼女は、

「えっ……いや、なんでもないですー……」

　と言うだけでまた黙ってしまった。

　その後も彼女は俺達の後を付いてきながらも終始ビクビクした様子だった。

　どうしたんだろ？　昨日はこんなではなかったのに。

　その姿に疑問を感じながらも、俺達はゲーム系サークルが並ぶ会場までやってきていた。

「ゼクスの同人誌って少ないかと思ってたんだけど結構あるのね。あ、あれ面おも白しろそう」

　姫は楽しそうに並べられた同人誌を眺ながめたり、手に取ったりしている。

「気に入ったんなら買えば？」

「うん……だけど今月はここに来る電車代だけで結構きついものがあって……」

　彼女はもじもじとしながら語ご尾びを濁にごらせた。

　そういや姫の家は経済的にちょっとアレだった！

「あのさ……せっかく来たのに見るだけっていうのもなんだから、俺が一冊分くらい出だしてあげるよ」

「えっ、いいわよ。別に見てるだけでも楽しいし！　絶対買わなきゃいけないってわけでもないでしょ？」

「本当にー？」

　俺が勘かんぐるような視線を送ると姫は照てれ臭そうに答える。

「あっ、あんたがそんなに買いたいって言うんなら、それをもらってあげなくもないわよ？」

「ああ買いたい、その同人誌が買いたいなー。そしてなぜだかそれを姫にあげたくなっちゃったなー」

　誰が見てもわざとらしさ全開である。

　姫はこの前ちょっとだけ素す直なおさを見せたと思ったけど、結局いつもと一緒だったってわけか。

「仕方がないわ。もらってあげる」

　彼女はそう言って、目の前のサークルさんが売っている同人誌を手に取る――

　わけではなく、その横にあったチャームキーホルダーを摘つまみ上あげた。

　それはゼクスのタイトルバックにも使われている代表的な紋もん章しようだった。

　六大陸を形取ったデザインがなかなか格好良く、それをチャーム化したものだった。

　予想外の物を手に取った姫に俺はちょっとだけ驚おどろいた。

「え？　本じゃなくていいの？」

「なんか悪いの？」

「いいえ、なんにも！」

「そう」

　そんなわけで結局、そのキーホルダーを買うことになった。

　で、彼女は購こう入にゆうしたそいつをしばらくの間、嬉うれしそぉ～に眺めた後、持っていた自分のバッグに取り付けていた。

　何はともあれ喜んでくれてるなら別にいいか。

　そういえばマスターに頼まれてた同人誌も確かこの辺だったなーと思い出す。

　控ひかえてあったサークル番号を元に辿たどってみると、丁度この向かい側だった。

「あ、俺買わなきゃいけないものがあるんだ。ちょっといい？」

　彼女達にそう告げて向かいに移動する。

　机の上には何種類かの同人誌が積まれていた。その中で「新刊です☆」というＰＯＰを発見。

「あ、これだこれ…………ん??」

　確かく認にんの為に手に取ったが、今いま更さらながらに感じるこの違い和わ感かん。

　何、これ？

　表紙には某ぼう有ゆう名めいＲＰＧのヒロイン、テファちゃん。そのテファちゃんが、ぬめぬめで、うねうねの……触しよく手しゆっていうの？　そんなのに絡からまれて大変な事になっちゃってる絵があった。

「ほうほう、これはなかなかのお手前で……って思いっ切りエロやないけーっ！　なんちゅうもん買わせんじゃーあの人は！　けしからん！　実にけしからん!!」

　高校生にエロ本買わせようとするとか、まったく困った人だ……ふっ。

　俺がそんなふうに一人で喚いていたら、

「あんたの目当てのものってまさか……これ??」

　背後からやってきた姫は、俺が手にしているえっちぃな本を見るなり動どう揺ようし始める。

「えっ!?　いっ、いやこれはバイト先のマスターに頼まれたやつで……」

「何言ってるの??　これ男性向けでしょ？　女性であるマスターがこんなの読むわけないじゃない。嘘うそ言っても無む駄だよ」
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「馬ば鹿かな!?　これは何かの罠わなだ!!」

「馬鹿なこと言ってるのは慧太でしょ。素直にこれが欲ほしかったんだって言いなさいよ。別に責めたりしないから」

「……え??」

　そこで姫は顔を赤らめて俺と目を合わせないようにする。

「そりゃあ慧太だって男の子だもの。こーゆうのに興味があってもおかしくないわ。だから少しくらいなら問題無いんじゃないかって思うわけ」

「いやだから本当にマスターに頼まれたんだって……俺だってこんな本だって知ってたらここには来なかったさ。ってか買わないよ!?」

「無理しなくていいのよ。一冊ぐらいどうってことないわ。彼かれ氏しの変態行為の一つくらい目をつぶってあげるのが彼女ってもんでしょ」

「いつ彼女になったんだ!?　あと俺は変態じゃねええ！」

「はっ……？　あたしのあのっ、そのっ……あ」

　彼女は言いづらそうにしながら唇くちびるを指先でなぞる。

「アレを無む理り矢や理り奪うばっておいて、今更知らない顔だなんて……」

「それは逆だろ！」

　どちらかと言うと俺が奪うばわれた方だった。

「とにかく、慧太がそういう本が好きだって言うのなら、あたしは同じシチュエーションを提供する覚かく悟ごがあるってことよ」

「いらん覚悟だ！」

　本当にそんな事されたら卒そつ倒とうしてしまう。

　なのに姫は俺のリアルの中にどんどん入り込んでこようとする。姫だけじゃなく他のギルメンや美咲さんなんかもそうだ。

　俺は二次キャラを眺めてさえいれば、それだけで幸せなんだけどなあ。

　と思っていたら、さっきのテファちゃん同人誌が気になってきちまった！

　いやでもダメだ！　それはダメだぞ？

　そんな言葉を頭の中で念仏のように唱えながらふとサークルスペースを見る。

　すると、ましゅーがさっきの新刊の見本誌を立ち読みしているのが目に入ってきた。

「ちょっ、何読んでんの!?　まずいって!!」

「え、そうなんですかー??」

　ましゅーはいつものようにぽやーんとしていた。しかもかなり落ち着いた様子でその本の中身を眺めている。

「そうなんですかーとか言ってる場合じゃないっしょ!?　置いて！　置いて！」

「わたしコミカにはよく来てますが、こういう系は初めて手に取るんですよねー。ちょっと興味があったのですよー、うふふ♪」

「いや、うふふ♪　じゃなくて！　初めてどころかずっと手に取らなくていいから！」

「えーそれは酷ひどくないですかー？　あーそうだ、それよりこの○○○ピーが×××ピーとかってどういう意味ですかー？」

「ぶぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅぅっほっふわっえほっごほっ!?」

　俺は思い切り吹ふいた後、咳き込んでしまった。

　突然、彼女の口から「そんなこと言っちゃらめぇぇぇっ」的な言葉が飛び出したからだ。

　しかも声が大きいもんだから周りにいた人達たちがこっち見てる。

　姫もましゅーの発言には驚いたようで動揺が隠せないでいた。

「あっ、あんた……自分が何言ってるか分かってるの!?　そんな大きい声でそんなこと言っちゃダメでしょ！」

「なんでですかー？　だって△△ピーが●●●ピーの中で□□□ピーしたり、◎◎ピーが◆◆ピーみたくなったりしてるんですよー？」

「「アウトォォォォォォォォォォォォォォッ!!」」

　とりあえず俺と姫は大きな声をかぶせて掻き消すより他は無かった。

　ていうか、ましゅーはＢＬ本は好きなクセに、男女の事になると急に疎くなるらしい。

　悪気なんてまるで無い顔してるし、天然にもほどがあるだろっ！

　そうこうしているうちに周囲には、年とし頃ごろの女の子が放送禁止用語を叫さけんでるーっていうんで人が集まりだしちゃってた。

　とりあえずこのままじゃマズイ。

　俺は姫と協力してましゅーを一いつ旦たん会場の外に連れ出すことにした。

「ましゅー、ちょっと外に出ようか」

「そ、そうね。外のいい空気を吸って少し落ち着いたほうがいいわね」

「えっ？　何で落ち着く必要が？　ってあららら？　姫ちゃん??　そんなに引っ張らなくても自分で歩けますよー」

　ましゅーを何とか外に連れ出したものの、俺達が彼女からそういった本を遠ざければ遠ざけるほど逆に興味を示しちゃって再入場はままならず……。あくせくしているうちに本日のコミカは終しゆう了りようしてしまっていた。




×　×　×




　◆　オンライン　◆

「本当に酷い目にあった」

　王都にある海の見える港で雫が口を尖とがらせ不ふ機き嫌げんそうに言った。

「ほんと、雫のせいで大変だったー」

　そう付け加えたのは傍にいたまり緒。

「なんで私のせいなのだ？　明らかにお前のせいだろ」

「はあ!?　どうしてそうなるの？　あんたがモタモタしてるから、はぐれちゃったんでしょ」

「べつに待っていてくれなどとは頼んでいない」

「ふん、ひきこもりの癖くせに遠出しようってのがそもそもの間ま違ちがいなのよ。気分悪くなっちゃうなんて馬鹿みたい。おとなしくあのマンションの中に閉じこもってればいいのに」

「え、そんな事があったの？」

　間近で二人の話を聞いていたリエル姿の俺は、そこでようやく口を挟むことができた。

「そう、この子ったら人ひと混ごみに酔ったみたいで、青い顔して「きぼぢわどぅーい……」とか言い出すんだよ？　まり緒が面めん倒どう見てあげなかったらどうなってたことか」

　あれ？　この二人、いつもいがみ合ってる雰ふん囲い気きだけど、そういうところでは助けたり、助けられたりするんだなー。

　ってか、それより、

「そんな事になってたなんて……知らなかった。ごめん。言ってくれれば助けに行ったのに」

「べつにそんなことしなくてもいいよ。付け上がるだけだから」

「はぁ……」

　そこで雫は言い返すわけでもなく、ただ溜ため息いきを吐ついた。

　その態度にまり緒は眉をひそめる。

「なに？　その溜息」

「疲つかれただけだ。よもやコミカがこれほどまでに精神と体力を削るものだとは知らなかった。明日は参加するのを取り止めて休養を取ろうと思う。じゃあなリエル」

「えっ？　あっ……」

　そう言って雫はあっさりログアウトしてしまった。

　こりゃ相当堪えたんだろうなー……。やっぱり自宅警備員には二日連続で人混みの中はきつかったか……。

　そこで俺は寒気が走るほどの視線を背中に感じて、実際ブルッと震ふるえた。

　振り返るとそこには当然のようにまり緒がいる。

　えっと……これってまさか、一番ヤバそうな人と二人きりの状態!?

　彼かの女じよが見せる含ふくみ笑いが、それはもう……。

「あっ、明日早いから自分ももう落ちよーっと！」

　慌あわててログアウト処理しようと指先を動かしていると、まり緒が不機嫌そうな顔をして、

「そんな逃にげるようにしなくてもいいじゃない。まり緒もこれで落ちるし」

「えっ」

「まり緒も明日は外せない用事があるんだ……。だからコミカには一いつ緒しよに行けないけど、まり緒がいないからって他の女の子に手を出しちゃダメなんだからね？」

「だっ、出しません！」

　突っ込みながらも思う。

　外せない用事って……また友達と約束でもしてるのかな？

「じゃあね」

　そう短く呟つぶやいて、まり緒は緑光の中に消えていった。

　あんまりあっさりなんで、俺はしばらくそこでぽかーんとしていた。

　そんなわけで三日目は雫とまり緒、二人の欠席が確定した。







＃??【最終日に向けての確認？】







　◆　オンライン　◆

《おお勇者メルルーナよ、よくぞ参られた。我わが名はフローレ王国国王【キール十一世】である。何も無い所ではあるが、寛いでゆくといい》

「本当に何も無い所ですね☆」

　メルルーナが軽かろやかな口調でそう言った。

　そこに隣となりにいたノイエヴェルトが、

「だからこそここを選んだのだろ？」

　と、半ばやけくそ気味に言う。

　ここは城内にある王の間。

　しかも国王の御前である。

　豪奢な椅い子すにどっかりと腰こし掛かける恰幅の良い国王は無論ＮＰＣ。そんな彼かれの目の前でメルルーナとノイエは会話を交かわしていた。

「だってこの王様、これしかしゃべらないんですよ？　一つくらいクエストに関わってきてもおかしくない人物なのに。まあそのおかげで他のプレイヤーさんが訪れることもないんですが」

「いくら誰だれもこない場所だからと言っても、これは落ち着かないだろ」

　状じよう況きよう的には王座の前で立ち話をしている感じだ。

「そうですか？」

「一応、こいつは王様だぞ？」

「王様をこいつ呼ばわりｗｗｗ」

「ぐっ……」

「うちの祖父に似てるんで、親近感は湧きますけどね」

「お爺じいちゃん!?」

「ね？　お爺ちゃん」

《おお勇者メルルーナよ、よくぞ参られ――》

「だからって何度も話しかけるな！　これがリアルであれば不敬罪でとうに打ち首だぞ」

「リアルじゃないですから☆　デュフｗ」

「それより明日の事だが、リコッタは間に合いそうなのか？」

「私に聞かれてもエスパーでもストーカーでもないので、そこまでは分かりませんよ。でもそれが不安だから保険として、この前一緒に例のものを買いに行ったんじゃないんですか？」

「まあ、それはそうなんだが……気になってしまうのだから仕方がない」

「気にするなら私のことも気に掛かけて下さいね☆」

「のわっ!?　どどどうして寄ってくるんでありますかーっ!?　そ、そんな、ようじょ姿で近付かれると……ぼっ、僕ぼくは、僕は……卑ひ怯きようでありますっ!!」

「だって口を開けばリコッタのことばかりなんですもの」

「いっ、今はその事で話し合ってるのだから当たり前だろう。それより明日の段取りはどうするのだ？」

「私はいけないのでお任せします☆」

「おいっ！」

「ノイエ――いえ、カールならうまくやってくれると信じてますから☆」

「むむむっ……」

（くやしいでありますが……メルルーナかわいいですなあ）

　黙り込みながらも、そんな事を思うノイエヴェルトであった。







＃04【リコッタが、かなりリコッタでヤバイ】







　◇　オフライン　◇

《コミカ　三日目　ジャンル＠男性向け、創作》

　最終日がやってきた。

　でも会場に足を踏ふみ入いれたのは俺おれと姫ひめとましゅーの三人だけ。

　雫しずくはひきこもりの身で二日連続で参加した為ため、無理が祟ってダウンしてしまった模様。

　美み咲さきさんも外せない用事があるみたいで来ていない。

　そして三日目は参加すると言っていた理り央おだが、

「今やってる作業がもう少しで終わるから先に行っててにゃん」

　と朝になって言われ、今は一緒にはいない。

　なので必然的に昨日と同じメンバーで回ることになった。

　今日も一日目、二日目と同じく朝一からの参加。

　しかし気合いの入れ具合という点では、これまでの二日間とは段違いだった。

　それはなんでか？

　三日目。

　それはコミカ開かい催さい期間の中で最も男共が熱くなる日だから。

　そして今日だけは、彼女らと一緒に回るわけにはいかない。

　俺は今日、絶対に手に入れたい同人誌がある。

　某サークルのトトカルこのはちゃん本、他多数。

　ちなみにその同人誌達はすべて、ちょっぴり〝えっちぃ〟な本である。

〝えっちぃ〟と言っても、昨日みたいにマスターの策略で思わず手に取っちゃった〝完全に18禁！〟っていう感じのヤツじゃなくて、どちらかというと肌はだ色いろ率はほぼ皆無に等しい。

　言うなれば〝フェティッシュ〟な物なのである。

　どんなフェティシズムがそこにあるのかは…………すまんが言えない。

　そんなコアなもの他人には理解し難いだろうし、それにその同人誌に影えい響きようされてまた姫が変な気を起こしたり、ましゅーがそいつの内容を音読しないとも限らない。大事になりそうなものは最初から避けておくべきだろう。

　だからなんとしても、ここは一人にならなければいけないのだ。

　俺は入場するなり、

「じゃあ俺は所用があるのでここで」

　と言って彼かの女じよ達たちから離はなれた。

　しかしすぐに背中からリュックを引っ張られて、鎖さ骨こつの辺りに肩かた紐ひもが食い込む。

　リュックを掴つかんでいたのは姫だった。

「ちょっと、どこ行くのよ？　あんたにエスコートしてもらわないと、あたし初心者なんだからどこに行っていいか分かんないじゃない」

「それはほら、経験者のましゅーがいるから平気でしょ？」

　するとましゅーは天使のような笑えみを浮うかべて、

「死にます」

「…………」

　その一言は黄門様の印籠に匹敵する強制力を持つから困る。

「そもそも所用って何よ？　あたし達が一緒じゃ何かまずい事でもあるわけ？」

　ギクッ

　姫が鋭するどい所を突ついてくる。

「えーと……あー……そうそう！　トイレに行こうと思って」

「はあ？」

「こんな場所だからさ、トイレもすごい行列なんだよ。ちょっと時間がかかるかもしれないから二人はこの辺で見て回っててよ。戻もどってきたら携けい帯たい鳴らすから」

「そうなの、仕方がないわね。じゃあ文芸サークルの辺りを見てるわね」

　咄とつ嗟さに吐ついた嘘が意外にも通じた。

　おっし！

　俺は心の中でガッツポーズを決める。

「なんか嬉うれしそうね」

「ですねー」

　彼女達は不ふ審しん感ありありの視線を向けてくる。

「えっ、そ、そそそんなことないよ？」

　こいつはボロが出る前にさっさと行かないと。

「じ、じゃあ、行ってくるよ」

「あんまり待たせないでよね」

「お気を付けてー」

　腕うでを組んで不機嫌そうにしている姫と、手を振ふるましゅー。

　そんな彼女らを見ているとちょっと後ろめたい気がしてきた。

　用事済ませたら速攻で帰ってこよーっと。

　俺の足は目的地にたぐり寄せられるようにスムーズに動き始めた。

　既にカタログで購こう入にゆうすべきサークル番号はチェック済み。

　効率の良い進行ルートは頭の中に完璧に入っている。体はそれに連動しているだけだ。長蛇の列の壁かべサークルとかは含まれてないから、うまくすれば一時間で帰ってこれるかもしれない。

　そしたら、ちょっと長いトイレだったねーってくらいで言い訳が利きそうだ。

　良い展望が見えてきた頃ころ、俺の足は最初の目的サークルに到達しようとしていた。

　と、その時、視界の端はしにふと映ったある同人誌が俺の脳内記き憶おくに触ふれた。

　思わずそのスペースの前で立ち止まる。

　机の上に置かれた同人誌のタイトル。

〝星くず学者スカラーニャルミちゃん〟

　どっかで聞いたことある名前だなーと思ってたら、これ――

　理央が大好きな、あのサークルさんじゃないのか？

　リコッタのアバターを作る際に参考にした元ネタってヤツ。

　しかもご丁寧にサークル名の札が机上に置かれていた。

［毒デムパ製作所］

　確かそんな名前だったな。ここで間ま違ちがいないだろう。

　そういえばまだ理央は会場に来てないっぽい。到とう着ちやくしたのなら連れん絡らくぐらい寄越しそうだからね。

　どうしよう。買っておいてあげた方がいいかな？

　売り切れる、ってこともあるかもしれないし。

　まあ被ったら被ったで、それを機会に俺も読んでみるか。

　そう思って俺は新刊である〝星くず学者スカラーニャルミちゃん（３）〟を手に取る。

　表紙には宇宙船らしきものをバックに主人公のニャルミちゃんと思われる銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみの女の子が描かれていた。

　こうして見るとリコッタに似ているような……そうでもないような……。

　ま、その辺はどうでもいいか。

「すみません、これ下さい」

　俺は手にしていたそれを購入し、すかさずリュックに詰つめる。

　さて、後は自分のものだけだ。

　気合いを入れて、再び足を動かし始めた時だった。

　前から奇き妙みような格好をした男が近付いてくるじゃないか。

　なんだありゃ??

　いわゆるコスプレイヤーというものなんだけど、その緑色をした西欧貴族風の衣装は体に対してサイズが合ってないというか、なんというか…………

　ものすごくぴっちぴちです！

　しかも被っている金きん髪ぱつウィッグからは長い地毛がはみ出だしちゃってるし、足あし下もとは普ふ通つうのスニーカーだし、色々とグダグダだ。

　というかレイヤーとしてのポリシーが足らん！

　そんなふうに嘆なげいていると、そのグダグダコスプレイヤーに突とつ然ぜん話しかけられてビビった。

「ピキピキピキーン！　これはこれは慧けい太た氏、マジで奇遇ですな。かなり偶然でありますよ？」

「えっ？　って、おまっ……京きよう也や!?」

「イエス！　慧太氏の唯一無二の親友の僕であります」

「いやあ……あんまり酷い格好なんで分からなかった。てか、これ何のコスプレ？」

「相変わらず、さらりと息の根を止めにきますな、慧太氏。まあ見て分かるでしょう？　これはゼクス上のカールと同じ装備ですよ」

　言われてみれば金髪の毛先がくるんとカールしてたり、衣装もなんとなくそんな感じだった。しかし衣装のことは目を瞑ってみても、中身はオンライン上のイケメン男に比べるとあまりにも違いすぎる。せめてその眼鏡めがねを外せ。

　俺はパンツの裾すそが短くて脛が露わになっている足下を見ながら言う。

「それはそうとサイズくらいどうにかならなかったのか？」

「ああ、これですか？　ちょうどＳサイズしかＣＯＳＰＥコスペに置いてなくてですねー」

「なんだ、これ既製品か」

「ええそうですよ。いやあ、しかしこれを買いに行った時は困りました。あの人が「あーこれかーわーいーいー。ねえ試着してみていい？」とか言い出す始末でして……場所をわきまえろと、歳を考えろと……」

「あれ？　誰かと一緒に買いに行ったの？」

「あっ!?　いっ、いや、もっもちろん一人で行ったのですよ。僕の脳内嫁よめがそうワガママを言うもんですから！　ガハハハ」

「なるほど、それは大変だな」

「ええ、外出時くらいは頭の中にこもっていて欲ほしいですよ。ガハハ」

「あ、そういや〝こもる〟で思い出した」

「なんでありますか？」

「いやね、うちの理央がここんとこ毎日部屋にこもって何かに没ぼつ頭とうしてるようなんだけどさ。俺に理由を教えてくれないわけよ。思うに、それってこの前バイト先でお前とマスターと理央の三人で何か話してた事があっただろ？　その時を境にこもり始めたような気がするんだよ。だからお前、何か知らないかと思って」

「いや、僕は知りませんね」

「じゃあ何の話をしてたんだ？」

「えっ……ああ、あの時は確か……そうそう新メニューの話がマスター氏から出てですな、その話をしていましたぞ」

「そうか……」

　理央も同じ事を言ってたな。ってことは、マジで新メニューなんか考え始めたのか、あの人は……。バイトの俺には何も伝えずに……。

　でもおかしいなー、絶対そこが切っ掛けだと思ったのになー。

「そういえば京也、お前コスプレ趣しゆ味みなんてあったっけ？」

　女物衣装ならまだしも、男物に京也が金を出すだなんて違い和わ感かんがあったので聞いてみた。

　そしたら彼は意味深にニタニタと笑みを浮かべ始めた。

「これはイベントに参加する為であります」

「イベント？」

「あれ？　知らないのでありますか？　ゼクスのコスプレイベントですよ。開発会社であるドレイクソフトが企き業ぎようブースの一つとして野外展示場を丸々貸し切りで出展してるんです」

「え？　そんなのやってるの？　ここで??」

　コスプレは興味無かったから、そもそもチェックすらしてなかった。

　で、何？　貸し切りだって??　そりゃあドレイクソフトはゼクスの人気もあって今上り調子の会社だけどさ、まだまだ歴史の浅い新会社だ。

　ＥＳＧのサードパーティの中でも老舗のデルタイーストやコソパイル、オンラインＦＰＳドスクリムゾンで絶大なる人気を誇るニコールソフトウェアだってそんな大規模出展はしたりしてない。

　それがゲームショウでもないのにそんなに大きなイベントをやるなんて、コミカの客層を引き込もうっていうのかなあ？

「駄だ目めですなー。そんなのではゼクスのヘビーユーザーは名乗れませんぞ？」

「いや別に名乗ってないけどな。それでそのイベントに参加するとなんかあるの？」

「ええ、もちろん。ゼクスのキャラクターコスプレをして会場に行くと、コミカ限定武器アイテムのコードが記されたカードがもらえるのでありますよ。レベル20後半向けの武器で、しかも基本職別に用意されているみたいですよぞ」

「なんと！」

　それは知らなかった。今、間に合わせの武器を使ってるところだったから、これをもらえば丁度いいじゃないか！　でも……

　今からじゃコスプレ衣装なんて用意できないじゃん！

　くそぅ！

　心の中で悔しがっていると、虚こ空くうを見み詰つめていた京也がふと何かを思い出したように口を開いた。

「そういえば先さき程ほどその会場に向かう妹氏を見かけましたぞ」

「なんだって??　それは本当か？」

「ええ、確かに。コスプレ衣装も着てましたしね」

　寝ね耳みみに水だった。

　彼かの女じよは会場に着いたら必ず連絡をくれるものだと思っていたから。

　それに……なんとなく分かってきた。

　ここ数日部屋にこもってたのは、そのコスプレ衣装を作る為だったんじゃないのかと。

　今日という日に間に合わせる為に毎日欠かさず徹夜で作業。

　そこまでする理由はまさか――――

　配布されるのは、京也の言う通りであれば基本職向けの武器。

　リコッタの錬金術士アルケミストは上位職ハイクラスジヨブなので手に入れても自分は装備出来ない。

　それを誰かにあげるといってもギルメンくらいしか知り合いはいないだろうし。

　しかもギルメンの中で基本職なのは聖職者クレリツクである俺と盗賊シーフの姫だけだ。

　それに彼女はずっと俺の壊こわれた武器の事を気にしていた。

　これだけ揃えば間違いないだろう。彼女はリエルにそいつを持たせる気なのだ。

　ったく……気にしなくていいって、あれほど言ったのになー。

　あ、でもちょっと待てよ？

　超が付くほどのあがり症しようである彼女がコスプレだなんて、かなりの勇気がいるんじゃないのか??

　幼い頃の彼女を知っている俺は、その行こう為いがどれだけハードルの高い事かを知っている。

　なんだか心配になってきた。

「俺、ちょっと行ってくる」

「そうですか」

　京也はなんともあっさりとした返事をする。

　そのままコスプレイベント会場に向かって駆かけだした俺。その背中に、

「グッドラック」

　なんて言葉が聞こえた気がするが、今はそんなことに意識を向けている暇ひまは無かった。
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　俺はイベント会場である西館前の野外展示場へと足を踏み入れた。

　すぐさま視界に入ってくるのは、炎えん天てん下の中、会場を埋うめ尽くさんとするほどのコスプレイヤー達たち。

　しかもここにいる全すべてのコスプレイヤーがゼクスのコスを身に付けているもんだから、一いつ瞬しゆんだけ王都の中央広場が現実リアルに現れたのかと錯さつ覚かくしてしまった。

　どのレイヤーも格好良かったり、可か愛わいかったり、武器やコスチュームもかなりいい出来映えだった。

「すげえな……」

　リアルには興味が無かったから、コスプレ会場なんて今まで完全にスルーしてきた。けどこうして改めて見てみるとその気合いの入りように感心せざるを得ない。

　特にレベルの高いレイヤーの周りには人ひと集だかりが出来ていて、ちょっとした撮影会みたくなっている。

　電気的なシャッター音が鳴り響く横を通り過ぎながら、カメラ小僧が取り巻く中心を横目でうかがう俺。

　たくさんのレンズが向けられている先には、スタイルの良い女の子が魅惑的なポーズを決めていた。しかもそのコスチュームの露ろ出しゆつ度どが高いもんだから目のやり場に困る。

　胸むな元もととか腰こしの辺りとか……ぐほっ!?

　途と端たん、体の芯が微かに熱を持ち始める。

　俺は慌あわてて地面に視線を逃がした。

　ああ、これだからリアルはいけねえ！

　俺にとっては刺し激げきが強すぎる。

　みんな良く平然とカメラなんて向けていられると思うよ。やっぱり女の子は二次元に限るよなー。

　それになんか違ちがうんだよ。三次には二次のような透明感というか、儚さというか、そういうものが感じられない。妙みような粗も見えてきてしまう。

　うん、俺には二次嫁さえいれば問題無いな。あとゼクス。

　さて、俺は理央を捜さがしに来たんだった。

　とはいえ、この混雑の中でどうやって見つけたらいい？

　さっきここに来る前に理央宛あてに携帯でメールを送ってみたけど返事は無いし。

　いきなり頓挫してしまった。

　しかしながら、この野外展示場全部をドレイクソフトが企業ブースとして貸し切っている。ならば例の限定武器配布をやっているブース本部がどこかにあるはずだ。

　俺は会場を見み渡わたす。

　すると奥おくの方でコスプレイヤーが列を成しているのが見えた。

「あそこか」

　他にそれっぽいのが無いので多分そうだ。限定武器を求めてやって来たなら理央はそこにいるに違いない。

　俺の足は列に向かって会場の奥へと動き出した。

　人ひと混ごみを縫って進む。

　するとその途と中ちゆうで、黒い塊を発見する。

　それは異様なほどの人数が集まって出来た人集りだった。さっきその辺で見た人集りとは集まり方のレベルが違う。人と人とに隙すき間まがまったく無くて対象が全然見えないし。

　恐おそらく有名なコスプレアイドルとか、そんな感じだろう。

　俺には興味の無い事だ。

　でも――

　これだけの人を集める力ってのもスゴイよな。そう思うとちょっとだけ気になってくる。

　百聞は一見にしかず……か。

　俺は端の方から中心をうかがえる場所を探った。どんなもんか、ちょろっとだけ見られればそれで満足だったから。

　そんなわけで周囲をうろうろしていると、とあるカメラマンの脇の下からチラリと中が見えた。

　最初に見えたのは足下のブーツ。それから上へと視線を辿たどって行くと細い脚にオーバーニーソックス。

　やはり女子レイヤーのようだ。

　更さらに上へ辿って行くと、短めのスカートにヘソ出しのチューブトップ。その上から白いロングコートみたいなのを羽織っている。

　髪かみの毛は銀髪で、頭の上には猫耳があり、その間からはアホ毛が一本生えていた。

　って、あれ？

　この装備の組み合わせといい、その見慣れた銀ぎん髪ぱつ猫ねこ耳みみといい、

　もしやとは思うが……そのもしやか!?

「ちょっとすみません」

　俺おれは思わずカメラマンの脇の下から前へと乗り出した。

　その際に不愉快な顔をされちゃったけど、でも、それでハッキリと人物の姿を捉とらえることができた。そう、やっぱりそれは――

　理央だった！

　というか、俺には理央というよりもオンライン上のリコッタそのものに見えた。

　オンとまったく同じ衣装というのもあったが、二次元ヴアーチヤルを現実リアルにそのまま落とし込んだような精緻さがあった。

　滑らかなくすみの無い白しろ肌はだ。技巧をこらした宝石のような瞳ひとみ。躯体はフィギュアのように洗練された曲線を描えがいていた。

　まるで計算して作られたような美少女である。

　衣装一つでこれだけ違って見えるものなのだろうか？

　恐らく周囲の人間もその完璧さにやられてしまっているのだろう。

　シャッターを切る者もいるが、大たい概がいは見み惚とれて棒立ち状態だ。

　しかし、周りからの好意の視線とは裏腹に、当の本人は緊きん張ちようでガチガチに固まってしまっていた。

　だって、良く見れば足はカタカタと小刻みに震ふるえていたし、顔色も青ざめているように見える。視線も定まらないし、全体的に挙きよ動どう不ふ審しん。

　それもそうだ。理央は元来からのあがり症で、こんなにも多くの人目に晒さらされる事には慣れていない。オンラインですら見知らぬ人とはまともにコミュニケーションが取れないんだから。

　大方、限定武器をもらいに来たら、

「写真一枚撮らせて下さい」

　とか言われて断れず、そうこうしている間に人集りが出来てしまって、「終わりにさせて下さい」とも言い出せなくなっちゃったんだろうなーと推測。

　ここは俺がなんとかしてやらないとな。兄として。

　思い立った俺は、さらに人垣の内側に入ろうとする。
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　と、その時、あるものが目に入ってきた。

　理央のすぐ前に陣取る十数名のカメラ小僧達。

　彼かれらのファインダーに映るものは、理央の胸元のアップだったり、スカートの裾だったり、異常なほどのローアングルだったりと全てが際どいものばかりだったのだ。

　しかも彼らはシャッターを切りながら、

「いいよ、いいよ、もっと足を開いてみせて」

「そうそう、胸をもっと強調する感じで」

「次は尻尾を撮りたいから、こっちにお尻を向けてくれるかな？」

「そこに座すわって足を組んでみせて」

　とか言っている。

　理央はもちろんそんな要求を呑むわけにもいかず、かといって口に出してハッキリと拒きよ否ひできるような度胸も無い。

　彼女に残された唯一の抵てい抗こうは我が慢まん。

　ただひたすらに我慢。

　唇くちびるを噛み締めて。

　でもそんなのが長く続くわけもない。

　周囲からの圧迫に耐たえきれず、目め端はしに溜まっていた大おお粒つぶの涙なみだが決けつ壊かい。それが切っ掛けの如く次から次へと溢あふれ出してきて衣装の襟を濡らす。

　だが周りはフレームに映る被写体にばかり気を取られていて、誰だれも彼女の涙には気づいていなかった。

　ただ一人――

　俺だけを除いて。

　沸々と怒いかりが込み上げてくる。

　気が付けば俺は群衆の真ん真ん中に飛び出していた。

　全ての視線から理央を守るように両手を広げて立ちはだかる。

「撮るな!!」

　理央は俺の登場に目を丸くしていたが、カメラ小僧達からはすぐに罵詈雑言が飛んできた。

「おい、邪じや魔まだよ！　見えないじゃないか！」

「何考えてんだ！　撮影の妨害だぞ！」

「早くそこをどけよ！」

　様々な罵ののしりが俺に降り掛かかる。

　そんなの別にどうってことないんだが、次の一言にはちょっとだけカチンときてしまった。

「なんだお前は！　関係者じゃないなら、どっか行けよ！」

　俺は何かを堪えるように、ゆっくりと息を吐はく。

「彼女はなぁ……彼女は…………」

「??」

　ただならぬ雰ふん囲い気きを感じ取ったのか、彼らは急に黙り込む。

　そして俺は――

「彼女は、俺のものだぁぁぁぁぁぁぁぁっっ!!」

　大きく叫さけんでいた。

「って……あれ？」

　しまったああああああああああああああああっ!!

　俺の妹だーっ！

　って言おうとしたんだけど、ちょっと頭に血が上ってて噛んじまった！

「いや、これは……ちがっ……あ……」

　見れば理央は頬ほおを赤らめ、身をよじらせてクネクネしている。

　こいつは完全に勘かん違ちがいしてる！

　まあ今はそれを説明してる場合じゃないか。

　とにかくこの場から立ち去ろう。

　そう思った俺は理央の腕うでを掴つかんで走り出した。

「行くぞ」

「えっ、ちょっと!?　にぃ??」

　背中の方でカメラ小僧達が何か言っているが気にしない。

　俺は彼女を連れてコスプレ広場を出た。

　そのままコミカ会場の出口付近にまでやってくる。この辺が比較的人通りが少ないし、落ち着くにはいいだろうと思ったから。

「ふぅ……大変だったな」

　俺は息を吐はきながら近くの壁かべにもたれ掛かって座る。

　理央は隣となりに立ち尽くしたまま、そんな俺を見詰めていた。

「大だい丈じよう夫ぶ？　他に何かされてない？」

　彼女は黙だまって首を縦に振った。

「ああいう奴やつらにはさ、我慢なんてしなくてもいいんだぞ。もしガツンと言えないなら、俺を呼べばいい。一応これでもお前の兄貴なんだし。お前の事は〝ずっと見守ってる〟からさ」

　俺はただ普ふ通つうの事を言っただけだった。

　なのに理央は堰を切ったようにその場で泣き崩くずれた。

「おっ!?　おい、どうしたんだよ？　なんか俺、まずい事言った？」

「ひっく……ううん……違うの……昔にぃがリコッタのことを〝ずっと守るから〟って言ってくれたのに……いまだにあがり症を克こく服ふくできてない自分が悔しくて……」

　あれ？　なんだか違和感が……。

　彼女が昔俺と交かわしたと言う約束は〝ずっと守るから〟

　でも今俺が口にした言葉は〝ずっと[image: ]見[image: ]守るから〟

　一字付け加えただけで急に記き憶おくが鮮明になってくる。

　〝ずっと見守るから〟なら俺は確かに約束した記憶があるのだ。

　彼女が小学生の時、何をするにもあがり症で困っていたので「俺がずっと見守っててやるから安心していいぞ！」って言ってやった事があった。

　どうやらその辺に、お互たがい認にん識しきの違いがあるらしい。

　俺はふと、その時の事を思い出だす。
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　あれは理央が小学六年生の時。

　俺がパビコ（チョココーヒー味）を持って、

「理央ー、半分食べるー？」

と彼女の部屋を訪れた時だった。

　いつも家の中ではニコニコしている彼女が、今日に限って机に向かったまま沈ちん鬱うつな表情で固まっていたのだ。

　どうしたのだろう？　そう思って彼女の手元をのぞいてみると、そこには白紙の原稿用紙が数枚、手付かずの状態で放置されていた。

　なんだ、感想文か何かの宿題で悩なやんでいるのか、と思ったのだが……それにしては表情が重すぎる。そこで心配になって声をかけてみると、今度校内で開かれる弁論大会の代表に選ばれたのだと教えてくれた。

　すぐに思ったのは、極きよく度どのあがり症である理央が自ら進んでそんなものに立候補するだろうか？　という事。だから、さらに詳くわしく事情を聞いてみた。

　理央が言うには、弁論なんて自分にはまったく縁の無い事だから完全に意識外にあったらしい。

　でもある時、知らぬ間に自分が代表に決まったと告げられ、びっくりしたのだという。

　どうやらクラス内でも誰もやりたがる人間がおらず、たらい回し状態になっていて、そこで文句を言わなそうという理由だけで理央にその役割が回ってきたのだとか。

　しかもそれは彼女が学校を休んでいた時に決められたらしい。

「出来るはずないよ……」

　理央は脅おびえた面持ちでそう言った。

　当然のようにクラスのみんなも先生も誰も助けてくれない。

　しかしそれはもう決まった事。

　予定は変えられない。

　だから俺は言ってやった。

「その日、保護者席でずっと見守っててやるから」と。

　どうせ家の両親は忙しくて出席なんて出来ないんだし、兄が行っても問題無いだろう。

　そしてやってきた当日。

　俺は言ったとおり、会場で彼女を見守っていた。

　でも、それだけで元来のあがり症が克服できるものでもない。

　壇上に立った理央は一言も発することが出来ず、ただ震えているだけだった。

　ざわつく客席。

　慌て始める教師達。

　気の毒に思った担任が彼女を壇上から降ろす。

　俺は会場の外に出た理央を追い、呼び止めた。

　そして未いまだ萎縮して重苦しい面持ちでいる彼女に告げる。

「よく頑がん張ばったな」

「え……でも……私……」

　理央は呆ぼう然ぜんとした様子で俺を見る。

「これからも〝ずっと〟見守ってるから。でも本当に助けが欲ほしい時は俺に言うんだぞ。その時は必ず〝守るから〟」

　そう伝えると、今まで生気を失っていた理央の顔が急に晴れ晴れとなってゆくように見えた。
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　あ、言ってたね。

　ちょっと違うけど、〝ずっと守るから〟ってちゃんと言ってた。

　これの事かー。やっと思い出せた。

　そういえばその時を境に急に理央の態度が変わったんだよね。

　なんていうか、俺と目を合わせるだけで顔を赤らめたり、今まで何でも無かった事を恥ずかしがったり、妙によそよそしくなって――――

　とか思い返していると、肩かたの辺りに変な感かん触しよくが……なんだこれ？

　見れば、いつの間にか隣に理央が腰こし掛かけていて、その頭を俺の肩に預けてきていたのだ。

「おわっ!?　なっ、ななななにっ!?」

「悔しいけど……でも、やっぱりこうしてると安心する」

「え？」

　肩に寄り添って眠るようにしている彼女の表情は、酷ひどく安あん堵どに包まれていた。

　俺は不覚にもドキドキしていた。

　だってオンラインと同じ姿の美少女が寄り添ってきているんだから。

　とてもこれが自分の妹だなんて思えない。

　いや、思わないとまずいだろ！　この状じよう況きようは。

「あ、あの……理央？　ちょっとだけ離はなれてくれないかなー……ね？」

　落ち着いていた彼かの女じよに遠えん慮りよしつつもお願いする。

　すると彼女は俺の肩からゆっくりと顔を上げ、涙で濡ぬれた目尻を指先で拭った。

「ごめん……にぃ」

「え？」

「私、あの時からなにも変わってない……」

　そこで理央は地面に視線を落として何か考えているようだった。

　そして不意に口を開く。

「だってまた、このあがり症しようのせいでにぃに迷めい惑わくをかけちゃったんだもん。このコスプレだって、髪だけじゃなく衣装も揃そろえて完全にリコッタに成り切ったら、別の自分になれるって思ったから。そうすればもう、あがらないんじゃないかって。でも駄だ目めだった。結局何も変わらない。変えられない。どうして…………私は……」

　申し訳無さそうな顔で見上げてくる彼女に、俺は不謹慎ながらも笑ってしまいそうになった。

「何言ってんだ？　変わる必要なんて無いだろ。あがり症だと何か悪いの？　誰も迷惑だなんて思わないよ。周りの人間は普通にあがりやすい人なんだなーって思うだけさ。ただそれだけ。だから理央は理央のままでいいと思うよ」

　そう素す直なおな気持ちを伝えたら、理央はそこで一点を見詰つめたまま硬直してしまった。

　どうした？　今度こそ俺、地雷踏んだのか??

　そんなふうに不安になっていると、彼女は途端に我に返り、ムッとした表情を浮うかべた。

　やべ……やっぱり怒ってる!?

「何言ってるにゃりか！　リコッタはリコッタにゃりよ!!」

「へ？」

　ぷりぷりしながらいつもの猫ねこ語に戻もどった理央。それに俺が呆然としていると、彼女の顔はなぜだか柔にゆう和わな笑えみに変わった。

「そういえばまだ限定武器を手に入れてなかったにゃん」

「やめとけって。あそこに行ったらまた大変なことになるだろ？」

「でもぅ……リエルの為ために武器が欲しかったにゃん」

「その気持ちだけ受け取っておくよ」

　やはり彼女は俺の為に武器を手に入れようとしてくれていた。しかも徹夜でコスプレ衣装まで作って。

「そういえばお前、そのイベントどこで知ったんだ？」

「それはこの前にぃのバイト先に行った時、マスターと京也先輩が教えてくれたにゃん」

「やっぱりあの二人か……」

　怪あやしいなあと思ってたんだよ。

　でもあの二人、理央を焚き付けたところで何のメリットがあるっていうんだ？

　まったく意図が不明だ。

　特に京也。理央が武器の事気にしてるって釘くぎを刺さしておいたにもかかわらず、余計な事を吹ふき込みやがって……。今度会ったら問い質せねばなるまい。

　それに一つ気になる事がある。

　あいつ、俺の妹と初対面のはずなのに、あの誰が見ても特とく徴ちようが有りすぎる銀髪猫耳を見ても驚おどろくどころか話題にも出さなかったのだ。

　怪しすぎるだろ。

「にぃ」

　憤っていたところに不意に呼ばれて我に返る俺。

「どうしたの？」

「リコッタはちょっとこの衣装を着替き　がえてくるにゃん」

「あ、ああそうか、そうだな」

「じゃあ行ってくるにゃん」

「あ、待って」

　俺はある事を急に思い出して立ち上がろうとした彼女を呼び止めた。

「にゃ？」

「別にあとでもいいんだけどさ、今思い出したから」

　そう言って俺は自分のリュックから一冊の同人誌を取り出した。

　その表紙を見て、理央は目を丸くする。

「こっこれは、星くず学者スカラーニャルミちゃんの新刊にゃん!?　にぃが買っておいてくれたのにゃ??」

「ああ、たまたま通りかかったんだけど、完売したらまずいと思って買っといた」

「わー、ありがとにゃん♪」

　喜ぶ理央――というか、その姿はもう完全にリコッタに見えた。

　作り物のしっぽだって、オンのようにフルフルと揺れている気がした。

　だがそこで、本を受け取ろうとしていた彼女の手が止まる。

「にぃにも是非読んで欲しいにゃりよ。ちょっとパラパラっとでもいいにゃりから、めくってみてにゃん」

「え……じゃあ、ちょっとだけ……」

　どんなものなのか全く興味が無いわけではない。なので触りだけでも読んでみるか……と思ってペラペラっとめくってみた。

　そしたら誤って最終ページをいきなり開いちまった。

　目に飛び込んできたのは明らかにクライマックスを終えた後のエンディングシーン。

　しっとりとした雰囲気の中、生き別れていた兄と主人公のニャルミが再会を果たしている場面だった。

　いきなりネタバレしちゃって感動シーンも台無しじゃないか！

　俺は慌あわててページを戻そうとしたんだけど、最後のコマにあった絵を見て驚きよう愕がくしてしまった。

　なんでかって？　それが紛れもない…………キスシーンだったから。

　ありえねえー。

　いくらマンガだからって、兄と妹がそんなのありえねえー。

　こんなのを平然と読める兄がいたら、そいつは正気じゃない。

　って事で、俺おれはまともだからこいつは読まずに理央に渡すとしよう。

「やっぱ、いいや」

　本を丁寧に閉じる。

「ああーっ、なんで閉じちゃうにゃん」

「いや……こういうのは俺には合わないっていうか……」

「でもリコッタに似てるにゃりか？」

　理央は表紙のニャルミちゃんを指差してそう聞いてくる。

「うーん、似てるっちゃあ似てるけど……これが元ネタとはいえ、今のお前はゼクスのリコッタにそっくりだけどな」

　俺の答えに彼女は意味ありげな微ほほ笑えみを見せた。そして――

「そう言ってもらえれば本ほん望もうにゃん。このコスプレのおかげで、にぃの妹じゃない自分に近付けたって事だもんにゃ」

「え……それはどう言う意見ぃぶぉほっ!?」

　それは同人誌を手渡そうと理央の方へ振ふり向むいた瞬しゆん間かんだった。

　最初は何が起きたのか分からなかった。

　突とつ然ぜん息が出来なくなったので、おかしいなあと思っていたら……理央の顔がすごく近くにあることに気づいて。

　次に唇の辺りにやたらと柔やわらかい感触を感じ。

　それが呼吸を妨げている原因だと判明したところで、ようやく事の重大さを理解した。

　そう、俺おれ達たちは――

　キスをしていた。

　虚こ空くうを見詰めたままの俺から、理央がゆっくりと離れてゆく。

　そのまま彼女は視線を地面に落とし、頬を染めてはにかんだ。

「おっ、おおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおまっ……何のつもり……!?」

　あまりの事に俺はうまく言葉が出てこない。

　さっき、こういうのはありえないって思ってた矢先の不意討ち。

　なんなんだこりゃ!?

　実じつ妹まいとキスだなんて……こんなの嘘うそだ！

　絶対夢だ!!

　夢としか思えない！

　いや、夢じゃなきゃ生きて行けない!!

　しかし今も唇に残る、湿り気と、温もりと、柔らかさの記憶。

　それが現実を直視させる。

「だから……だから……」

　体が発熱して溶解してゆくような感覚に陥おちいる。

「だから……リアルは嫌きらいなんだぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

　そこで俺は人生何度目かの気を失った。




×　×　×




　俺が意識を取り戻すと、視界に入ってきたのは会場を後にする人達たちの脚。それが目の前をバラバラと通り過ぎて行く。

　えーと……これは……？

　すかさず携けい帯たいで時計を確かく認にんすると、すでにコミカの終しゆう了りよう時刻だった。

　しばし呆然とし――

「俺、結局、何も買えてないじゃん！」

　それを思い出したら超凹へこんだ。そして、

「リコッタの心の同人誌ならいつでも無料配布にゃりよ」

　なんて声が吐息交じりに耳元でしたもんだから、俺は鳥とり肌はだが立った。
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「おわっ!?」

　床ゆかを二回、三回と転がって距きよ離りを取る。

　だって理央のやつが俺の首元にぴったりと顔を寄せ、張り付いていたんだから。

　どうやら俺が意識を失ってた間、ずっとそうやって寄り添ってたっぽい。

　また逝ってしまったらどうすんだよ！　で、なに？　心の同人誌だって??

「そんなのいらないから、早く着替えてきなよ。更衣室閉まっちゃうよ？」

「あ……そうにゃりね」

　普通にマズイと思ったのか、それで彼女は素直に更衣室に向かった。

　――数分後。

　着き替がえ終わった理央と一いつ緒しよにある場所に向かう。

　隣に並んで歩く彼女の足取りは僅わずかに軽い。

　時折こちらを向いては目が合う度に照てれ臭くさそうにしている。

　それがさっきのキ……あっ、あの出来事を思い出させて――もっと凹んだ。

　俺もなんだか気まずくて、どう彼女と接したらいいか分からない。

　そんな俺達がどこに向かっているかというと、会場外にあるモニュメント的な場所。

　そこで姫＆ましゅーと待ち合わせだった。

　彼かの女じよ達たちにはトイレに行ってくると言ったままだったから、今いま頃ごろはさぞ御お冠かんむりの事だろう。

　これは出会い頭にジャンピング土下座しかないのか？

「べつに土下座とかしなくていいわよ」

「へ？」

　まるで俺の心を読んだような声がして驚いた。

　見れば目の前に姫がいた。傍そばにましゅーもいる。

　悶々と考えながら歩いてたら、いつの間にか待ち合わせの場所に到とう着ちやくしていたらしい。

「その代わり今度何かで埋うめ合わせをしてもらうから。ふふっ」

　ものすごく楽しそうに微笑む姫。

　嫌いやだなあ、もう。

　でもましゅーは、

「ずいぶんと長いトイレだったんですねー」

　と純粋すぎるぐらい純粋さんだった。

「ごめん、こんなに長くなるつもりは無かったんだけどさ……」

　俺が素直に謝あやまると、リコッタが横から割って入ってくる。

「にぃは悪くないにゃん。全部リコッタが悪いにゃりよ」

「なにそれ？　どういう事？」

「いっ、いや、なんでもないんだ」

　姫は勘が良いからな。ここらで防衛線を張っておかないと理央と何かあったんじゃないかって勘付かれるやもしれない。

「そういえばリコッタ、あんたいつ来たの？」

「開場一時間後くらいからかにゃー？」

「ふーん」

　なんだろうね……この探りを入れるような物言いは。

　俺には姫とリコッタが見えない何かで牽けん制せいし合っているようにも見えた。

　こういうのを見てると雫と美咲さんのやり取りを思い出すなー。

　まあ彼女達はもっと直情的な罵ののしり合いだけど。

　そう――たとえばあんな感じ。

　俺はふと通りの端はしに目を向けていた。

　そこには二人の女の子がいて、なんだか喧嘩中のご様子。

　巻まき髪がみの子だけがガミガミと捲まくし立たて、もう一方の子はホワイトボードを掲かかげるだけで一言もしゃべらないという不思議な構図だが……

　って、本人じゃねえか!!

　そこにいたのは欠席したはずの雫と美咲さんだった。

「二人とも何してんの、そんな所で!?」

　俺の声に彼女達が振り向く。

「あ、鷺さぎ宮みやくん♪」

『やあ』

「やあじゃねえよ！　来ないんじゃなかったの？」

　そこで美咲さんが、

「それがね、用事が済んだ帰りに気になって、雫の様子を確かめに家に行ったら、抜ぬけ駆がけしてコミカに行こうとしてるこの子の姿を見かけて……」

『ちょっと海が見たかっただけ』

「もっとマシな嘘はないのか！」

　二人がいつからそこでそうしてたのかは知らないが……もうコミカ終わっちゃったんだけどね。

　まあ俺自身、今年の夏はコミカに参加したっていう感覚がまるで無いまま終わってしまったけど……。

　さて今はそんな事より、この三日間本当に疲つかれたから早く家に帰って休みたいのが本音。

　さすがに今日はゼクスは控ひかえて、すぐに風ふ呂ろ入って寝ねようかなー。

　俺はやけに軽いリュックを背負い直し、みんなに向かって、

「そろそろ帰ろうか」

　と口にしようとした時だった。

「おや？　慧兄じゃないか。こんな所で奇遇だね」

　聞き覚えのある声が背後からかかった。まさか……と思って振り向くと、すらっとしたスタイルの彼女がさも嬉うれしそうにしてそこに立っていた。

　会場で俺を追いかけ回していたあの鳴なる海みである。

「ぎゃっ!?」

「ぎゃっ!?　じゃないよ、失礼だなー。こんな僕ぼくでも慧兄の愛人なんだからね？」

「ぅぇっ!?　なんでいつの間に一目惚れから愛人に昇しよう格かくしてんだよ！」

　こんなやり取りをしていて姫とリコッタが黙だまっているわけもない。

「ちょっと慧太??　あっ、愛人ってどういうこと!?」

「その前に一目惚れとかどういう事にゃん!?」

「いやいや、そうじゃなくて！　これは違ちがうんだ」

『どう違うのか説明を』

　ボードを突つき付けてくる雫。

　そして美咲さんはこの人、誰だれ？　みたいな顔をしている。さすがのスーパーストーカーさんも情報収集に限界があるようだ。

　そんなふうに俺達がもめている光景を鳴海は不思議そうに見守っていた。

「あれれ？　これはどういった方々かな？　ああ、そうか分かった！　慧兄の新しい召使いメイドだね？」

「誰が召使いメイドよ！」

　姫がムッとした表情で鳴海に噛み付く。

　だが当の鳴海はそこで姫に何か言い返すよりも、その背後でおとなしくしている人物に目を向けた。

「それはそうと……」

　まるで最初から気づいていたのに、敢えて話を振ってなかったみたいな態度。

「おやおや？　そこにいるのはもしかして日ひ眞ま里りじゃないか？」

　その口調はあからさまにわざとらしい。

　鳴海が日眞里と呼んだのは――――ましゅーだった。

　その名前で呼ばれたことで彼女は脅おびえたようにビクッと体を震わせる。それでも決して鳴海とは目を合わせない。

「どういう事だい？　僕の言いつけを守らないでこんな所に出てきているなんて。説明が欲ほしいなあ」

　尋ねられてもましゅーは下を向いて黙り込んだままだった。

　しかも顔面は蒼白で表情は殺人現場に出会したかのように凍り付いている。

　その反応からして日眞里とはましゅーの事で間ま違ちがいないのだろう。

　でも、目の前の鳴海とましゅーの関係が全然見えてこない。

　だから俺は聞いた。

「あのー……ましゅーとは一体どんな関係で??」

　すると、鳴海はこれは失念していたとばかりに軽い調子で、

「え？　ああ、僕の名前は鍵かぎ主ぬし鳴海。そこにいる鍵主日眞里の夫だよ」

「「「「ん？　んんんん??　ええええええええぇぇっ!?」」」」

　思いもしなかった事実に俺だけでなく、みんな一いつ斉せいに声を上げて驚いた。

　でも夫って……？

　そうは言っても鳴海は歴れつきとした女の子だ。

　だって前に腕うでを掴つかまれた時、柔らかい膨らみが…………ちゃんとあった。

　なのにこれって…………

　どういうこと!?







＃??【隠いん匿とくされたプログラム】







　◆　オンライン　◆

　広大な草原の中央にある丘。その頂上に一本だけ生えている大樹の下に二つの影かげがあった。

　メルルーナとノイエヴェルトだ。

　二人はそれぞれ自由なスタイルで幹にもたれ掛かっている。

　メルルーナは地面に直接腰こしを下ろし、ノイエは立った状態。

「結局、最終的に落ち着くのはこの場所なんだな」

　鋼鉄の兜の下でノイエが言った。対してメルルーナは、

「ここはノイエさんとの思い出の場所ですからね☆」

「ぬっ……おかしな言い方をするな。人が聞いたら変に思うだろ」

「べつに変ではないですよー？　ぷんぷん」

　メルルーナは頬ほおを膨ふくらました。

「それで、コミカはうまくいったんですか？」

「ああ、まああんなものだろう。慧けい太た氏は私と同じで二次元にしか興味が無いからな。彼かれからすれば三次元のコスプレは全部「こんなの○○ちゃんじゃねえええ!!」って事になる。だから最初の予定ではコスプレしたリコッタが現れた途と端たんに同じような拒きよ否ひ反応が起こると思ったのだが……」

「でも予想と違ってしまった」

「……まあそうなんだが。でも結果的には良い方向に転がったと思う」

「どんなふうになったんです？」

　メルルーナは興味津々といった顔をノイエに向ける。

　そこで彼は手を添えて彼かの女じよに耳打ちする。

「ごにょごにょ……」

「まあ！」

　メルルーナは顔を赤くしていた。

「慧太氏は自分の妹とそんな事をしてしまった現実リアルを受け入れがたくなっているはずだ。これはかなり状じよう況きよう的には進展したと言っていいだろう」

「それならもう行けますね！　ああ、とうとう暁天の鍵デイブレイク・キーと【逢魔時の錠前ピリオド・ロツク】を合わせる時が来たのですね☆」

「いや、まだだ。あともう一押おし欲しい。彼が完全にリアルを拒きよ絶ぜつした状態で鍵を開けさせる」

「えー私もう待ちきれません」

「そうは言っても中ちゆう途と半端な状態であのプログラムを発動させれば、またあんな事が起きかねないぞ」

「それはそうですがー……。でも比ひ婆ば誠せい一いちさんでしたっけ？　ゼクスの開発者の一人で天才プログラマーとまで呼ばれたその人は、なんでそんな面めん倒どうな形で隠かくしプログラムを残したんですかねー？」

「そんな事は私にも分からん。だが、それが正常に発動すれば我々はヴァチャ充になれるのは確かだ。よってここは慎重に行くべきだと思うが」

「うぅ、仕方が無いですねえ」

「しかし今回の件で少し要領を得た気がするぞ。やはり慧太氏には困っている女の子を放っておけない気質がある。ここで再度騎き士し様をうまく利用し、女の子達からの好感度を一気に上げる作戦でいこうと思うのだが、どうだろう」

「それでいいと思いますよ」

「なんだ、投げやりだな。真面目にヴァチャ充になりたいと思っているのか？」

「もちろん。今回オフではカールさんが上う手まくやってくれましたから、次はオンでの攻めですよね？　なら今度は私の出番です」

「期待していいのか？」

「ええ」

　そこでメルルーナは立ち上がり、ノイエを見み詰つめる。

「それより、あの衣装はどうしたんですか？」

「衣装？　衣装とはあのリコッタの製作が間に合わなかった時の為ために保険で買っておいた錬金術士アルケミストのコスチュームの事か？」

「そうです☆　結局、使わなかったのでしょう？　なら私が貰っていいですか？」

「別に構わないが……そんなものどうするのだ？」

「決まってるじゃないですか、私が着るのですよ」

「ぶほっ!?」

　ノイエは仮面の下で噎せた。

「正気か!?」

「何言ってるんです？　一緒にＣＯＳＰＥコスペに買いに行った時に試着して見せたじゃないですかー。その時、似合ってるって言ってくれましたよね？」

「そんなこと一言も言った覚えは無いですぞ!?　完全に虚きよ構こうであります！　それにあんなのは……見る者に与あたえる心理的影えい響きようを……全く考慮してない！」

「またまたー、ノイエさんはホント照れ屋なんですから。うふっ♥」

「照れてない！」

「また今度、着たところを見せて上げますからね☆」

「謹んでお断りいたします」

　そこからしばらくの間、大樹の下でもめ合う二人の姿があった。




×　×　×




［件　名］コミカ

［差出人］ユーグ［kishisama666@motmail.co.jp］

［宛あて　先］慧太［wan_U-x-U@pocomo.co.jp］

《今回は色々あったけど、結構楽しかったよ。

　冬のコミカもまた一緒に行こうね》




《Wait till next login!!》







あとがき







　オン＆オフラブコメ『ネトラれ』第四弾をお届けいたします。

　今回もキャッキャッ、ウフフを通常より二十％増量（当社比）でお送りいたします。

　おやつ感覚で、まったり楽しんでいただければと思います。

　話は変わりますが、慧けい太たの女性耐性不全症候群ＦＥＤＳについて。

　果たして現実でもここまで極端な症状が出る事があるのでしょうか？

　あるんです。

　失神とかまではいきませんが、鼻血は出ました。

　え？　まるで体験したみたいな言い方じゃないかって？

　そうです。この身を持って体験しました。

　それは自分が高校生の頃の話です。塾に通ってたんですが、それがマンツーマンの個別指導だったんですね。そこまではまあ普通なんですが、その教えてくれる先生というのが……なんと現役女子大生だったのです！

　これは神様がくれた、ささやかなプレゼントでは!?　その時はそう思いました。

　しかし多感な年頃の男子が密室で、それも美人教師に手取り足取りだなんて……もう何を教わってるのか、正直良く分からなくなってきます。成績は上がるどころか下がる一方。

　挙げ句、ある日の授業中に……出ました。真っ赤なのが、鼻から。

　先生、唖然。自分も呆然。言い訳すればするほど深みに嵌り……その時のなんとも言えない空気と沈黙と視線が痛くて痛くて……。この時ばかりは個室である事を心底呪いました。なので今度またそんな機会が（あるのか？）訪れた時の為にティッシュは常に携帯していようと思います。

　さて最後に謝辞です。

　三み嶋しまくろねさん。今回も悶絶級の可愛いイラストを見ることができて本当に幸せです。ありがとうございました。白しろ髪かみ教団員の皆様も併せてありがとうございます。

　担当さん、編集部の皆様、そしてこの本の出版までに関わって下さった全ての人にも御礼申し上げます。

　それと『ネトラれ』一巻が重版になりました。これもひとえに読者様の御陰です。これからも応援して下されば幸いです。ではまたお会いしましょう。

平成二十四年七月吉日
















◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

藤谷ある先生／三嶋くろね先生
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